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ミニ・ラグビー指導の手引き

　　　　　　　　２００２

　平　成　１４　年　３　月
日本ラグビーフットボール協会

　　　普及育成委員会

　　ミニ・ラグビー小委員会

	   　今この手引きを読もうとしているあなたは、子どもたちにラグビーを

指導している人か、あるいはこれから指導をしようとする人のはずです。

その理由がどうあれ、あなたは子どもたちにラグビーを指導することを引

き受け、子どもたちはあなたをコーチあるいは先生とさえ呼ぶことでしょ

う。子どもたちを指導するということは、好むと好まざるとに関わらず子

どもたちの心身の発育・発達に関わることであり、指導者の責任は極めて

重大です。あなたはその責任を引き受けたのです。

 　この手引きは、あなたが子どもたちに子どもたちのラグビー、ミニ・ラ

グビーを指導する際に、その手助けとなるよう書かれたものです。	
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　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　日本ラグビーフットボール協会が小学生期のラグビーとしてミニ ・ ラグビーの導入を決定したのは 1987 年

のことです。 当時は、 1965 年の東京ラグビースクールを皮切りに、 ラグビーのすばらしさを子どもたちに伝

えたいという思いを強くもった指導者達によって、 主に 「ラグビースクール」 という名称で全国各地に少年ラ

グビーの団体が生まれ育っていった時期でした。 それぞれの団体はそれぞれの創設者の熱い思いで指導

されていましたが、 その結果、 少年ラグビー用に統一されたルールもなく、 試合でのチームの人数も 15 人

から５人までまちまちでした。 ラグビー協会とラグビースクール等の少年ラグビー団体との関係が希薄であっ

たのも事実です。 そのような状況での日本協会主導によるミニ ・ ラグビーの導入には、 多くの障害がありま

した。しかし日本協会はミニ・ラグビー普及の担い手としてインストラクターを任命したのを皮切りに、全国ミニ・

ラグビー指導者連絡協議会を頂点とした指導者講習会 ・ 研修会の開催等、 ミニ ・ ラグビーに関わる各種事

業を展開し、 指導者への啓発活動を行いました。 その結果、 ミニ ・ ラグビーは急速に普及し、 現在では小

学生ラグビーの代名詞として確固たる地位を築くに至りました。 1987 年には全国で 250 に満たなかった少

年ラグビーの団体も、 今では 370 を超える数となりました。 また少子化という大きな逆風を受け、 競技人口

の減少が進行する中で、 小学生プレーヤーの数はわずかながらも増え続けています。

　ミニ ・ ラグビーを導入するにあたって、 ウェールズ ・ イングランドのものをそのまま導入することが適切であ

るかについては、 日本協会内でも議論がありました。 しかし、 最終的にはあるがままを全面的に取り入れ、

その上で不都合があれば逐次修正し、 日本のミニ ・ ラグビーを築くという方針をとりました。 結果的にルー

ルは毎年加筆・修正がなされ、日本独自のルールも生まれてきました。中学生ラグビーとして日本独自のジュ

ニア ・ ラグビーが誕生したことも、 日本のミニ ・ ラグビーに少なからず影響を与えました。 一方、 本家本元

のウェールズ、 イングランドでもミニ ・ ラグビーは徐々に変化してきました。 特にパスウェイ、 つまり 「年少者

の少人数 ・ 簡易ゲームから 15 人制のフル ・ ラグビーに至る流れ （ゲーム体系）」 という考え方が世界的に

一般的になる中で、 小学生期のラグビーを何段階かに区切って、 段階的にラグビーを発展させていくという

指導方法がとられるようになってきました。 実はこの考え方は 1992 年に日本独自のミニ ・ ラグビー指導書と

して出版された 「ミニ ・ ラグビー指導の手引き」 の中にも含まれています。 今年度、 このパスウェイの考え

方を明確に打ち出し、 ミニ ・ ラグビーをより体系化して提示することを主眼として、 ミニ ・ ラグビーの競技規

則を大改訂しました。 そしてこれを期に 「ミニ ・ ラグビー指導の手引き」 を改訂出版することになりました。

本来なら競技規則の改訂と同時に出版すべきところでしたが、半年遅れとなってしまったためタイトルを「ミニ・

ラグビー指導の手引き　2002」 としました。

　改訂されたミニ・ラグビーの競技規則とこの 「ミニ・ラグビー指導の手引き　2002」 とはお互いに補完しあっ

て、 年少の初心者がラグビーボールにはじめて触れるところから、 最終的には小学生の完成段階である９

人制のミニ・ラグビーへどのように発展していくのかを示すことになります。 ミニ・ラグビー指導者の皆様には、

是非この手引きを精読頂き、 前述しましたパスウェイという考え方を念頭に置き、 明確な見通しを持って子ど

もたちの指導に当たっていただけることを期待しています。

    　　　　　　　　　　　　　「ミニ ・ ラグビー指導の手引き　2002」 作成委員会

委員長　川島　淳夫
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第１章　子どもがスポーツをする意義

　人は歩くことはもちろん這うこともできない、 運動能

力的にはまったく未熟な状態で生まれます。

　しかし、 月日が経つにつれて特別な運動をしなくて

も、 また特に習わなくとも自然に這い、 立ち、 歩き、

走ることさえ出来るようになります。 この運動能力の自

然な発達に対して、 その年齢に応じた適切な運動刺

激を与えることで、 人はさらに巧みな動き、 粘り強い

動き、 あるいは力強く逞しい動きを習得することが出

来ます。 発達は身体面だけではありません。 知的能

力も社会生活を営む上で必要とされる種々の精神的

な態度もそれなりに発達してきます。

　しかしこれらの発達も運動能力や体力と同様に、 適

切な働きかけがあるとさらに促されます。 小学生期に

スポーツを行うことによってどの様な好ましい変化が期

待されるのかを、 もう少し具体的に述べると次のような

ことです。

１． 体の発達

　小学生期にスポーツを通していろいろな運動を行う

ことは、 身体の健全な発育 ・ 発達を促進する上でた

いへんよい刺激となり、 また適度な運動によって、 健

康 ・ 体力の維持 ・ 増進を図ることができます。 　更に

この時期にいろいろなスポーツを通して多様な運動を

行うことで、 生涯忘れることのない、 そして将来どのよ

うなスポーツを行うのにも応用可能な多様な基礎的運

動技能を獲得することができます。

２． 心の発達

　期待される好ましい変化は身体面だけではありませ

ん。 スポーツを通して精神的な成長を助け、 社会性

を身につけることができます。 例えば、 自己との闘い

を通して忍耐力や向上心を身につけることになります。

友人との協力を通して友情や思いやりを持つようにな

り、協調性や責任感が身についてきます。 また、ルー

ル遵守の精神だとか正義感、 相手を敬う気持ち、 更

には礼儀や挨拶といったものも身についてきます。

　ところが、 最近は運動をする子どもとしない子どもと

の二極分化が進み、 それぞれに身体的にも精神的に

もいくつかの問題が指摘されてきています。

　運動しない子の問題としては、 身体面では体力の

低下、 肥満に代表される運動不足病といわれるもの

の増加、 精神面では兄弟 ・ 姉妹が少なくなり、 集団

遊びも減少している中での協調性や社会性の欠如が

上げられます。

　一方運動する子どもの問題としては、 身体面では体

の一部を使い過ぎることによって生じる 「使い過ぎ症

候群」、精神面では追い込まれることによって 「スポー

ツはもういやだ」 と言わせるような 「燃えつき症候群」

や、 勝ち負けにこだわり過ぎるあまりの過度の優越感

や劣等感が上げられます。 まさに 「過ぎたるは及ば

ざるがごとし」 ということです。

　この小冊子はミニ ・ ラグビーを指導する指導者のた

めの手引きですが、 子どもの健全な発育 ・ 発達を促

す上でスポーツが有意義に機能するためには、 主体

である子どもとともに子どもを取り巻くすべての者がそ

れぞれの責任を果たす必要があります。 それを示す

ために、 巻末に 「ミニ ・ ラグビープレーヤーのための

コード」 を掲載しました。 「コード」 という言葉をあえ

て訳せば 「行動規範」 に当たると思われますが、 こ

こでは訳さずにおきました。 熟読いただければ、 その

趣旨は理解いただけるものと思われます。 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （川島淳夫）
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第２章　なぜミニ ・ ラグビーなのか

　それではなぜ私達は数あるスポーツの中からラグ

ビーを選び、 子どもたちに指導しようとするのでしょう

か。

　一つには第１章で述べた子どもの心身の健全な発

育 ・ 発達にとって、 ラグビーが大変適したスポーツだ

からです。多人数のボールゲーム、しかも身体接触（格

闘技的要素） を含み、 単に投げるとか、 走るとかだ

けではない多種多様な運動が要求されるラグビーは、

まさに子どもにとって最適な運動刺激、 スポーツと言

えるのではないでしょうか。

　ラグビーは子どもには危険なのではないかと疑問を

持つ人がいるかも知れません。 とかく 「ラグビーは危

険なスポーツ」 というイメージが持たれがちで、 それ

が子どものラグビーの普及を阻害している一因とも考

えられます。 しかし本当にそうなのでしょうか。 1996

年に関東協会が実施したラグビースクール ・ メディカ

ル ・ アンケートの結果が日本ラグビーフットボール協

会機関誌 「ラグビーフットボール」 第 46 巻６号に掲

載されています （付録参照）。 これを見て頂ければ容

易に理解頂けることですが、 一般的なイメージとは裏

腹に、 ミニ ・ ラグビーでの外傷 ・ 障害発生率は非常

に低く、 特に子どもの将来に悪影響を及ぼす恐れの

あるスポーツ障害は極めて少ないのです。

  もう一つ重要なことを忘れてはいけません。 それは、

私達が子どもたちにラグビーを指導するのは、 なによ

りもラグビーが素晴らしいスポーツだからです。

　ラグビーの素晴らしさを表現する先人達の多くの言

葉があります。 ある人はその自由さを讃え、 ある人は

激しさの中での自律の尊さを語り、 またある人はラグ

ビーを人生になぞらえさえします。 そして何よりもラグ

ビー精神があります。 ラグビー精神を明確に定義する

ことは決して容易なことではありません。 例えば、 明

治大学ＯＢで元九州ラグビーフットボール協会副会長

の故新島清氏は、 自己犠牲の精神、 ノーサイドの精

神、 レフェリー絶対の精神、 アマチュア精神の四つを

総称してラグビー精神であると述べています。 日本ラ

グビーフットボール協会機関誌の 300 号記念の特別

企画として、 約 50 年前の機関誌の第１号に掲載され

た慶応大学ＯＢの橋本壽三郎氏による 「ラグビー精神

とは」 という文章が再掲載されています （付録参照）。

ここでは橋本氏は「敢闘の精神」という言葉でラグビー

精神を表現されています。 いずれにせよ、 ラグビーに

たずさわってきた者がその素晴らしさを語るとき、 そこ

にはラグビー精神という言葉で交わされる魔法とも思

われる共通理解があるように思われます。 そしてラグ

ビーを指導する者は、 この精神を次世代に伝えていく

義務と責任を持っているのではないでしょうか。

　「なぜ 15 人制のフル ・ ラグビーではなく、 ミニ ・ ラ

グビーなのか」 とは、 ミニ ・ ラグビーを導入し始めた

頃にはよく受けた質問です。 最近ではそのような質問

もまずなくなりましたが、 ここで蛇足ながらなぜ小学生

期のラグビーはミニ ・ ラグビーなのかを述べておきま

しょう。

　ラグビーの発祥は、 1823 年にイングランドのパブリッ

クスクールの一つラグビー校で、 フットボール （今の

サッカーのことではない） の試合中にエリスという少

年が興奮のあまりボールを持って走り出したことに由

来すると言われています。 その真偽はともかくとして、

今日のラグビーという競技の原型がプレーされ始めた

のは、 年齢的には 17、 18 才の日本でいえば高等学

校くらいの年齢の少年においてでした。 しかし、 その

後のラグビーの競技としての組織化そして発展は、 ラ

グビー校を中心としたパブリックスクールの卒業生で、

オックスフォード大学やケンブリッジ大学に進学した学

生、 そして卒業後ロンドン近郊に居住し、 クラブチー

ムを組織していった大人達によってなされました。 つ

まりラグビーは大人のゲームとして発達していったので

あり、 その過程で少年達を顧みることはほとんどありま

せんでした。

　1960 年代後半から 70 年代前半は、 いろいろな意

味でラグビーの変革期でしたが、 その中、 1970 年に

ウェールズラグビー協会は少年ラグビーの研究を行い

ました。 その結果、「多くの中学校でラグビーはプレー

されているが、いくつかの注目すべき例外を除いては、
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小学校ではラグビーはほとんどプレーされておらず、

何か新しいアプローチが求められている」 という結論

を得ました。 そこで大人のラグビーへの導入としての

子どもたちに適した単純なゲームを作り出そうとし、 ミ

ニ・ラグビーを考案しました。 その後ミニ・ラグビーは、

英国のみならず世界に広がり、 少年期に適したラグ

ビーとして高い評価を受けました。

　つまり、 ミニ ・ ラグビーは大人と子どもの違いを認識

した上で、 子どもの立場に立って考え出されたゲーム

なのです。 ミニ ・ ラグビーによって子どもたちはより楽

しく、より安全にラグビーをプレーでき、しかもラグビー

に必要とされるスキルの習得を促される多くの機会に

恵まれます。

　その後、 世界においても日本においてもミニ ・ ラグ

ビーは変化してきたことはすでに述べた通りです。 し

かし子どもを中心に据えたラグビーとしてのミニ ・ ラグ

ビーの価値には何ら変化はありません。 もちろんミニ・

ラグビーが少年期のラグビーとしてその真価を発揮す

るためには適切な指導が不可欠であり、 これを次に考

えます。

　                                                    （川島淳夫）
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第３章　指導者に求められるもの

１． 指導者の心得

　指導者が何をおいても心がけなくてはいけないの

は、 安全への配慮です。 もちろん世の中に 100％安

全と言うことはあり得ませんし、 ラグビーという競技の

特質を考えれば、 いろいろな危険が予測されるでしょ

う。 それだからこそ指導者は常に安全を心がけ、 最

大限の注意を払って指導する必要があります。 日本ラ

グビーフットボール協会から出版されている 「安全対

策マニュアル」 には安全対策に関わる有益な情報が

たくさん記載されています。 是非参考にしてください。

　ミニ ・ ラグビーの指導者は、 指導する対象が発育途

上の子どもであるということを十分に認識する必要があ

ります。 子どもというものをしっかりと理解し、 ラグビー

を理解し、 ミニ ・ ラグビーを理解すること、 あるいは理

解しようと努力することが大切です。 子どもを指導する

ことと大人を指導することには、大きな違いがあります。

　指導者の中にはラグビーのプレー経験を持たない方

もたくさんいます。 上記のことを理解していれば、ミニ・

ラグビーを指導する上でそれが障害になることはない

でしょう。

　ラグビーを理解する上での資料として、 巻末に付録

としてラグビー憲章を掲載しました。 これは 1997 年に

ＩＲＢ （インターナショナル ・ ラグビー ・ ボード） が示

した Playing Charter の翻訳であり、 平成 13 年度競

技規則の冒頭にも掲げられています。 ラグビーという

競技を理解する上で、 大変参考になるはずです。

２． 指導の基本原則

(1) 楽しくなくてはいけない

　楽しさを感じさせる指導が最高の指導です。 楽しけ

れば子どもは自ら進んで練習に参加し、 さほど辛さを

感じることもありません。 もっとも、 何を楽しいと感じる

かは人によって異なります。 従って 「こうすればよい」

という絶対的なものを示すことは困難ですが、 楽しさ

を与えるための手段として、 十分な活動と成功体験を

与えてやることは重要です。 成功を通して喜びが生ま

れ、楽しさが得られるのです。 また 「きつかった」 「疲

れた」という感慨も大事です。 子どもの指導において、

運動量と楽しさがかなり比例することも覚えておく必要

があります。 子どもは飽きやすいことから、 いろいろな

練習を提供する工夫も必要です。

(2) 練習のための練習にならないように

　「何のために練習を行うのか」 と子どもに尋ねたらど

のような答えが返ってくるでしょうか。 一般的な答えと

しては 「上手になるため」 「うまくなるため」 「強くなる

ため」 「試合に勝つため」 といったものでしょうか。 そ

れらはいずれも正しい答えですが、 指導者として必ず

理解しておかなくてはいけないポイントがあります。 そ

れは、「練習は試合のためにやる」ということです。従っ

て、 どのような練習を行うにしろ、 それを指導する指

導者の心に中には、 その練習が試合のどの部分につ

ながるのかの見通しがしっかりなくてはいけません。 そ

れさえあれば、 どんな単純な練習もいい練習になり得

ますが、 それがなければどんな高度な練習も 「練習

のための練習」 になってしまいます。 子どもたちの練

習、 とりわけ低学年では、 行う練習の意味をいちいち

説明する必要はないでしょうが、 指導者自身は明確

な見通しを持っている必要があります。

(3) すべてのプレーヤーにすべてのスキルを

　すでに述べたように、 小学生期は多様な運動技能

が獲得される時期です。 従って、 すべての子どもに

すべてのスキルを練習 ・ 経験させることが重要です。

多様な動きを幼いときに習得することで、 将来複雑な

動きに対応できるようになるのです。

　最近のトップクラスのラグビーでは、 すべてのプレー

ヤーに高度な個人スキルが求められるようになってき

ました。 その礎を作るのは、 まさに子どもの時のいろ

いろなスキルの練習 ・ 経験です。 当然のことながら、

早期のポジションの固定、専門化は避けるべきであり、

子どもの時にはいろいろなポジションを経験させたい

ものです。

(4) 子どもには子どもにあった感動を

　いくつかの競技では、 小学生の全国大会を行って
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います。 子どもの励みになるという考え方はあるでしょ

うが、 子どものうちに大きな大会に参加し、 大きな感

動を得たなら、 その後はどうなるのでしょうか。 成長に

伴って感動も大きくなればよいのであって、 幼いうち

に過大な感動を経験すると、 結局早くに燃えつきてし

まうのではないでしょうか。

(5) 勝利至上主義に陥らない

　勝利を目指して努力することは重要なことであり、 当

たり前のことでもあります。 しかし 「何を犠牲にしても

勝つ」 という態度は間違っています。 また、 あまりに

勝敗に固執すると、 すでに述べた 「すべてのプレー

ヤーにすべてのスキルを」 という指導がおざなりにな

り、 早期のポジションの固定、 専門化に走りがちにな

ります。 劣っているプレーヤーを試合から排除するよ

うなことすら起こりかねません。

　勝ちたいと思っているのは子どもではなく、 指導者

ではないのかと思われる場面を目にすることが少なか

らずあります。 子どもが最初にあり、 その後にラグビー

があり、 勝利とはさらにそのずっと後に位置するもので

あること、 そして勝ち負けといった結果より、 なされた

努力を評価することを忘れてはなりません。

　過度の競争的な大きな大会と勝利至上主義の行き

着くところは、 燃え尽きであったり使い過ぎによる障害

であったりします。

(6) 自分の指導する子どもにあったラグビーを

　子どものラグビーを指導する場合、プレーヤーをゲー

ムに合わさせるという考えではなく、 ゲームをプレー

ヤーに合わさせるという考えが大切です。今回パスウェ

イという考え方を元に、 ミニ ・ ラグビーの競技規則を

三段階に分けて示しました。 これが一つの指標になる

とは思いますが、 最終的には現場の指導者の裁量い

かんです。 つまりは、 子どものレベルに合わせて競技

規則は適宜変更されるべきであり、 試合ではレベルに

合わせた競技規則の適用を考慮するべきです。

３． 指導のヒント

(1) 練習前の準備

・安全への配慮を怠らない

　安全への最善の注意を払い、 未見の事故を未然に

防ぐための最大限の努力をしなくてはなりません。 練

習の前には、 子どもたちをよく観察し、 コンディション

を確認することが大切です。 もちろんこれは試合の時

も同様です。

・ 計画を持つ

　計画的な練習が成功の秘訣です。 年間計画、 月間

計画といった中 ・ 長期的な練習 ・ 指導計画とともに、

練習日毎にその日の計画を必ず練り、 メモを持ってグ

ラウンドに立つことを薦めます。 書くことは考えを明確

にします。 また、 そのメモを蓄積し、 ちょっと整理する

だけでも将来の指導に大いに役立つはずです。

・ 笛を持つ

　笛を持たない指導者が多いのには驚かされます。 メ

リハリの利いた笛は練習に適度な緊張感を生み、 効

率を上げるのに役立ちます。 笛でコントロールする指

導を身につけて下さい。

・ 服装に注意する

　シューズを含めた服装に気を配りましょう。 だらしな

い格好は禁物です。 ごくまれに指導の最中に子どもと

交錯して、 子どもの足を踏んでしまうようなことがありま

す。 そのような場合のこともよく考えて、 シューズを選

択してください。

・ ボールに気を配る

　指導する対象にあわせて適切なサイズのボールを、

出来る限り多く確保したいものです。 一人に一個が理

想です。 空気の入りすぎた固いボールは、 初心者や

子どもには痛いという恐怖感を与えることがあることか

ら、ボールの空気圧は規定値より低め（0.5kg／・程度）

の方がよいようです。

・ 時間を厳守する

　子どもたちに時間厳守を言っておきながら、 指導者

が遅刻する訳にはいきません。 指導者の中には遠距

離をドライブして練習に参加する方も少なからず見受

けられますが、 時間ぎりぎりではなく、 余裕を持って

グラウンドに立ちたいものです。

・ プレーヤーの名前を覚える

　自分が担当する子どもの名前を覚えておくのは、 指
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導者の当然の義務であると共に、 子どもたちとの円滑

なコミュニケーションの上でも、 そして指導を効率よく

行う上でも重要です。

・ グラウンドの準備をおこたらない

　許されるのであれば、 必ずラインを引き、 補助具と

してグラウンドマーカー、フラッグ等を使うようにします。

大人と違い、 子どもには明確に地域を限定することが

重要です。 グリッド、 チャンネルをいつでも使えるよう

に準備するとともに、グリッドの大きさにも気を配ります。

４～６人程度で行う各種グリッド練習では、 高学年に

は７～８ｍ、 中学年には６～７ｍ、 低学年には５～６ｍ

ぐらいのグリッドが適正な広さのようです。

(2) 練習中の注意

・安全への配慮を怠らない

　ヘッドキャップのひもが結ばれていなかったり、

シューズのひもがほどけていたりすることがよくありま

す。 ささいなことですが、 安全の上で重要なチェック

ポイントです。 その他に、 グリッド練習でぶつかり合わ

ないように攻撃方向を決めたり、 グラウンドに近接した

障害物に注意を払ったりと、 注意すべきことはたくさん

あります。 特に夏場の練習や試合、 合宿では、 水分

摂取に十分気を配り、 熱中症を起こすことなど決して

ないようにしなくていけません。

・ コントロールする

　コントロールが練習でのキーワードです。 コントロー

ルによって適切な練習が遂行され、 成果が上がるの

です。

・ 叱るより褒める

　わかってはいてもなかなかできないことです。 褒める

こと、 励ますこと、 勇気づけることを常に心がけ、 我

慢強く子どもに接しましょう。

・ 立つ位置を考える

　行う練習によって、 そして一つの練習の中でも、 常

に立つ位置を考え、 コントロールの上でも指導の上で

もベストポジションを占めるように気を付けましょう。

・ キーファクターを示す

　だらだらと長く話すのでもなく、 また難しい専門用語

を使う必要もありません。 子どもにとって理解できる簡

潔な言葉で、 ポイントを指摘しましょう。 第４章にキー

ファクターチャートが掲載されています。 参考にしてく

ださい。

・ 手本を示す

　「百聞は一見にしかず」 です。 指導者が自ら、 ある

いは子どもを使ってのデモンストレーションを有効に使

いましょう。 子どもを使う場合、 悪い例として使っては

いけません。 指導者が行う場合は、 ゆっくりと多少誇

張するような動作で行う方が、 子どもには理解しやす

いかもしれません。

・ オーバーコーチングを控える

　熱心さがなせる技ですが、 労力に反して実は少ない

ものです。 一度に一つか二つのポイントを指摘するだ

けにとどめましょう。 子どもに考えたり工夫したりする余

地を残しておくのも大切なことです。

・ フィードバックを与える

　指導者が 「子どもは理解している」 と思っていても、

実際には子どもは理解していないかもしれません。 よ

かった場合でも、 悪かった場合でも、 具体的に何が

よく、 何が悪かったのかを、 子どもが明確に理解でき

るように伝えましょう。

・ しゃべるときの環境に注意し、 声をうまく使う

　何か指示を与えるときは、 子どもたちがその声に耳

を傾けることが出来る状況であることを確認し、 そうで

なければ状況を整えなくてはいけません。 さもないと、

言葉は子どもたちに届きません。 注意を与える場合

は、 断固として、 しかし決して高圧的になったり感情

的になったりせずに、 心の底に愛情と思いやりを持っ

て話しかけなさい。 声にメリハリを利かせることも大切

です。 いつも怒鳴るばかりでは芸がありません。

　練習を中断して話し始める前に、 必ず話すべきこと

を頭の中で整理しておきましょう。

・ 正確さを優先する

　どんなレベルでも指導の最初は、 スピードを犠牲に

して正確さを優先させるべきです。ゆっくりとしたスピー

ドで正確に出来るようになったら、少しスピードを上げ、

最終的に試合スピードで出来るように導いていくのが
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指導者の役割です。

・ 左右両方を練習させる

　パスにせよ、 キックにせよ、 コンタクトにせよ、 得意

な側、 やりやすい側というものがどうしてもあります。

子どもは放っておけば、 得意な側の練習しか行いま

せん。 そこで指導者は常に左右両方の練習がなされ

るよう配慮する必要があります。

・ 競争 ・ ゲーム形式の練習を工夫する

　基本的に子どもは競い合うことが好きです。 可能な

限り競争 ・ ゲーム形式の練習を工夫して、 子どもたち

に 「プレー」 させましょう。

・ 子どものレベルに合わせる

　練習のレベルが高すぎると子どもはやる気をなくし、

低すぎると飽きてしまいます。 指導する対象をよく把

握しましょう。 「なんとかできそうだ」 という課題に子ど

もは最も熱中します。

(3) 練習後の反省

・自分自身で謙虚に反省する

　練習は予定どおりできたか、 何がうまくいき、 何がい

かなかったか、 その理由はなにかを謙虚に考え反省

しましょう。

・ 他の指導者とのコミュニケーションを大切にする

　同じグループ （学年） を一緒に指導している他の

指導者、 あるいは他のグループの指導者とのコミュニ

ケーションを大切にし、 お互いの指導について意見を

述べ合いたいものです。 遠慮し合って言いたいことを

言えないような指導者同士の関係は、クラブ （ラグビー

スクール） にとってもチームにとっても、 当然のことな

がら一人ひとりのプレーヤーにとってもマイナスです。

・ 反省を次回の練習に生かす

　反省が反省のまま終わってしまっては意味がありま

せん。 改善する余地は必ずあるはずです。 子どもた

ちと一緒に指導者も成長して行きたいものです。

(4) 試合での態度

・相手側の指導者、 レフリーと事前に話し合う

　子どもたちが最も楽しめる状況を作り出すのが、 指

導者とレフリーの役割です。 見栄を張らずに、 素直に

話し合いましょう。

・ レフリーへの尊敬と感謝を忘れない

　レフリーの判定は絶対であり、 たとえ判定が間違っ

ていると感じたとしてもそれを受け入れるのがラグビー

であることを、 子どもたちに理解させなくてはいけませ

ん。 レフリーはベストを尽くしているのであり、 レフリー

がいなければ試合ができないということを子どもたちに

教え、 レフリーへの尊敬と感謝の気持ちを忘れないよ

う、 子どもたちに指導しなくてはなりません。

・ 相手に対する尊敬を忘れない

　レフリーとともに、 相手がいなくても試合ができない

ことを、 子どもたちに指導しなくてはなりません。 試合

相手は 「相手」 であり、決して 「敵」 ではありません。

・ すべての子どもを出場させる

　ケガと自信を喪失する恐れがないのであれば、 たと

え能力的に劣った子どもでも必ず試合に出場させる

べきです。 プレーヤーは試合のために練習をしてい

るのです。 しかし、 勝つチームをコーチすることに個

人的な喜びを見いだしているコーチが少なからずいる

ことも事実でしょう。 そのようなコーチが、 子どもたち

の可能性を伸ばすことに喜びを見いだし、 集まった子

どもたちの喜びを自分の喜びと感じられるようなコーチ

に育つように、 先輩や仲間のコーチ達が自らの体験

を伝えることで導いていくことも大切なことです。 いず

れにせよ、 決して勝つことを否定するわけではありま

せんが、 みんなでラグビーを楽しむことが重要なので

あり、 個々のプレーヤーの立場から言えば、 試合に

参加しない限り楽しめるはずはありません。

・ タッチラインウォーカーにならない

　心のこもった励ましに満ちた応援は大歓迎です。 し

かし動物園の檻の中にいる熊のように、 タッチライン

際を右往左往して、 試合の状況に一喜一憂し、 大声

を張り上げるようなことはないようにしたいものです。

・ 謙虚な勝利者、 威厳のある敗者たれ

　試合である限り全力を尽くして勝利を目指すのは当

然のことです。もちろんフェアプレーの精神に則り正々

堂々とプレーしてのことです。しかし、試合が終われば、
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勝者と敗者が生まれるのが常です。 勝って奢り高ぶる

必要もなければ、 負けて卑屈になったり悲嘆にくれた

りする必要もありません。

　負けたときにプレーヤーを迎える指導者の態度は特

に重要です。 負ければ誰でも悲しいし、 悔しいし、 そ

れなりに落ち込むものです。 指導者がそれに追い打

ちをかけるようなことがあってはいけません。 暖かく迎

え、 労をねぎらうことを忘れないで下さい。

４． レフリーとして

  ミニ ・ ラグビーのレフリーは、 まず間違いなく、 普段

子どもたちにミニ ・ ラグビーを指導している指導者が

行っていることから、 ミニ ・ ラグビーレフリーの資格認

定がなされるようになって以来、 その養成 ・ 認定はレ

フリーソサエティではなく、 ミニ ・ ラグビーを管轄する

委員会 （当初はコーチソサエティ、 その後小学生 ・

ラグビースクール委員会を経て、 現在は普及育成委

員会） が行うことになっています。 将来的にはレフリー

ソサエティがイニシアティブを取ることが予想されます

が、 当分は付録に示す通達に準じて、 都道府県協

会のミニ ・ ラグビーを管轄する委員会にて養成 ・ 認

定して頂ければと思います。

　レフリーにはいろいろなことが求められますが、 もし

最も重要な役割を述べるとしたら、 それは安全に対し

て十分に留意しながら、 競技規則の範囲内でプレー

ヤーが最大限に楽しめるようにすることではないでしょ

うか。 そして、 これはミニ ・ ラグビーでも同じでしょう。

ただ違うのは、 ミニ ・ ラグビーではプレーヤーのレベ

ルに合わせて競技規則の適用を考える必要があること

です。

　平成 12 年度までミニ・ラグビーの競技規則は、 ミニ・

ラグビーの完成段階としての９人制のルールを規定す

るのみでしたが、 平成 13 年度からはパスウェイの考

え方を採用して、 学年 （年代） 別に三段階に分けて

定められるようになりました。 これらの学年 （年代） 別

競技規則に準じて試合が行われれば、 さほど大きな

混乱はないと思いますが、 子どもたちのレベルが未熟

な場合や経験に乏しいような場合には、 競技規則の

より一層柔軟な適用が考えられてしかるべきです。 そ

して、 子どもたちが理解していないルールやスキル不

足によって、 楽しみをスポイルされないで済むような

配慮が必要です。この意味で、ミニ・ラグビーのレフリー

は極めて重要な役割を担っています。

　以下に示すのは、 ミニ ・ ラグビーのレフリーのため

の簡単なガイドラインです。

・ 子どもたちがゲームを楽しむための援助者であると

いう意識を持って、 思いやりを持ってゲームに臨みな

さい。

・ 子どもたちにレフリーと思われる格好をしなさい。

・ しっかりとした笛を持ち、 明確に吹きなさい。

・ 子どもたちの理解できている規則とそうでない規則

を、 あらかじめ知っておく努力をしなさい。 そのため

には、 ゲーム前に双方の指導者と話し合う時間を持

つことです。

・ 反則を予防するための声かけを最大限行いなさい。

・ 必要に応じて子どもたちに話しかけることで、 子ども

たちを勇気づけ、 正しいプレーに導く努力をしなさい。

ミニ ・ ラグビーのレフリーは、 教育的 ・ 指導的である

べきです。

・ コーチあるいはタッチラインウォーカーがゲームをス

ポイルしていると感じたら、 彼らに黙るか、 立ち去るか

の選択を与えなさい。 彼らをコントロールするのも、 ミ

ニ ・ ラグビーのレフリーの重要な役割です。

・子どもたちに好ましくない言葉や、感情、プレー （フェ

アプレーにもとる行為） を見いだしたら、 素早く対応

しなさい。 充分時間をとってもかまいません。 しっかり

と話し、 理解させなくてはなりません。

・ プレーのスタートをしっかりとコントロールしなさい。

スクラムはしっかりと組ませ、 ラインアウトはまっすぐ並

ばさなければなりません。 特にスクラムに関しては、

必ず試合前に両チームのスクラムを組むプレーヤー

及びプッターを集め、 どのようにしてスクラムを組み

ボールを投入するのかを、 実際に行わせることで、 試

合での混乱や時間のロスを回避します。

・ ボールの出るモールか出ないモールかを早く見極
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め、 出ないと判断したら素早く笛を吹きなさい。 ボー

ルの出ないモールで、 子どもたちが必要以上にもみ

合ったり、 崩れて倒れたりすることがないようにします。

　もちろんこれ以外にも、 一般のレフリーに求められる

のと同様な多くのポイントがあります。 巻末の 「ミニ ・

ラグビープレーヤーためのコード」 の中に含まれてい

るの 「レフリーのコード」 もよく読んでください。 いず

れにせよ、 レフリーとして子どもたちに十分な楽しみを

提供するためには、 大いに研修 ・ 研さんに励む必要

があります。 地元のレフリーソサエティやより上級の資

格を持つレフリーにも、 積極的に援助を求めましょう。

喜んで協力してくれるはずです。

　レフリーに関して最後にもう一言。 是非レフリーも子

どもたちと一緒に、 ミニ ・ ラグビーを楽しんで下さい。

（川島淳夫）
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第４章　指導方法上の課題

　日本ラグビーフットボール協会より翻訳出版さ

れている「Mini Rugby  ミニ・ラグビーで楽しもう」

の「第４章　指導方法」には、日本のラグビー指

導者にとって実に示唆に富んだ内容が述べられて

います。特に、34 ～ 35 頁の「指導方法を学ぼう

とする者への注意」は重要なまとめですので、こ

れらを中心に指導方法についてその該当頁を示し

ながら解説しておきましょう。

１．「体力ではなくスキルがこの段階の学習課

程の中心でなければならない」（21 頁）」

　このスキルとは運動技術が上手になることを意

味しています。ここでスキルを生理学的に少しさ

ぐってみましょう。

　運動には、大脳皮質の運動野からの命令によっ

て行われる随意運動と、大脳皮質が関与せずに無

意識のうちに行われる不随意運動（反射運動）が

あります。いずれも神経系によって調整されてい

ます。

  運動技術を上手に行うためには、反射による調

節を必要としますが、反射の多くは紋切型であっ

て融通がきかない一面を持ち、ときには反射が邪

魔になることもあります。したがって、動作を起

こしたり、切り換えたりするには、どうしても大

脳皮質の意識的な調節が必要なのです。

　この辺の事情をプレースキックを例にとって、

図４- １から説明しましょう。初めてキックする

場合、意識的にボールをけろうとすると、大脳皮

質の運動野から錐体路を経て脊髄のアルファ運動

ニューロン（神経単位）へインパルス（刺激、衝動）

が下降します。そのときインパルスの写しが小脳

へ送られます。

　アルファ運動ニューロンの興奮は筋線維に伝え

られ、筋紡錘によって察知された情報は小脳へ送

られます。小脳では運動野から送られてきた写し

と、筋紡錘からの情報を照合してその結果を大脳

皮質に送ります。その結果、大脳皮質は筋へ補正

信号を送ることになります。

　このようにして、新しい技術が獲得されると、

次からはその動作の命令の発進地は前運動野に移

り、そこから錐体外路を通して発せられるように

なり、一連の動作は無意識のうちに円滑に、かつ

正確に行われるようになるのです。

　だんだんキックを練習していくと、小脳に運動

モデルが形成されるようになり、例えば目をつ

ぶっていても、正確な運動ができるようになりま

す。同じ環境条件では、何回キックしても同じ箇

所にあたり、ほぼ同じ目標へボールが行くように

反射化、定型化されるわけです。自転車に乗れる

ようになったり、スキーの技術が上達するように

なったりするのも、すべてこのように初めは大脳

皮質が関与した随意運動が、小脳の働きを中心と

した不随意運動と脊髄レベルの反射が一体となっ

〔注〕随意運動は、運動野のインパルスが、錐体路、脊髄、ア
ルファ系を経て筋繊維へ伝えて起こる。その結果としての運動
情報は、筋紡錘（ガンマー系によって賦活）から小脳へ伝えら
れる。小脳は前もって大脳から伝えられていたインパルスの写
しと、この情報を照合して大脳へ伝える。
　トレーニングの進行に伴い、インパルスの発信地が前運動野
に移り、錐体外路を通して発せられるようになり、動作が自動
化し、定型化する。

図 4-1　スキルの神経回路（Mathews &
              Fox,1976 をもとに青木 ,1981）

　　　大脳皮質
前運動野　　運　動　野

筋 紡 錘　　筋 繊 維
　　　 筋     肉

小　脳 錐  路

脊  髄

アルファ系

錐体外路

ガ
ン
マ
ー
系
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注 1）	 スピード：50 ｍ疾走速度
　　　	粘り強さ：1 分間に取り入れられる酸素の量・最大酸素摂取量（VO2　max）
	 力  強  さ：背筋力
	 動作の修得：歩・走・跳・投・キックの動作・パターンの練習・習熟過程から評価
注 2）	 スピードについて 6 ～ 7 歳にみられるピークは主として、走動作のスキルが成人レベルに近づ  
           いてきたことによる速度の向上を示し、13 ～ 14 歳にみられるピークは持久力や筋力が養われ	
	 てきたことによる速度の向上を示す。
	

図 4-2　運動能力・体力の年間発達量の年齢別変化（男子）

年
間
発
達
量

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 16 17 18
幼稚園期 小学校期 中学校期 高校期

スピード

動作の修得
 （調整力）

身　長

粘り強さ
（持久力）

力強さ（筋力）

た運動へ移行するのです。

　練習とは同じ動作を繰り返すことです。初日は

難しいが２日目は少しやりやすくなり、３日、４

日と日を重ねるにしたがってだんだん楽になっ

て、終わりには一向気にもとめなくなります。動

作が反射化された結果、大脳皮質の負担が取り去

られたか、軽減されて気が楽になってきたからで

す。これはいちいち大脳に相談せずに、神経系よ

り下部の組織で事が進行するので、それだけの時

間の浪費が少ないこと、つまり動作の反射化が進

んだためであると理解できます。

　練習によって反射化や定型化が進行しただけで

動作は上達するものではありません。プログラミ

ングの組みかえによって新型へ移行することも必

要です。これには大脳皮質の運動野が関与します。

脳幹、脊髄、小脳による反射化と大脳皮質による

新企画の繰り返しによって動作が一層高いレベル

のものになるのです。つまり「考える」ことと、「身

体で覚える」ことの両方がなければ、高度な技術

の獲得は望めないといえましょう。

　子どもの頃はどちらかというと、直観的に「身

体で覚える」ことが多く、それの発達が顕著です。

大脳を「思考的知識の倉庫」というならば、小脳

は「すべての動作に関する知識の倉庫」といって

もよいでしょう。成人してからラグビーのプレー

を上手に行うには、子どもの頃に無意識のうちに

ラグビーに関連する多くの経験を小脳にしまい込

んでおく必要があります。小脳の記憶は意識にの

ぼらないが、一度覚えたら生涯忘れないものにな

ります。

　一方の体力はエネルギーを発揮する様式や能力

からみるのが一般でしょう。

15
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　エネルギー発揮の様式は、力強さ（筋力）、粘

り強さ（持久力）、スピードに区分できます。こ

れらの年間発達量をみると、図４- ２の年齢別変

化に示すように、スピードが最も早く発達し、次

に持久力、最後に筋力となります。ただし小学校

時代のスピードは、走る動作に関連するスキル（動

作の習得）が、成人レベルに近づいてきたためで

す。

　持久力や筋力に関係する体力トレーニングは、

小学校時代よりも中学校期以降に行うのが適切で

あり、小学校時代は動作の習得のトレーニングに

適していることがわかります。

　エネルギーを制御する能力から体力をみると、

調整力の発達は小学校期に著しく、スキルを習得

させる基底となる神経系の発達は小学校期に著し

いことになります。

　これで、ミニ・ラグビーを行う小学校段階での

学習課題の中心が体力でなくてスキルであること

を十分に理解していただけたものと思います。

２．グリッド方式をなぜ使うのか（22頁）

　グリッド方式とはグラウンドを格子状（正方形

または長方形）にいくつかに区画する方式を言い、

チャンネル方式とはいくつかの区画を細長くつづ

けて走る通路をつくる方式を言います（図４- ３

参照）。

　これらの方式を用いることによって、

(1) 多くのプレーヤーに最大限の活動を保障し、

それによって満足感と技能習得の成就感を味合わ

せることができます。

(2) ゲームの基本的な理念ともいうべき Go-for-

ward（前進）、Support（支援）、Continuity（継

続）、Pressure （圧力）の要素を充足させることが

できます。つまり、身近なゴールライン、タッチ

ラインが認識でき、前に進む攻め方が理解できま

す。限られた区画内であるので、サポートの機会

が多く、支援の基本が学べます。流動的な動きの

中で前進をはかり、支援をはかれば、継続が容易

になり、すばやい動きが身につきます。区画の周

囲のラインが最大の圧力になり、さらに相手の圧

力に耐えてこれを跳ね返す、生きた技能（スキル）

を身につけることができるのです。

(3) 中央の区画を利用して共通の問題点を話し

合ったり、上手なグループのデモンストレーショ

ンを見合ったりすることができます。

(4) グリッドの外から指示を与えることによって、

指導者はすべての子どもを見ることができ、子ど

もたちも指導者を見ることができ、コントロール

が可能になります。指導する子どもをコントロー

ルすることがミニ・ラグビーのコーチとしての役

割の一つであるとさえ言われています。

図 4-3　グリッド ・ システムとチャンネル ・ システム

ゴールライン 22 ｍライン ハーフウェイライン 22 ｍライン ゴールライン

Ａ

2 3 4

5 6 7 小グリッド

中グリッド

Ｂ

Ｃ

Ｄ

チャンネル

1

・ ・

・ 大グリッド

小グリッドは 2 対 2、 中グリッドは 4 対 4、 大グリッドは 7 対 7、 全体の 1 ／４は 9 対 9
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３．「指導方法を学ぼうとする者への注意 ]

（34 頁）

　準　備

(1) 「プレーヤーの年齢、能力、経験をよく考えな

さい。」

　レイ・ウイリアムズはイギリスの教育界にある

格言「もしジョンという子どもにラテン語を教え

たいのなら、ラテン語を知っているだけでなく、

ジョンという人間について知っていなければなら

ない」を引用して、これはそのままラグビー界に

もあてはまると述べています。

　これをいいかえれば、一方ではラグビーの技術

構造にそくしながら、その学習に影響する学習者

の条件、即ち年齢、能力、経験にそくした指導を

していく必要があるということです。

(2) 「利用できる時間内で達成できる現実的目標を

決めなさい。」

　あまりたくさんのことを一度に教え込もうとす

ると、プレーヤーは頭の中で混乱を起こしてしま

うし、何も身につかないでしょう。

(3) 必要となる施設や用具を考慮して、指導課程

全体について概略を作りなさい。」

　施設用具を考慮して教えようとする内容の指導

計画をたてなさい。

(4) 「１回１回の練習を慎重に用意しなさい。_ 考

えうる内容を選び、それをどのように提示してい

くかをよく考えなさい。」

　教える内容を選び、示範で示すか、フィルムや

ビデオテープを見せるか、グループで話し合わせ

るかなど、どの指導方法がよいかを決めなさい。

(5) 「練習内容と強調すべきキーファクターを記憶

しなさい。クリップ板を使って注意書きのメモを

用意しておきなさい。」

　指摘したいキーポイントをメンタルリハーサル

し、それらのキーポイントを書き留めたメモを

もっておくこと、しかし指導中いつもメモを見る

ことはよくありません。

　キーファクターとは、そのプレーについてでき

るだけ短い言葉で与えられる重要不可欠な情報の

ことです。一例を次表に示しておきます。このよ

うな情報が示範と一緒に与えられると一層効果的

になるでしょう。

(6) 「すべての少年に十分な用具を確保し、それが

すぐに使えるようにしておきなさい。」

４．「内容の提示」（34 頁）

(1) 「自分自身の能力への自信とラグビーに対する

情熱を示しなさい。」

　情熱はプレーヤーに伝染するものであり、同時

にそれは知識と調和していなければなりません。

(2) 「グループを十分にコントロールしなさい。指

導者は話をするときにはプレーヤーの注意をしっ

かりと自分の方に向けさせなければなりません。」

　指導者は子どもたちが自分の方を見ていないと

き、子どもたち同士でしゃべっているとき、話を

してはなりません。また、指導者は子どもたちの

目に太陽が入ってまぶしくなるような位置に立つ

べきではありません。

　示範は指導者自身または誰か他の者に任せても

よいが、それを見るグループ全体は座らせるのが

よいでしょう。また、示範はいろいろの方向から

観察させる必要があります。子どもに指示をする

ときはできるだけ具体的に与えるのがよいでしょ

う。

(3) 「はっきりと、活気づけるようにしゃべりなさ

い。また、音声、早さ、高低、強調点に変化をも

たせてしゃべりなさい。」

　イギリスの教育界における格言「教育とは火を

つけることであり、水差しに水を一杯にすること

ではない」という言葉を思い出す必要があります。

指導者の声で子どもたちに火をつけることができ

るのです。

　指導を行うとき、平坦な声で、あるいはかん高

い声で行うことは効果的ではありません。期待す

るプレーの特質を反映させる声でなければならな

いのです。

(4) 「理解を助けるために示範や視覚的補助器具を
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チームの課題 

１． ボールの獲得

２． ボールの活用

３． ボールの保持

４． ボールの再獲得 

キーファクター　チャート

プレーヤー  

１． フィットネス 

２． スキル 

３． 心の準備  

ゲームの原則  

１． 前進  

２． 支援

３． 継続

４． 圧力  

個人スキル 

１． ランニング  

２． ハンドリング

３． キッキング

４． コンタクト

●サイドステップ

 ・ 接近  

・ 脚のドライブ （強いステップ）

・ 逃亡 （素早いステップ） 

●スワーブ 

・ フェイント

・ 大きくカーブを描いて逃げる 

●パス後のサポート

 ・ ボールをしっかり押し出す

・ 一歩前に出る 

・ 遠い方の膝をスイングする

１． ランニング

●ランニング 

・ スピード 

・ バランス 

・ スピードの変化  

・ 方向の変化                                                    

２．ハンドリング

●ベイシックパスの受け方  

・視界-ボールを見る

・ポジション-ポジションに早く着く

・手-手を伸ばす 

　　-肘を曲げる

　　-手のひらを下に向ける

●飛ばしパス 

・フラット

・おとりの手

を狙う

 

●ベーシックパスの投げ方

・指先を下に向ける 

・肘を曲げる

・頭を目標に向ける 

・腕をしっかり振る 

・ボールの後ろに置いた

　指を目標に向ける  

●スピンパス

・両手をボールのサイドに置く

・後ろの手でロールする

●ダミー

・確信させる

・小さな動作 

・素早い動き

●スイッチパス

・角度を広く取る

・ボールをかくす

・サポートする          

●内側への浮かしパス

・サポートを視野に入れる

・高めのボールを出す

●スクリーンパス

・ドライブする

・ボールをかくす

・サポートする

●地上にあるボールのパス

・後ろ足をボールの横に置く

・足を開く

・ボールを掃くようにする 

●ドライブパス

・ボールに体重をかける

・脚で激しくドライブする

・手首でボールを素早く出す

●ボールのピックアップ 

・接近する

・両膝を曲げる

・拾い上げる 

●キックのキャッチ

・腕を伸ばす

・ボールをしっかり抱

える

・ボールを守る

●セービング

・飛び込む

・確保する

・立ち上がる

・ドライブあるいは

　スクリーンする

●プレースキック

・頭の位置 

・接近

・軸足

・フォロースルー 

●チップキック

・ボールをすくうようにする

・加速する

●スクラムからのキック

・目標の確認

・低い姿勢を保つ

・ボールを足に押しつける

・小さなバックスイング、

小さなフォロースルー

３．キッキング

●キッキング

・ボールの持ち方

・リリース

・フォロースルー 

●ラインアウトからのキッ

ク

・横向きになる

・一歩遠ざかる

・後ろ向きになる

・高いフォロースルー

４．コンタクト                                                                                                           

●リップ

・接近する

・ボールにコンタクトする

・ボールをもぎ取る

●バンプ

・横向きで接近する

・かがむ 

・突き上げる

●スピンターン

・前足を支えにして止まる

・スピンする

●タックル

・頭の位置

・脚のドライブ

・腕の締め

●ボール奪取 

・上体を曲げる

・腕をボールに絡ませる

・押し上げながら前に出る

・下に引き落としてもぎ取る 

５．ユニットプレー・チームプレー

●スクラム 

・フットポジション

・ボディポジション

・バインディング（グリップ）

・押し（抵抗）

・メカニクス

●ラインアウト

・スロー  

・ジャンプとキャッチ

・サポート

・バラエティ

●ラインアウトのスロー

・スタンス

・ホールの持ち方

・投入

・リリース

●ジャンプ

・アプローチ

・伸び 

・ジャンプ

●ラインアウトのサポート

・コンテスト

・プロテクト

・固まること

●ラック／モール

・サポート

・ボディポジション

・ドライブ

・ボールチャンネル

●バックプレー

・ライン構成

・角度 

・スピード

・突破

●防御

・コンテスト

・力

・タックル 

 ・カバー               

（Marks,R.J.P.， Rugby Union National Coaching Scheme Level 1, Rothmans Foundation, 1994, P164 KEY FACTOR CHART をもとに川島作成）
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使いなさい。」

　優れた示範は何時間もの説明を省くことがでま

す。フィルム、ビデオテープ、黒板などの視覚的補

助器具の使い方を工夫するならば貴重な時間を節約

できます。

(5) 「説明は簡潔に行い、プレーヤーに集中してもら

いたいキーファクターだけを強調しなさい。」

(6) 「一部のプレーヤーに集中するために、他のプ

レーヤーを無視してはいけません。

      指導者自らが監督できないプレーヤーの活動を

コントロールするためにキャプ

テンあるいはフォワードリーダーに代理させなさ

い。」

(7) 「余りにしゃべり過ぎてはいけません。」

(8) 「がみがみ小言を言ってはいけません。激励の方

が最も良い結果を生み出します。」

　否定的なフィードバックよりも肯定的なフィード

バックが多いほど子どもたちの取り組みは熱心にな

ります。どんなことでもよいから子どもたちを誉め

たり、認めたりすることが指導する技術の基本です。

５．「次のことをよく覚えておきなさい」（35 頁）

(1) 「楽しさと最大限の活動が最も重要です。」

　「少年はラグビーが楽しければラグビーを続けま

す。このことは、ラグビーが彼らにどれだけうまく

導入されているか、どの程度彼らが熱中するかにか

かっています。実際彼らはハンドリングスキルが十

分にうまくなった時に初めてラグビーに完全に熱中

するものです。」「学習は目的を持った活動によって

なされる。」という格言を胸にとどめておくことが

基本的に必要です。

　楽しさというのは顔に笑いがあるといった表面的

なものだけでなく、精一杯活動した後の楽しさ、技

や力が上手になったときの楽しさ、皆と一緒に活動

した後の楽しさ、何か新しい発見があったときの楽

しさといった練習後やゲーム後の子どもたちの「よ

ろこび」をさしています。

(2) 「練習内容の多様性とそれの提示の仕方の多様性

が重要です。」

　指導者は本を読むこと、よいゲームを見ること、

経験豊かなプレーヤーにポジションの話をきくこ

と、講習会に出ること、これらによって知識を豊か

にするとともに教え方についても自ら勉強するこ

とが必要です。

(3) 「練習をゲームと関連づけなければなりませ

ん。」

　動いている相手に関連づけて練習を準備しなけ

ればテクニックは身についてもスキルは身につか

ないでしょう。（Technique〈技術〉　＋　Pressure

〈圧力〉＝ Skill〈技能〉）

(4) 「動機づけはパフォーマンスを向上させます。

ーしかし度が過ぎると危険性もあります。」

　相手を憎むといったところまでプレーヤーを追

い込んで動機づけるのはよくありません。最良の動

機づけは他人からではなく自分自身に動機づけら

れたものです。

(5) 「プレーヤーに考えること、そしてスキルを頭

の中でリハーサルすることを促しなさい。ーこのこ

とはパフォーマンスの向上をもたらすでしょう。」

　３シーズンの練習経験があれば、11 ～ 12 才の

少年でも、例えばスクラムが回ったときどのように

対処するかをメンタルリハーサルすることができ

るでしょう。

(6) 「ゲームにおける成功は正しい状況判断できる

プレーヤーによってもたらされます。ラグビーの

ゲームを理解しているということは、各々の状況で

有効なプレーがわかっているという意味です。」

　効果的な状況判断にはプレーヤーは眼前の相手

を読み取るー何をするかを決定するー命令を身体

各部へ送るの３つの段階をたどります。この３つの

段階のどこで過ちを起こしたかをコーチは知って

おく必要があります。スタンドオフは状況判断を行

う代表的なポジションであるのでスタンドオフで

プレーする機会をできるだけ多くプレーヤーに与

えるべきですー「ミニ・ラグビーは状況判断能力を

生み育てる養育場のようなものである」ー。　　　

（辻野　昭）
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第５章　ウォーミングアップと

　　　　ウオーミングダウン

１．ウォーミングアップ（Warming-up）

　ウォーミングアップ（Warming-up）は読んで

字の通り体温を高めて身体を運動に適する状態に

することです。

　準備運動とも呼ばれるのは体温を高めるという

ことだけでなく、ストレッチ体操やハンドリング

練習などを取り入れたリハーサル活動でもあるか

らです。

　最近ではストレッチングをところどころに入れ

たゲームに相当するタイプの運動でウォーミング

アップを構成し、運動の強度を徐々に高めていき、

最後にはアドレナリンの分泌を促進するような刺

激 _ 反応様式の運動を含むようにするのがよいと

言われています。

(1) 1 対 1 での手渡しパス

図 5-1  腕を伸ばしながら

　　　　ボールを左（右）横に渡す      

図 5-2　腕を伸ばしながらボールを左（右）

　　　　斜め下から右（左）斜め上に渡す

図 5-3  腕を伸ばしながらボールを上（下）

　　　から下（上）に渡す

図 5-4 腕を伸ばしながら脚の間でボールをまわす

(2) ジョギングまたはグリッドを使ったコーナー

ボール、インターパス（相互パス）など

・コーナーボール

　６～８メートル四方のグリッドに４～５人がは

いります。○チームの一人が両手でボールを持ち、

そのボールで×（チーム）の一人にタッチする

ことによって得点するゲームです。ボールを持っ

ているプレーヤーは一歩だけしか動けません。ま

た、３秒以上ボールを持って

はなりません。相手チームの

プレーヤーにボールでタッチ

したら、×（チーム）と交代

します。
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図 5-5

・インターパス（相互パス）

　６～８メートル四方のグリッドに１チーム３人

の３チームが各一つのボールを持ってはいり、イ

ンターパスをしながらグリッド内を動きまわりま

す。「チェンジ」のコールで３つのチームのメン

バーが一人ずつチームをチェンジします。「ダウ

ン」のコールで各チームはすぐにボールを地面に

置いて別のボールをみつけ

てインターパスを続けます。

その他「クロース」（接近し

たパス）と「ワイド」（離れ

たパス）のコールなどを行

います。

図 5-6

(3) グリッドを使った直線交差など

　同人数の４つのグループに分けます。各グルー

プは８ｍ四方の正方形のグリッドの各コーナーに

つきます。各チームの先頭のプレーヤーは対角線

上の反対側のコーナーに着いたらボールをそこに

いるグループの次のプレーヤーにパスし、パスを

受けたプレーヤーは同じように続けます。

　３０秒間全速力で行い、間に１０秒間の休みを

とります。ボールを両手で持ち、全速力で走り、

他のコーナーから同時に走ってくる３人のプレー

ヤー達と周辺視を使っ

て衝突を避けることが

目的です。

図 5-7   コーナーでパ

スをする

図 5-8   グリッドの中

央でパスをする

図5-9　ピックアップ・

プットダウンをする

図 5-10  左（右）へパ

スしてまっすぐ走る  

左（右）へパスし右（左）

へ走る

図 5-11 サイドステッ

プまっすぐ走る

　　

(4) これらの運動を低い強度で始め、徐々に最大

限のペースまでもっていきます。その途中体温が

上がったところで定期的に全員をストップさせて

ストレッチングを行います。例えば、１対１の手

渡しパス→ジョギング→ストレッチング→イン

ターパス→直線交差→ストレッチングというよう

にです。

(5) ストレッチング

　ストレッチング（stretching）を直訳すれば、

伸展（運動）のことです。反動（はずみ）をつけ

たり、相手に押してもらったりして痛みをこらえ

て行う運動に代わって、「筋肉をゆっくり伸ばし

ていき、その伸展した状態を維持する」という新

しい型の柔軟性の運動が、1975 年にアメリカの

ボブ・アンダーソンによって考案されました。こ
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の下部に痛みを感じたら胴体を立てたまま、立っ

ている方の足を少し曲げてスト

レッチを行います。

図 5-14

・太股の前面直立して手で足を持

ち上げます。両膝はつけたまま

でかかとを殿部の方に引っ張り

上げます。ストレッチしている

間はずっと直立したままでいま

す。（相手と支えあうなどでして、

バランスをくずさないように注意します。）

・太ももの内側、外側

i. 内側

両膝を地面に向けてやさしく

押し ます。

ii. 外側        股関節を優しく内

側に押します。

・股関節の屈 曲筋

　立ってい る 方 の 足 が

まっすぐ前 を さ し て い

て、背中が弓 なりに、正面

の膝を曲げ ることによっ

てストレッ チ を 行 い ま

す。

れまでのように反動をつけて運動を行うと、筋の

中にある筋紡錘が反応し、筋がそれ以上に伸びて

障害を起こさないように反射的に筋を収縮させる

働きがみられ、逆効果になります。したがって、

この伸張反射が生じないようにゆっくりと引き伸

ばしていき、軽い緊張を感じるところで止め、そ

の体制を 10_15 秒あるいはより長く維持します。

決して痛みが出るほどには

伸ばさないことが重要です。

　ラグビーではストレッチ

体操として次のような順序

と部位で行うのがよいで

しょう。

・アキレス腱 

太股の裏側を床に対して垂

直に、足の裏をかかとまで床にまっすぐに着けて

置くこと。膝の裏側を曲げることによってスト

レッチを行います。                         

図 5-12

・ふくらはぎの筋

　かかとを床につけて、足の先をまっすぐ前に向

けて後ろ足を伸ばします。前足の膝を曲げること

によってストレッチを行います。

 図 5-13

・膝屈曲筋（ハムスト

リング）

　股関節を直角に、

脚の後ろ側をまっす

ぐにして、立ってい

る方の足先が前方を

さすように立ちます。

ウエストの所で体をゆっくり前に曲げます。背中

図5-15

図5-18

図5-16

図5-17
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・背中の下部

i. 両 手 を

床 の 上 に

ぴ っ た り

と つ け て

おきます。

ii. 壁に向かって股関節を押しつけます。

iii. 腕立て伏せを行うように腕をゆっくり伸ばして

いきます。ただし股関節は床につけたままにして

おきます。最後まで 伸ばしたら１、２秒その姿勢

を保ちます。スタートの地点にもどります。                 

・肩

i. 上腕を垂直に下におろし、指が

背骨を並ぶようにします。肘を

下に押し付けることによってス

トレッチを行います。

ii. 背中、尻、かかとを壁につけておきます。腕は

水平より少し高くなるように、前碗が手のひらを

前面に向けて垂直になるようにします。肘と前碗

を壁に押し付けます。

・首

i. 手を頭の上に置きます。頭を

横方向及び下方向に引っ張りま

す。

ii. 肘を頭の正面で前方に向け、

手を頭の後ろに置きます。頭を

前方向及び下方向にやさしく

引っ張ります。なお引っ張って

いる腕の側面に頭を少し向けま

す。

２．ウオーミングダウン（Warming-down）

　ウォーミングダウン（Warming-down）は整理

運動のことで使った筋肉の回復を早める上で重要

です。自分自身で行うマッサージのような役割を

果たすものと考えてよいでしょう。

　激しい運動で生じた老廃物を取り除くために筋

肉に酸素を含んだ血液を流し込まなくてはなりま

せん。そのために練習やゲームの直後に軽い運動

とストレッチングを行う必要があります。ウォー

ミングアップに比べてウォーミングダウンは軽視

される傾向がありますが、必ず行いたいものです。

　３～４分ジョギングなどを行い、続いてウォー

ミングアップで行ったストレッチングを繰り返し

ます。

                                                            （辻野　昭）

図5-19

図5-20

図5-21

図5-22

図5-23

図5-24

図5-25
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第６章　段階別の指導目標と指導内容

　ここではミニ ・ ラグビーの対象である小学生を低学

年、 中学年、 高学年という三段階に区切り、 それぞ

れの段階での指導目標と指導内容を述べますが、 そ

の前に、 ミニ ・ ラグビーの指導者が理解しておいた

方がよいと思われるポイントを二つ述べておきます。

〈ゲームの原則〉

　最初に述べておきたいのはゲームの原則について

です。 ラグビーのゲームはまず 「ボールの争奪」 か

ら始まります。 そしてボールを獲得した側が「攻撃側」

となり、 獲得できなかった側が 「防御側」 となります。

（注 ： ここで言う 「攻撃側」 と 「防御側」 とは、 競

技規則での定義とは異なり、 ボールを持っているか、

いないかを意味します。）

　「攻撃側」 の目的は、 プレーを継続して最終的に得

点をすることです。 そのための原則としてまず 「前進

(Go-forward)」 が上げられます。 得点 （トライ） をす

るためには、 相手のゴールラインを越えてボール持

ち込まなくてはなりません。 そのために最も重要なこ

とは相手ゴールラインに向かって前進すること （ボー

ルを前進させること） です。 それは必ずしも直線的に

前に出ることを意味するわけではありませんが、 攻

撃側はいかに前進するかを常に考えなくてはなりませ

ん。

　「前進」 の次に来る原則は 「支援 (Support)」 です。

ゲームではボールは一つであり、 当然ボールを持っ

ているプレーヤーは一人です。 従って、 ボールを持っ

ているときもさることながら、 ボールを持っていない時

にいかに動き、 ボールを持っている味方をサポートす

るかが重要です。

　「支援」 の次に来るのは 「継続 (Continuity)」 です。

前進し、 支援ができれば攻撃は継続します。 ミスを

せずに攻撃を継続できれば必ずトライのチャンスが生

まれることでしょう。

　一方 「防御側」 の目的はボールを （再） 獲得し、

自分達が 「攻撃側」 になることにあると言えます。 そ

のための原則は 「圧力 (Pressure)」 です。 少しでも

前に出て相手に圧力をかけ、 相手に余裕 （時間的 ・

空間的） を与えないようにすることが重要です。 そう

すればボール （つまり攻撃権） を取り返すチャンス

が必ずおとずれるはずです。

　「前進」 「支援」 「継続」 「圧力」 は、 ミニ・ラグビー

の生みの親とも言えるウェールズのレイ ・ ウイリアム

ズが1973年に「プレーの原則」として示して以来、ゲー

ムの四原則、 ラグビーの基本原則などとも言われ、

ラグビーを単純化して捉え、 指導するためのキーワー

ドとして使われてきました。 ミニ ・ ラグビーの指導者も

理解しておくべき言葉です。

〈タグ ・ ラグビーとミニ ・ ラグビーの関係〉

　もう一つはタグ ・ ラグビーとミニ ・ ラグビーとの関係

についてです。 タグ ・ ラグビーはラグビー人口の増

大を目的に、 今までにラグビーボールに触れたことの

ない者、 とりわけ年少者をターゲットにして、 1997 年

（平成９年） に日本ラグビーフットボール協会がその

導入を決定し、 以降その普及に積極的に努めていま

す。 最近では小学校や中学校の体育教材としてタグ・

ラグビーが使われるようになってきており、 大変好ま

しいことです。 タグ ・ ラグビーを通して一人でも多くの

子どもが日本では必ずしもなじみがあるとは言えない

楕円球に触れ、 親しんでもらえることは、 今後のラグ

ビー普及の一助になるものと思われます。

　タグ ・ ラグビーとミニ ・ ラグビーの最大の違いは、

コンタクトプレーの有無です。 タグ ・ ラグビーではコン

タクトプレーを排し、 ボールの直接的な争奪を無くし

ています。 この点に置いて、 タグ ・ ラグビーとミニ ・

ラグビーは根本的に異なるスポーツといえます。 しか

し、 そうすることでゲーム要素を少なくして単純化し、

より安全性を計り、 初心者が気軽に出来るスポーツ

となっています。

　ミニ ・ ラグビーの観点から言えば、 タグ ・ ラグビー

は初心者とりわけ年少の初心者に対して、 特にボー

ルを持って走り、 相手を抜き、 パスすることに重点を

置いたリードアップゲームとして活用することが可能

です。 また、 最近高学年のミニ ・ ラグビーのゲーム

では、 ボールキャリアーがコンタクトばかり求め、 パ

スをしたりスペースを探したりするプレーが少なくなる

傾向があることから、 そのような場合の矯正練習とし
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て活用することも出来ます。 しかしミニ ・ ラグビーを

十分に楽しんでいるプレーヤーに対し、 取り立ててタ

グ ・ ラグビーをさせる必要はありません。

　タグ ・ ラグビーでラグビーに興味を持った子どもを、

どのようにすればスムーズにミニ ・ ラグビーに移行で

きるかという質問を受けることがあります。 その子ど

もの年令や体格、 性格、 他のスポーツ経験等、 いろ

いろな要素があることから、 一律な答えは見つかりま

せん。 しかし、 どのようにしてコンタクトプレーを導入・

指導するかが大きなポイントとなると思われます。 と

いうのも、前述したようにタグ・ラグビーとミニ・ラグビー

との違いはコンタクトプレーの有無だからです。

　指導者は、 タグ ・ ラグビーが気に入ったからミニ ・

ラグビーも気に入るとか、 タグ ・ ラグビーが出来れば

ミニ ・ ラグビーも出来るなどと、 安易に考えないこと

です。 タグ ・ ラグビーとミニ ・ ラグビーは、 ダイレクト

につながっているものではないことを、 認識すること

が大切です。

　前置きが長くなりましたが、 それではミニ ・ ラグビー

の段階別指導目標とその指導内容を見ていきましょ

う。

１． 低学年 （小学校１～２年程度） の指導目標と指

導内容

(1) 指導目標

　低学年での指導目標としては、 次の二つが上げら

れます。

・ 簡単なゲームが出来る

・ スポーツに親しむ態度を育てる

　

　そしてこの目標を達成するためのより具体的な目標

として、 次の三つが上げられます。

・ ． ラグビーは楽しい遊びであることを感じさせる

・ ． ゲームにおいてボールを持って自由に走ること

      を促す

　 ・ ． ルールを守る態度を学ばせる

　とくに初心者に対しては、 ラグビーを楽しい遊びで

あると感じさせることが第一の目標となります。 そして

この目標を達成する過程で、 ボールを持って自由に

走ることを促し、 ルールを守る態度を学ばせることが

出来ます。 ところで、 低学年という発達段階にとって、

攻防相乱型のゲーム （ラグビーがまさにそれですが）

は難しいものです。 そこで、 低学年ではより簡易なミ

ニ ・ ゲーム、 すなわち５人制のミニ ・ ラグビーを活発

に行えることを指導の中心に置き、 その中ではことさ

らＦＷのスキルあるいはＢＫのスキルという考え方を

とる必要はありません。 また、 この段階ではラグビー

の基本原則の第一である 「前進」 を理解させます。

(2) 指導内容

・ ラグビーは楽しい遊びであることを感じさせるために

は

　ラグビーの動きと子どもたちの日常生活 （学校の体

育を含む） の中の動きは、 大きく異なります。 従っ

て、 指導者 （大人） のラグビー観やゲームのイメー

ジをそのまま子どもたちに当てはめていくのではなく、

遊び的な指導の中でラグビーの動き作りを行いたい

ものです。 また、 子どもたちは保護者の意志や強制

（？） によってラグビーに参加しはじめるというのが一

般的な現状であることから、 そのような状態から子ど

も自身の意志でラグビーに参加するようになる指導方

法 ・ 内容を指導者は常に考え、 求め続けなければな

りません。

・ ゲームにおいてボールを持って自由に走ることを促

すためには

　まず、 子どもたちにとって親しみのない楕円球の特

性に気付かせるために、 子どもたちにラグビーボー

ルに触れるいろいろな機会を、 いわゆる 「ラグビー

のゲーム」 といった既成概念にとらわれずに設定し

なければなりません。 すなわち、 低学年では、 ボー

ルコントロールとボディコントロール、 言い替えれば、

個人とボールとの関係をいかにスムーズに理解させ

るかが課題となります。 その上で、 次のようなことが

できるようになる指導内容を考える必要があります。

　 ・ ． ボールを持って勢いよく走ること

　 ・ ． パスされたボールを恐がらずにキャッチす

　　　ること

　 ・ ． 地上にあるボールを止まらずに拾い上げる

　　　こと
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・ ルールを守る態度を学ばせるためには

  フェアプレーはすべてのスポーツの中に存在します

が、 ラグビーにおいてはその根幹を成すものです。

あらゆる指導の機会を通して、 子どもたちにフェアプ

レーの精神を示すことが重要です。 しかしこの段階の

子どもにフェアプレーといっても十分な理解を得ること

は難しいでしょう。 そこで、 まず練習やゲームにおい

てどうすれば勝てるのかあるいは得点できるのかを

教え、 それと共にやってはいけないことをよく理解さ

せ、ルールを守る態度を学ばせることを主眼とします。

そのためには、 子どもたちに理解できる簡易なルー

ルによる練習 ・ ゲームを工夫すること、 ルール違反

があった場合はそれがよくないことであることをその

子どもにしっかり理解させる指導が必要です。

　これらの目標を達するために、 低学年には５人制の

ミニ・ラグビーにとらわれず、 もっと少人数の簡易ゲー

ムを導入します。 具体的には、 １回のナイスランやナ

イスパスで、 ゲインラインを越えてトライが取れるよう

なゲーム、 すなわち１対１や２対２のゲームから始め

ます。 そして、 人数を段階的に増やして行く中で、 自

然にスキルが身に付き、 自分から積極的に動けるよ

うになるような指導をしたいものです。 十分にスペー

スのあるゲームから試みて下さい。 また、 ゲームに

なればコンタクトプレーが生じますが、 低学年がモー

ルやラックといった集団プレーを意識できる段階では

ないことから、特に指導する必要はないでしょう。なお、

５人制ミニ ・ ラグビーを行うためには、 以下のような

プレーが可能となるような指導が必要となってきます。

　 ・ ． 走りながらパスし、 またキャッチする

　 ・ ． ボールを持っている相手に向かって防御に

　　　でる

　 ・ ． 相手をかわして走ろうとする

２． 中学年 （小学校３～４年程度） の指導目標と指

導内容

（1） 指導目標

  中学年での指導目標としては、 次の二つが上げら

れます。

・ やや組織的なゲームが出来る

・ フェアな態度を育てる

　そしてこの目標を達成するためのより具体的な目標

として、 次の三つが上げられます。

　 ・ ． 個人スキルを理解させ、 その習得をはかる　

　 ・ ． チームを構成するユニットとその役割を理　　　

解させる

・ ． 自らルールを守り、 レフリーに従う態度を学　　

ばせる

　　　

  中学年は動作の習得が最も盛んな時期です。 この

段階では、 将来の礎となる個人スキルの習得が第一

の目標となります。 また、 自己中心的であった低学

年に対し、 中学年になると仲間と協力して物事を遂

行することが可能になります。 そこで、 チームはいく

つかのユニットによって構成され、 それぞれのユニッ

トには基本的な役割があること、 そしてチームがうま

く機能するためには協力が必要なことを理解させると

ともに、 基本的なユニットプレーの習得をはかります。

このためには低学年から一歩進んだゲームを準備す

る必要がありますが、 それが９人制のミニ ・ ラグビー

である必要はありません。 そこで、 ７人制ミニ ・ ラグ

ビーによって、 より組織的なゲームができるよう子ど

もたちを導くための指導を考えます。 低学年ではゲー

ムの第一の原則である「前進」の理解を促しましたが、

中学年では味方を 「支援 （サポート）」 し、攻撃を 「継

続」 するというもう二つの原則を理解させます。

(2) 指導内容

・ 個人スキルの理解とその習得をはかるためには

　個人スキルとして、 低学年ではランニングとハンドリ

ングが主たる内容でしたが、 中学年ではラグビーに

はランニング、 ハンドリング、 コンタクト、 キッキング

という四つの個人スキルがあることを理解させ、 その

習得をはかります。 そのためにはグリッドやチャンネ

ルを使った練習を工夫し、 子どもたちに多様な練習

機会を提供します。 低学年から始めた子、 中学年か

ら始めた子、 発達の早い子 ・ 遅い子、 運動能力の

高い子 ・ 低い子等、 いろいろな子どもがいます。 指
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導者は一人ひとりをよく見極め、 練習の工夫とともに

グルーピングにも気を配り、 きめ細かい指導で個人

スキルの習得 ・ 向上に努めなくてはなりません。

・ チームを構成するユニットとその役割を理解させる

ためには

　一般的にチームは、 ＦＷ及びＢＫの二つのユニット

に分けられます。 しかしゲームでの機能を考えると、

ＢＫの中でもＨＢとそれ以外のＢＫには違いがあるこ

とが容易に理解されるでしょう。 つまりチームはＦＷ、

ＨＢ、ＢＫ （ＨＢ以外のＢＫ） の三つのユニットからなり、

それぞれボールゲッター （ボール獲得役）、 リンクプ

レーヤー （つなぎ役）、 ペネトレイター （突破役） と

しての役割を担っているのです。 これを理解させるた

めには、 低学年よりやや組織的なゲームを準備しま

す。 そしてゲームへ向けての練習過程において、 そ

れぞれのユニットを構成するポジション、 そのポジショ

ンに求められるスキル （ポジショナルスキル） を理解

させ、 練習します。 しかし、 決してポジションの早期

固定、 専門化をはかってはいけません。 すべてのプ

レーヤーにすべてのユニットを経験させます。 この経

験は、 子どもがラグビーを継続し、 最終的にどのよ

うなポジションにつこうとも、 大きな財産になるはずで

す。

・ 自らルールを守り、 レフリーに従う態度を学ばせる

ためには

　スキルの向上、 ゲームの組織化に伴って、 徐々に

いろいろなルールを導入していきますが、 低学年で

見られがちな 「他人のルール違反は指摘できても自

分ではそのルールを守れない」 というのではなく、 自

ら積極的にルールを守る態度を養うとともに、 ルール

違反を指摘されたら潔くそれを認められるような指導

が必要です。 またゲームにはレフリーが存在し、 たと

え自分が正しいと思っていてもレフリーの判定に従わ

なくてはいけないことを学ばせることも重要です。 この

ためには、 日頃から 「ルール遵守」、 「レフリー絶対」

を子どもたちに訴え続けなくてはなりません。 そして

なにより重要なのは、 指導者自身がルールを守りフェ

アな態度を示すことで子どもたちを導くことです。 この

時期には、 興奮のあまり時として好ましくない行動や

言動がおこることがあります。 そのような場合、 指導

者は速やかに対応しなくてはなりません。

３． 高学年 （小学校５～６年程度） の指導目標と指

導内容

(1) 指導目標

   高学年での指導目標としては、 次の二つが上げら

れます。

・ 組織的なゲームができる

・ よりフェアな態度とフェアプレーの精神を理解させる

　そしてこの目標を達成するためのより具体的な目標

として、 次の三つが上げられます。

・ ． 個人スキルをさらにシェイプアップする

・ ． ユニットスキルを理解 ・ 遂行させる

・ ． 相手そしてレフリーに対し敬意の念を持た　　　

せる

  ミニ ・ ラグビーの完成を目指すこの段階では、 とか

くユニットスキルあるいはチームスキルが優先され、

個人スキルがおろそかにされる傾向にあります。 し

かし、 どんな素晴らしいチームプレーも結局はその

プレーに関与するプレーヤーのハイレベルな個人ス

キルから成り立っていることをよく理解し、 個人スキ

ルの重要性を忘れてはなりません。 また、 中学年で

は基本的なユニットの役割とその理解をはかりました

が、 高学年ではそれをさらに発展させ、 ミニ・ラグビー

で求められるユニットスキルをより明確に理解させる

とともに、その向上をはかります。 中学年までに前進、

支援 （サポート）、 継続は指導されました。 高学年で

はこれに加え圧力 （プレッシャー） の理解をはかりま

す。 プレッシャーは、防御において相手にプレッシャー

を掛けることを主に意味しますが、 攻撃において相手

のプレッシャーに屈することなく攻撃を敢行するという

意味で捉えることも可能でしょう。 いずれにせよ、 高

学年になるとプレッシャー下のゲームが行われるし、

また行われなくてはならないということです。 これは中

学年でも言えることですが、 すべての子どもたちが必

ずしも低学年からラグビーを行い、 高学年を迎えるわ
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けではないことから、 そのようなプレーヤーをどのよ

うにして低学年からラグビーをプレーしている子どもた

ちと同化させるかを、 指導者は常に考えなくてはなり

ません。

(2) 指導内容

・ 個人スキルをさらにシェイプアップするためには

　中学年までに、 一応の個人スキルは扱われました。

高学年では、 それらのスキルをより早いスピードで、

そしてプレッシャー下で行えるようにならなくてはなり

ません。 そのためには、 個人スキルの練習において

常に相手を意識させ、 またプレッシャーのかかった状

態で練習する工夫が重要です。

・ ユニットスキルを理解 ・ 遂行させるためには

　高学年では中学年で扱われたユニットスキルを、 人

数の上でもレベルの上でも発展させます。 人数

が増えることで味方とのより一層の協同、プレッシャー

のかかった状況での相手への対応、 プレーのスピー

ドアップと、 中学年に比べて混乱を引き起こす要素が

いろいろあります。 そのような中でミニ ・ ラグビーに

求められるユニットスキルの理解をはかり、 遂行でき

るようにプレーヤーを導くためには、 プレーヤーの習

熟度にあわせた練習状況 ・ 条件のコントロール （工

夫） が不可欠です。 中学年でも述べましたが、 たと

え高学年であっても、 そしてその子どもが将来ラグ

ビーを続ければまず間違いなくあるポジションにつくこ

とに指導者が確信を持ったとしても、 それでもポジショ

ンの固定化 ・ 専門化を行うべきではありません。

・ 相手そしてレフリーへの敬意の念を持たせるために

は

　運動能力が向上し、 人数が増え、 またラグビー経

験を重ねるに従って、 高学年では小学生とはいえ激

しいゲームが展開されるようになります。 しかし、 自

己のコントロールを失うようなことがあってはなりませ

ん。 高学年では、 ゲームを行うには相手がいなくて

はならないこと、 そしてレフリーがいなくてはならない

ことを、 しっかりと理解させる必要があります。 このた

めには、 相手は 「相手」 であって決して 「敵」 では

ないこと、 自分達が楽しむためのパートナーであるこ

とを、 交流会等の対外ゲームはもちろんのこと、 普

段のチーム内での競争的な練習においても常に強調

することが重要です。 また指導者は、 レフリーは子ど

もたちがゲームを楽しむのを助ける援助者として存在

していることを、 子どもたちに理解させる努力もしなく

てはなりません。 ゲームに負けた理由をレフリーに見

いだそうとするような態度を子どもたちの前で示すよう

な指導者は、 問題外と言えるでしょう。 このことが理

解されれば、 自ずと相手そしてレフリーに対して敬意

の念が生まれてくるはずです。 その結果、 ゲームが

終われば誰に言われることなく自然にお互いに挨拶

を交わし、 健闘を讃え合い、 レフリーに感謝すること

でしょう。 これが 「ノーサイドの精神」 です。

（川島淳夫）
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　　　ディフェンダー　　　　　鬼

　　　　太矢印ボールキャリアーの動き　

　　　 細矢印ボールを持たないプレーヤーの動き

　　　　破線の矢印　ボールの動き　　　

　　　　攻撃方向

　　　マーカー　　　　　　　　

　　　ポイント（スクラム、モール、ラック）

　　　コーチ　　　　ボール　　　　　　トライ

 

 １．個人スキル

(1) ランニング

・低学年の練習

　低学年の子どもたちは走るのが好きです。しか

し、ひとたびラグビーボールを持つと、どうしても

動きが制限されてぎこちなくなりがちです。そこで

ラグビーボールを持っても、普段遊んでいるときの

ような自由奔放でスピード感のある動きができる

ように、練習を工夫して導いていく必要がありま

す。

　ボールを持ってのランニングの練習で最初に教

えなくてはいけないのは、ボールをみぞおちの前あ

たりで、両手で正しく持つことです。（写真１）そ

してこれはハンドリングの基本でもあります。

練習１　ボールを持ってのランニング（自由走）　

グラウンド：１グリッド　

人数：５～６人　

用具：ボール人数分

活動：グリッドの中に５～６人が入り、それぞれ　

　　　ボールを持つ。お互いにぶつかり合わなよ　

Ｐ
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第７章　段階別練習の具体例

　ここではミニ・ラグビーの対象である小学生を低

学年、中学年、高学年という三段階に区切り、それ

ぞれの段階での練習の具体例を示します。付録の

「段階別の指導・練習内容例」とあわせて、練習の

参考にしていただければと思います。しかし、これ

らはあくまでも一例であり、大切なのは実際に指導

している子どもたちの習熟度や興味に合わせて、一

人ひとりの指導者が創意工夫することです。是非新

しい練習を工夫し、またここに示した練習や従来か

ら行っている練習に手を加えて、よりより練習を創

造して下さい。

　練習はその活動がどんな単純なものであっても、

指導者がその練習とゲームとの関連をしっかり理

解した上で指導されるのであれば、決して悪い練習

にはなり得ません。逆に、どんな複雑で高度な活動

が含まれた練習であっても、ゲームとの関連を無視

して指導されたとしたら、それは形ばかりの練習で

あり、時間の無駄とも言えるでしょう。子どもたち

の理解度を考えた場合、「この練習はゲームのどの

場面につながるのか」という説明をすべての年代で

いつも行う必要はないでしょう。しかし、指導者自

身はしっかりとした見通しをいつも持っていなく

てはなりません。

　以下に示す練習は、活動の簡単な説明が主で指導

のポイント（キーファクター）はほとんど示してあ

りません。これらの練習を活用する際には、それぞ

れの練習、練習に含まれる技術のあるべき姿（理想

型）をよく理解した上で、キーファクターチャート

（18 頁）も参考にしながら、子どもたちに示すべき

ポイントをよく整理し、グラウンドに立つようにし

て下さい。

　なお、図中に使われる矢印や記号は以下のことを

意味します。またグリッドは、高学年には７～８ｍ、

中学年には６～７ｍ、低学年には５～６ｍぐらいを

標準的な大きさと考えています。

　　　プレーヤー　　　　ボールキャリアー　　

写真1
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図7-3

練習４　走り込んでトライ（図 7-2）

グラウンド：２グリッド　

人数：１人　

用具：ボール１個

活動：連結した二つのグリッドの中央にコーチが

　　　ボール持って立つ。プレーヤーはグリッド

　　　の端からスタートし、声を出して勢いよく

　　　コーチからパスを受け、グリッドを走りに抜

　　　けて反対側の端を越えてトライする。

発展：中学年の「練習

　　　３　スペースへ

　　　のランニング ｣

　　　へ発展させる。

練習５　抜いてトライ　　　　

　　　　（図 7-3）

グラウンド：３グリッ

　　　　　　ド（横を

　　　　　　広めに取

　　　　　　る）　

人数：１人　

用具：ボール１個

活動：連結したグリッド

　　　の境界線上に左右

　　　にしか動けない防

　　　御者（コーチ）を１

　　　名ずつ配し、これ

　　　を抜いてトライす

　　　る。

注意：コーチは抜くこと

　　　のできるスペース

　　　をわざと明確に

　　　作ってあげる。

ﾄﾗｲ

　　　うにしながら、グリッドの中を自由に走　　

　　　る。徐々にスピードを上げていく。　　　　

練習２　ボールでタッチ

グラウンド：１グリッド　

人数：５～６人　

用具：ボール１個　　　　　　　　　

活動：グリッドの中に５～６人が入り、そのうちの

　　　一人が鬼となりボールを両手でしっかり持

　　　ち、ボールを持たない者をボールでタッチす

　　　る。ボールを持たない者はタッチされないよ

　　　うグリッドの中を自由に走って逃げる。

　　　タッチされた者はグリッドの外に出る。全員

　　　タッチされたら、鬼を変える。

発展：鬼がボールを落としたら、それまでにタッ

　　　チされた者全員がグリッドに戻れる。

　　　　

練習３　ピックアップ＆トライ（図 7-1）

グラウンド：２グリッド　

人数：１人　

用具：ボール１個

活動：笛の合図でグリッドの端に立っているプレー

　　　ヤーはスタートし、グリッドの反対側の端に

　　　置いてあるボールを拾い上げ、もう一つ先の

　　　グリッドの線を越えてトライする。

発展：長座、うつ伏せ、仰向け等の姿勢からスター

トする。

もう一人のプレーヤーを防御者として数ｍ後ろに

位置させ、笛の合図で追

走させる。ボールキャリ

アーがトライする前に腰

に両手タッチできれば防

御者の勝ち。

図7-1

図7-2

ﾄﾗｲ
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練習２　直線交差（対角に向かってのダッシュ）　

　　　　（図 7- ５）

グラウンド：大グリッド（あるいは４グリッド）　

人数：16~20 人　

用具：ボール４個

活動：グリッドの各コーナーに４～５名のプレー

　　　ヤーが、ボールを持った者を先頭にグリッド

　　　の中心を向いて一列に並ぶ。コーチの合図　

　　　で、ボールを持ったプレーヤーは対角のコー

　　　ナーを目指して一斉にスタートする。グリッ

　　　ドの中心付近を他のプレーヤーとぶつから

　　　ないように走り抜け、対角のコーナーでボー

　　　ルをパスする。パスを受けたプレーヤーは同

　　　様の動きを繰り返す。

注意：第５章で示したように、この練習方法には

　　　いろいろなバリエーションが考えられるが、

　　　ただ形を行うだけでなくコーチが指導ポイ

　　　ントをしっかり理解していることが重要で

　　　ある。

練習３　スペースへのランニング（図 7- ６）

グラウンド：２グリッド　

人数：１人　

用具：ボール１個

活動：連結した二つのグリッドの中央にコーチが

　　　ボール持って立ち、真後ろにもう一名コーチ

ﾄﾗｲ

図7-4

図7-5

練習６　１対１（トライゲーム）（図 7-4）

グラウンド：１グリッド　

人数：２人　

用具：ボール１個

活動：グリッドの対角に２人が位置し、その内の一

　　　人が攻撃者としてボールを持ち、もう一人が

　　　防御者となる。攻撃者がスタートしたらゲー

　　　ムは始まり、攻撃者はグリッドの端の線を越

　　　えてトライしようとする。防御者はトライさ

　　　れる前に攻撃者の腰に両手タッチする。

発展：ゲームのスタートを、攻撃者が持っている　

　　　ボールをその場で軽く投げ上げ、キャッチし

　　　た時にする。

・中学年の練習

  低学年がボールを持って勢いよく走ることを主眼

においたランニングであったのに対し、中学年では

相手を意識した対応動作としてのランニング、巧み

なランニング、考えるランニングを主眼においた指

導へと発展させて行きます。

練習１　シャドーランニング　　　　　　　　　

　グラウンド：１グリッド　

人数：６人（二人一組）　

用具：ボール（二人に１個）

活動：二人一組となり、その内の一人がボールを持

　　　ちグリッドの中を自由に走り、もう一人がそ

　　　の後ろを影のように付いていく。一つのグ

　　　リッドに三組入り、お互いにぶつかり合わな

　　　いようにする。コーチは適当な間隔で笛を吹

　　　き、その合図で役割を変える。
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　　　が付き、プレーヤーがスタートしたら、左右

　　　どちらかに動く。プレーヤーはコーチの動か

　　　なかった側（スペース）でパスを受けられる

　　　よう動き、パスを受けたらグリッドを走りに

　　　抜けて反対側の端を越えてトライする。

練習４　１対１（トライゲーム）（図 7-7）

グラウンド：１グリッド　

人数：２人　

用具：ボール１個

活動：低学年で行われた１対１と同じ活動。ただ

　　しここでは引き出したい相手を抜くランニン

　　　グスキル（スワーブ、サイドスッテプ等）に

　　　応じて指導者が攻撃者（　～　）、防御者

　　　（　～　）の位置関係を工夫する。

・高学年の練習

　高学年では今までに獲得したランニングスキル

をより速いスピードで、そしてプレッシャー下で
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図7-6

1

2

3 4

6

5

7

1 2 3 図7-7

図7-8

行えるようにならなくてはなりません。特にプレッ

シャーに負けて流れてしまうことがないように、注

意しなくてはいけません。また高学年では、ボール

を持っていないときのランニング、つまりサポート

ランニング（あるいはカバーランニング）の必要性・

重要性を理解させるための練習を行います。

練習１　ストレートランニング（図 7-8）

グラウンド：４グリッド（あるいは大グリッド）　

人数：４人　

用具：ボール１個

活動：グリッドの端の中央にコーチはボール持っ

　　　てたち、そのコーチに対して２～３ｍ離れて

　　　４人のプレーヤーが縦一列に並ぶ。コーチが

　　　ボールを投げ上げると同時に、４人のプレー

　　　ヤーは外に開いてラインをつくり、コーチか

　　　ら出されたパスを外へ順番にパスする。ボー

　　　ルに向かうようにしてパスを受け、決して流

　　　れないようにする。

発展：１～３人の防御をつける。

練習２　パス＆サポート（図 7-9）

グラウンド：ゴールラインからハーフウェイライン

人数：４～５人

用具：ボール１個

活動：４～５人でランニングパスを行うが、パス

　　　したプレーヤーはパスの方向へサポートし、

　　　ラインの端で再びボールを受け、さらに外に

１

1

3

7
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用具：ボール１個

活動：２対１の状況からラストパスをもらって抜け

　　　出た攻撃側のプレーヤーに対し、防御者がも

　　　う一人現れる。攻撃側がボールを持ってゴー

　　　ルラインを走り抜ければ勝ち。一方防御者は

　　　腰に両手タッチをすれば勝ち。２番目の防御

　　　者のスタートタイミングは、コーチが防御者

　　　の肩を叩くことで指示する。２番目の防御者

　　　のスタートタイミング、スタート位置を変え

　　　ることで、相手を抜くためのいろいろなラン

　　　ニングスキルの発揮が期待できる。

(2) ハンドリング

・低学年の練習

　この段階では、静止した状態であれば確実にパス

とキャッチができることをまず目指します。その上

で、走りながらのパスとキャッチへ発展させ、ノッ

クオンとスローフォワードを理解させます。パスに

関しては、ランニングの最初に示したボールの正

しい持ち方が大切です。キャッチングに関しては、

ボールを怖がって顔を逃がしたり上体を後ろに引

いたりすることなく、むしろボールに向かうように

してキャッチできるように指導します。

　指導者が低学年の子どもにパスをする際は注意

が必要です。というのも、指導者が立った状態から

3
図7-10

4

21

　　　サポートしてくるプレーヤーにパスする。

　　　５人がこの動きを繰り返す。ハンドリング練

　　　習と考えることも出来る。

練習３　１から４（１ to ４）（図 7-10）

グラウンド：ゴールラインからハーフウェイライン

人数：４人　

用具：ボール１個

活動：プレーヤーに１から４の番号を与える。

　　　１と２は５～６ｍ離れて立ち、１の後ろに

　　　３、２の後ろに４が位置する。１はボールを

　　　持ってスタートし２にパス。２は３へ、３は

　　　４へ、４は１へと、内側にパスを続ける。前

　　　のプレーヤーと交錯しないようにし、スペー

　　　スでボールをもらう。ハンドリング練習と考

　　　えることも出来る。

発展：５人（１ to ５）にする。人数が５人（奇数）

　　　になるとパスをした後ボールをサポートし、

　　　サイドを変えなくてはいけなくなるので、ラ

　　　ンニングコースがより難しくなる。

練習４　２対１＋１（図 7-11）

グラウンド：４グリッド（あるいは大グリッド）　

人数：４人　

図7-9

図7-11

ﾄﾗｲ
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子どもにパスをしようとすると、ちょうど子どもの

顔の高さぐらいからボールが出てくるため、子ども

にとっては大変キャッチしにくい、怖いパスになる

からです。

練習１　ボールに慣れる

グラウンド：指定なし　

人数：一人　

用具：ボール（人数分）

活動：静止した状態でボールを腰の周り、首の回

　　　り、すねの周りを回す。足を開き、８の字を

　　　書くようにボールを股の間で回す。

　　　左右の手で交互にボールを投げ上げ、キャッ

　　　チする（ジャグリング）。

発展：上記の活動をグリッドで動きながら行う。あ

　　　るいはリレー形式で行う。

注意：ボールに慣れる練習は、この他にもいろいろ

　　　なバリエーションが考えられる。学年やレベ

　　　ルに関係なく、ウォーミングアップ活動とし

　　　て行うのも有効である。

練習２　手渡しパス

グラウンド：１グリッド　

人数：４人　

用具：ボール１個

活動：グリッド中央付近で、４人が内向きになって

　　　手渡しパスが出来る程度に広がりパスをす

　　　　る。

発展：少しずつ間隔を広げて行き、次のスクエアパ

　　　スへ発展させる。

練習３　スクエアパス

グラウンド：１グリッド　

人数：４人　

用具：ボール１個

活動：グリッドの各コーナーの内側にプレーヤーが

　　　位置し、順番にパスをまわす。

発展：ボールを地面に置きそのボールをパスする　

　　　（地上にあるボールのパス）、パスをしたら　

　　　ボールを追い、パスしたコーナーにタッチ　

　　　し、またもとの位置に戻る（パス＆フォ　　

　　　ロー）など、いろいろな発展が考えられる。

練習４　高いボールのキャッチング

グラウンド：指定なし　

人数：１人　

用具：ボール１個

活動：自分でボールを頭上に投げ上げ、それを自分

　　　でキャッチする。ボールが空中にある間に手

　　　をたたく（手をたたく回数が多いほど難し　

　　　い）。

発展：二人でお互いに高いボールを投げあい、　　

　　　キャッチする。二人の間にもう一人のプレー

　　　ヤーを立たせることで、ボールの高さを規定

　　　できる。

練習５　ピックアップ  （図 7-12）

グラウンド：１グリッド　

人数：４～６人　

用具：ボール１個

活動：グリッドの対角のコーナーに二組に別れて

　　　向い合う。ボールを持ったプレーヤーは対角

　　　のコーナーに向かって走り、グリッドの中心

　　　を過ぎたらボールを地面に置き、そのまま進

　　　んで対角のコーナーの後ろに付く。対角の

　　　コーナーにいる先頭のプレーヤーは、ボール

が地面に置かれ

たらスタートし、

そのボールを拾

い上げ、グリッ

ドの中心を過ぎ

たらボールを地

面に置き、その

まま進んで対角

のコーナーの後

ろ に 付 く。　　

図7-12
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図7-13

図7-14

　　これを繰り返す。

練習６：三角パス（パスとパスカット）（図 7-13）

グラウンド：１グリッド　

人数：４人　

用具：ボール１個

活動：３人がグリッドの中で一辺が３～４ｍの正

　　　三角形を作り、パスをする。動くことはでき

　　　ない。三角形の中に一人のプレーヤー（鬼）

　　　が入り、パスカットを試みる。鬼がパスカッ

　　　ト（ボールに触れただけでもよい）、鬼と

　　　カットされた者とが役割を交代する。

発展：習熟度に応じて鬼の勝つ条件を変えること

　　　で練習を発展させる。例えば、キャッチミス

　　　（ボールを地面に落とす）、パスミス（パスが

　　　ノーバンドで届かない、三角の頂点から著し

　　　く逸れる）も鬼の勝ちとする。あるいはボー

　　　ルを持っているプレーヤーへタッチしたら鬼

　　　の勝ちとする。

注意：ボールを持っている者へのタッチは、コン

　　　タクトプレーへの導入としてとらえることが

　　　できる。

練習７　ランニングパス（二人ランパス）

グラウンド：５～６グリッド（縦に連結）　

人数：２人　

用具：ボール１個

活動：グリッドの端から反対側の端まで、二人で

　　　ランニングパスを繰り返す。

注意：スローフォワードをしないという指導では

　　　なく、ボールキャリアーの後ろに位置するこ

　　　と（ポジショニング）を強調する。

　　　この練習をやり過ぎると、パスした後にフォ

　　　ローしない悪い癖がつく可能性があるので注

　　　　意。

練習８　マーカーを回ってパス　（図 7-14）

グラウンド：４グリッド（あるいは大グリッド）　

人数：４人

用具：ボール１個、マーカー１個

活動：グリッドのコーナーに４人が位置し、その

　　　内の一人がボールを持つ。コーチの笛の合図

　　　でボールキャリアーを先頭にスタートし、グ

　　　リッド内に置かれたマーカーを周り、それか

　　　ら側方へパスをする。グリッドの線を越えた

　　　らトライ。

・中学年の練習

　低学年が静止した状態での確実なボールの受け

渡しを第一に考えたのに対し、中学年ではダイナ

ミックな動きの中でのパスとキャッチが確実にで

きるように指導します。低学年でもノックオン・ス

ローフォワードが反則であることは習熟度に応じ

て指導されますが、中学年では技術的な指導ととも

により明確な理解を促し、最終的にラグビーがパス

に関してはサッカーやバスケットボールなどとは

違い、 180 度のゲームであることを悟らせます。

練習１：ラウンドパス

グラウンド：１グリッド　

人数：４_ ６人　

用具：ボール１個
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活動：４～６人一組でグリッド内を自由に動きな

　　　がらパスを繰り返す。

発展：５回パスしたらボールを地面に置き、近く

　　　のプレーヤーがそのボールを拾い上げ再び

　　　パスを繰り返す、あるいはパスをしたらグ

　　　リッドの外に地面にタッチするといったよう

　　　に、いろいろなバリエーションを工夫し、活

　　　動を発展させることができる。

練習２：スピン＆チェイス（動きながらのパスと

　　　　パスカット）

グラウンド：１グリッド　

人数：５人　

用具：ボール１個

活動：グリッドの中で３人対２人になり、３人の

　　　側は自由に動きながらパスを繰り返す。一

　　　方、２人の方はパスカットを試みる。パスが

　　　10 回できたら組替えをする。パスカット、

　　　ボールあるいはボールを持ったプレーヤーが

　　　グリッドの外に出た場合も組替えをする。

発展：カットされなくてもパスミス、キャッチミ

　　　スが起こったら組替えをする。

　　　パスする側の一人がボールを持っていられる

　　　時間を制限する。

　　　パスする側とカットする側の人数を同じ（２

　　　対２、３対３）にする。

練習３：ランニングパス（サイドパス）（図 7-15）

グラウンド：ゴールラインからハーフウェイライン

人数：４人　

用具：ボール１個

活動：ゴールラインからハーフウェイラインの間

　　　にチャンネルを設定して、４人で走りながら

　　　サイドパスを行う。

注意：ポジショニングの

　　　練習でもあること

　　　を忘れない。

図7-15

図7-16

練習４：２対１（図 7-16）

グラウンド：１グリッド　

人数：３人　

用具：ボール１個

活動：攻撃側の一人がボールを持ち、もう一人が側

　　　方に位置する。防御者はグリッドを隔てて

　　　ボールキャリアーの正面に立つ。ボールキャ

　　　リアーがその場で軽くボールを投げ上げ

　　　キャッチしたら防御者は前に出ることができ

　　　る。ボールキャリアーは防御者を引き付け、

　　　ノーマークプレーヤーにパスする。攻撃側が

　　　ボールを持ってグリッドのラインに走り込み

　　　トライする。防御側はボールキャリアーの腰

　　　に両手タッチすることでこれを阻止する。

発展：防御者の立つ位置をボールキャリアーの正

　　　面ではなく、ボールキャリアーの外側から、

　　　内側から、二人の間から等、変える。

注意：ノーマークプレーヤーを活かすことに主眼

　　　を置く。パスタイミングが重要。

練習５：２対１（コーナーを回って）　（図 7-17）

グラウンド：１グリッド　

人数：３人　

用具：ボール１個、マーカー２個

活動：グリッドの辺の中央に３人が位置し、その

　　　内の２人は攻撃側として１人がボールを持

　　　ち、残りの１人は防御者となる。コーチの笛

　　　の合図で、攻撃側の二人は立っている辺の片

　　　方のコーナーを回って攻撃する。一方防御

　　　者はもう一方のコーナーを回って防御する。
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図7-18-1ｽｲｯﾁﾊﾟｽ

図7-18-2飛ばしﾊﾟｽ

図7-18-3ﾙｰﾌﾟﾊﾟｽ

　　　攻撃側がボールを持ってグリッドのライン

　　　に走り込みトライする。防御側はボールキャ

　　　リアーの腰に両手タッチすることでこれを

　　　阻止する。

発展：３対２にする。

２対２、３対３と攻防同人数にする。

・高学年の練習

  高学年ではとばしパス、ループパス、スイッチパ

スなど多様なパスが出来るよう指導します。その指

導の中で、なぜパスをするのかを理解させます。つ

まり、パスは自分がボールを持っているよりパスを

した方が、ボールを前進させることにおいて有利で

あるから、言い換えればパスする方がチームにとっ

て得点する可能性が高いから行われるものだとい

うことを理解させます。このことが理解されれば、

とばしパスやループパスの練習が形だけのものに

なることもないでしょうし、子どもには難しすぎ

るなどといった考えを指導者が持つこともないで

しょう。

また、子どもたちは大人のプレーを見て、見様見真

似でスピンパスをするようになるかも知れません。

子どもたちの興味に応じて、適切な指導が必要で

す。

練習１：ランニングパス（いろいろなパス）　　　

　　　　（図 7-18）

グラウンド：ゴールラインからハーフウェイライン

人数：４人　

用具：ボール１個

活動：ゴールラインからハーフウェイラインの間

　　　にチャンネルを設定して、４人で走りなが

　　　らいろいろなパスを行う。

１）スイッチパスー４人一組となり、ランニングパ

スの要領で並ぶ。端から２番目のプレーヤーがボー

ルを持ってスタートし、外のプレーヤーとスイッチ

パスを行う。スイッチパスを受けたプレーヤーは立

て直して、普通のパスをする。次にパスを受けたプ

レーヤーは外のプレーヤーとスイッチパスをする。

以下同様の動きを繰り返す。

２）飛ばしパスー４人一組となり、ランニングパス

の要領で並ぶ。端のプレーヤーがボールを持ってス

タートし、隣のプレーヤーをとばして３番目のプ

レーヤーにパスする。３番目のプレーヤーは４番目

のプレーヤーにパスする。４番目のプレーヤーは最

初のプレーヤーと同じようにとばしパスをする。以

下同様の動きを繰り返す

３）ループパスー４人一組となり、ランニングパス

の要領で並ぶ。端のプレーヤーがボールを持ってス

タートし、隣のプレーヤーにパスする。パスしたら

直ちにそのプレーヤーの外に回り込みパスを受け、

さらに外のプレーヤーにパスする。同様の動きで反

対端まで来たら、今後は反対側へパスを返し、同様

の動きを繰り返す。

図7-17

ﾄﾗｲ
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練習２：３対２（図 7-19）

グラウンド：４グリッド　

人数：５人　

用具：ボール１個

活動：攻撃側３人、防御側２人の３対２の状況。

　　　攻撃側はボールを持ってグリッドのライン

　　　に走り込みトライする。防御側はボールキャ

　　　リアーの腰に両手タッチすることでこれを

　　　阻止する。

発展：防御者のスタート位置（最初にマークする

　　　相手）を変える。

　　　中学年の練習５のようにマーカーを回るよ

う　　　にする。

練習３：２＋１対２（図 7-20）

グラウンド：４グリッド　

人数：５人　

用具：ボール１個

活動：攻撃側２人、防御側２人の２対２の状況に、

　　　もう１人をオーバーラッププレーヤーとし

　　　て、２人の攻撃側のプレーヤーの後方（２人

　　　の中間）に位置させる。コーチからのパスで

　　　攻防はスタートする。攻撃側がボールを持っ

　　　てグリッドのラインに走り込みトライする。

　　　防御側はボールキャリアーの腰に両手タッ

　　　チすることでこれを阻止する。

発展：攻撃側の３人目のプレーヤーのスタート位

　　　置を変える。

注意：３対２ではなくオーバーラッププレーであ

　　　ることを理解させる。

　練習２と練習３を比べると、形としては練習２の

方が簡単に見えるが、実施してみると必ずしもそう

とは言えない。

（練習が発展していくに従って、ランニング練習と

ハンドリング練習の区別は必ずしも明確ではなく

なって来る。）

　　

(3) キッキング

・低学年の練習

  低学年のゲームではキックは許されていません。

従って、ゲームのための練習という観点からは低学

年でキック練習を行う必要はありません。しかし、

子どもたちがキックに対して強い興味を持ってい

ること、将来的にキックはラグビーにおいて必要不

可欠なスキルであるという観点から、基本的な指導

をこの段階でも行いたいものです。

　子どもたちの足関節は、その周囲の筋も含めて未

完成であり、キック動作、特に自分で落としたボー

ルを自分で蹴るというような動作は大変未熟です。

そんな子どもたちに初めからラグビーボールを思

いっきりキックさせたのでは、スキルの獲得に多大

な時間を必要とするばかりか、意欲をそぐことにさ

えなりかねません。楕円球にこだわらず、ソフトバ

レーボールのような軟らかくて軽くて丸いボール

を用意して、脚のスイングから学習していく方法も

考えられますし、サッカーの指導方法も参考になる

図7-19

図7-20
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かもしれません。ラグビーボールを使ってキックの

練習を始めようとするのなら、ミートの感覚を養う

方法から入るべきでしょう。

練習１  押し出しキック（写真２）

グラウンド：指定なし（ラインを利用）　

人数：１人　

用具：ボール１個

活動：ライン上に横向きに置かれたボールに対し

　　　て、足首を伸ばして押し出すようにして、

　　　キックする。軸足はラインに平行に置き、

　　　フォロースルーはライン上に来るようにす

　　　る。

注意：足首の伸展・固定、足の甲をボールの中心

　　　（重心）に当てるミートの感覚をつかませる

　　　とともに、軸足の位置も指導する。

練習２  パントキック

グラウンド：１グリッド　

人数：２人　

用具：ボール１個

活動：グリッドのライン上に、５～６ｍの間をあ

　　　けて、２人が向い合う。１人がボールの両端

　　　を両手で支えるように長軸を横にして持ち、

　　　相手に向かってパントキックする。相手は

　　　キックされたボールを受け、同じようにキッ

　　　クする。これを繰り返す。

注意：ボールは持っているその位置から落とすよう

　　　にさせ、決して放り投げないよう指導する。

　　　一歩の踏み込みでキックできるようにする。

練習３　キックゲーム

  子どもたちの興味、発達段階に応じ、中学年、高

学年の練習に示すようなキックゲームを工夫する。

・中学年の練習

　低学年ではミート感覚を養うことを中心に指導

しましたが、中学年ではパントキックである程度の

距離を正確に蹴れることを目指し、あわせてキック

されたボールのキャッチング（高いボールのキャッ

チング）のスキルの向上をはかります。

子どもの興味・能力に応じて、ゲームの開始・再開

の手段としての、あるいは得点手段としてのプレー

スキック、ドロップキックも、この段階で指導され

てよいでしょう。

練習１　ロールキック

グラウンド：１グリッド　

人数：２人　

用具：ボール１個

活動：２人一組でグリッドの１辺の端と端に立っ

　　　て向い合い、長軸を横にしてボールを保持し

　　　た状態から相手の胸にボールを蹴る。

注意：ボールの中心をとらえることを指導する。

　　　正しくミートすれば自然にボールに回転

　　　（ロール）が生まれる。

練習２  パントキック（図 7-21）                                      

グラウンド：２グリッド（縦に連結）　

人数：２人　

用具：ボール１個、マーカー８個

活動：グリッドを隔てて２人一組で向い合い、目標

　　　地域内に正確にボールを蹴る。  まずグリッ

　　　ドを二つ連結し、これを縦割りに二分割する

　　　ことで縦長のグリッドを作る。このグリッド

　　　の両端から３～４ｍの地域を自分の陣地と

写真2
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・高学年の練習

  高学年になると、子どもたちのキック力も大きく

向上しますが、力任せに蹴るのではなく、狙ったと

ころに正確に蹴れるように指導します。パントで

は、正しく落とし、ボールの中心を正確にミート出

来るようであれば、スピンキックを指導してもよい

でしょう。また、蹴ったプレーヤーあるいは味方の

プレーヤーが再獲得できるような小さなキックが

あることを知らせるのも重要なことです。

ゲームでキックが起きるということは、それを処理

するフィールディングも当然必要になってきます。

練習１　スピンキック

グラウンド：１グリッド　

人数：１人　

用具：ボール１個

活動：２人一組でグリッドの１辺の端と端に立っ

　　　て向い合い、ボールを蹴り足の甲に合うよう

　　　に落として相手に蹴る。ボールを正しく甲に

　　　落とせば、自然にスピンが生じることを理解

　　　させる。

発展：徐々に距離を伸ばしていく。

注意：正確さを優先させる。

練習２　ショートパント

グラウンド：ゴールポスト付近　

人数：１人　

用具：ボール１個、ゴールポスト

活動：ボールを持ったプレーヤーがゴールポスト

　　　に向かって走り、クロスバーを越えるショー

　　　してそれぞれ１人ずつ入る。キックする者は

　　　相手陣にノーバウンドでボールが落ちるよ

　　　うに蹴る。一方キックを受ける者は自陣内に

　　　蹴られたボールを確実にキャッチし、相手に

　　　蹴り返す。

発展：目標区域を小さくする。距離を長くする。

注意：キャッチングの練習でもある。

練習３　キックゲーム（キック＆ラン）（図 7-22）

グラウンド：20 ～ 30 ｍ四方（図参照）　

人数：12 人　

用具：ボール１個、マーカー２個

活動：６人一組になる。攻撃側のプレーヤーは１人

　　　ずつ順番にキッカーとなり、ホームの後方

　　　からパントキックを行い、キックしたら直ち

　　　にマーカーに向かって走り、マーカーを回っ

　　　てホームに帰って来る。守備側は蹴られた

　　　ボールを取り、ボールを取った者を先頭にし

　　　てホームに向かって一列に並ぶ。キッカーが

　　　ホームに帰ってくるのが早ければ１点、守備

　　　側が一列に並ぶのが早ければアウト。３アウ

　　　トで交替。適当なイニングを行う。

注意：ルールをいろいろと工夫・変更することが

　　　可能である。例えば、ボールを取った守備側

　　　のプレーヤーがボールを持って動くことを

　　　許すかどうか、キックの種類をプレースキッ

　　　クにする、ダイレクトキャッチをアウトにす

　　　るなど。

図7-22

Ｍ

Ｍ：マーカー

Ｈ：ホーム Ｈ

図7-21
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図7-23

一

二

三

Ｈ

Ｈ：ホーム

一：一塁

二：二塁

三：三塁

　　　トパントを蹴り、ボールポストの間を走り

　　　抜け、蹴ったボールをキャッチする。

練習３　キックゲーム（キックベースボール）　　

　　　　（図 7-23）

グラウンド：30 ～ 40 ｍ四方（図参照）　

人数：12 人　

用具：ボール１個、マーカー４個

活動：６人一組になる。攻撃側のプレーヤーは１人

　　　ずつ順番にキッカーとなり、ホームの後方

　　　からパントキックを行い、蹴ったら一塁へ走

　　　り、一塁上にあるボールを拾い上げダイヤモ

　　　ンドを一周する。守備側が蹴られたボールを

　　　ノーバウンドでキャッチすればキッカーはア

　　　ウト。ノーバウンドで取れなかった場合はパ

　　　スでボールをつないでホームへ運ぶ。キッ

　　　カーがホームに帰ってくるのが早ければ

　　　１点、守備側が早ければアウト。３アウトで

　　　交替。適当なイニングを行う。

注意：ルールをいろいろと工夫・変更することが

　　　可能である。例えば、守備側のプレーヤー

　　　がボールを持って動くことを許すかどうか、

　　　キックの種類をプレースキックあるいはド

　　　ロップキックにするなど。

(4) コンタクト

・低学年の練習

　確かにコンタクトプレーはラグビーにおける重要

なプレー要素ですが、この段階の子どもたちにまず

考えることは、コンタクトプレーだけを取り上げて

練習させることではなく、押し相撲や「輪の中の雄

牛」、ボールの取り合い等を行い、自然にコンタクト

プレーが生じる状況を提供することです。見逃しが

ちですが、地面とのコンタクトもラグビーでは重要

な要素です。そこで、前転や後転、受け身等の練習

をこの段階では積極的に行います。

　ゲームの求められる要素として１対１のハンドス

クラムは、ユニットスキルというより個人スキルと

して、コンタクトの中に含めてよいでしょう。また

タックルは、姿勢の指導から入り、習熟度にあわせ

て発展させることが出来ますが、性急に成果を求め

ることなく、辛抱強く指導する必要があります。

練習１　倒れ方（地面へのコンタクト）

グラウンド：指定なし　

人数：１人　

用具：なし

活動：前転、後転、横受け身、後ろ受け身等を行う。

発展：しゃがんだ状態から、コーチあるいは友達に

　　　軽く押してもらって倒れる。

　　　ボールを持って倒れる。

注意：安全に、大きな痛みを伴わずに倒れることに

　　　対して確信がないと、タックルの練習につな

　　　がって行かない。　　　

練習２　しっぽにタッチ

グラウンド：１グリッド　

人数：４人　

用具：ボール１個

活動：グリッドの中に４人が入り、その内の１人

　　　がボールを両手で持ち、鬼となる。残りの３

　　　人は１人が腕を胸の前で組み先頭となり、そ

　　　の後ろにもう１人が先頭のプレーヤーの左右
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　　　の腰をしっかりバインドし、さらにもう１人

　　　がその後ろに同じように付く。鬼は両手で

　　　持っているボールでつながった３人のプレー

　　　ヤーの最後尾のプレーヤーにタッチしよう

　　　とする。タッチしたら鬼の勝ちで、鬼は交代

　　　する。つながった３人がバインドを解いた

　　　り、グリッドの外に出たりしても鬼の勝ち。

注意：バインディングの練習であるが、鬼は両手

　　　でしっかりボールを持ってのランニングの

　　　練習でもある。

練習３　押し相撲

グラウンド：小グリッド（３ｍ四方程度）　

人数：２人　

用具：マーカー４個

活動：グリッドの中央に 50・ぐらいの間隔をお

　　　いて、２人のプレーヤーが低く構える。コー

　　　チの笛の合図で相手をグリッドの後ろの線

　　　まで押し込もうとする。

発展：練習３を参照。

注意：グリッドのサイドのラインを意識させ、ま

　　　っすぐ押させる。

練習４　トライゲーム

グラウンド：小グリッド（３ｍ四方程度）　

人数：２人　

用具：ボール１個、マーカー４個

活動：練習２にボールを導入する。２人のプレー

　　　ヤーの間にボールを置く。ピクアップする

　　　プレーヤーを予め決めておき、コーチの笛

　　　の合図でそのプレーヤーがボールをピック

　　　アップし、グリッドを越えてトライしよう

　　　とする。相手はそれを阻止する。

発展：ボールの争奪（スタート時、スタート後あ

　　　るいはともに）を認める。

練習５　タックル姿勢（写真３）

グラウンド：指定なし　

人数：１人　

用具：スクラムマシン（可能であれば）

活動：動かないもの（子どもが安心して体重を預

　　　けられるもの）、例えばスクラムマシン、立

　　　木、コーチに対し、どちらかの肩をあて、足

　　　を少し前後させて（肩を当てた方の足が前）、

　　　体重をかける。

注意：両足を平行（スクエア）にして肩幅程度ある

　　　いは肩幅より少し広めに開くことで、スクラ

　　　ム姿勢になる。

　　　正しい姿勢で体重をかけることを学ばない

　　　限り、正しいタックル、スクラムにつなが

　　　らない。

・中学年の練習

  低学年では勢いよく走り込む相手に押され気味で

あった防御側も、中学年になるとそれに対抗して前

に出て防御できるようになり、必然的にコンタクト

プレーが増加します。しかし、コンタクトプレーは

あくまでボールを活かし続けるために行うものであ

り、強く当たることや相手をはね飛ばすことが目的

ではないことをしっかり理解する必要があります。

また、コンタクトの際には自分の体重は自分で支え、

安易に倒れないということを強調しなければなりま

せん。

　コンタクト練習ではコンタクトバッグは大変有益

な道具ですが、それに頼りすぎる傾向があるので注

写真3
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意が必要です。試合の相手はコンタクトバッグでは

ないことをしっかり理解してください。

防御側ではダイナミックに走り込む相手を止めるス

キル、つまりタックルの指導が不可欠になってきま

す。まずサイドタックルの習得を目指し、次いでフ

ロントタックル、リアタックルへと進みます。重要

なのは、漸進的な指導でプレーヤーにタックルは危

険であるとか恐いといった気持ちを抱かさず、タッ

クルがラグビーでは当たり前のプレーであるとの考

えを植え付け、自信をもって行えるように導くこと

です。

　モールに関しては、リッピングの延長としてのミ

ニ・モールに止め、意図的にモールを形成するよう

な練習は必要ないでしょう。

練習１　コンタクトバッグへのコンタクト

グラウンド：１グリッド　

人数：２人　

用具：ボール１個、コンタクトバッグ１個

活動：グリッドの端のライン上に一人のプレー

　　　ヤーがボールを両手でしっかり持つ。その

　　　３ｍぐらい前にもう一人のプレーヤーがコン

　　　タクトバッグを保持して立つ。ボールキャリ

　　　アーは低い姿勢からしっかり踏み込んで当た

　　　る。

発展：コンタクトバッグを使わない。

　　　次に示す練習２、練習３。　

注意：コンタクトバッグを利用してコンタクトに

　　　慣れるのが目的である。

　　　コンタクトバッグはコーチではなくプレー

　　　ヤーが持つ。コンタクトバッグを持つのも練

　　　習である。ペアの体格を考慮する。

練習２　コンタクト（バンプ）からフィード（スク

　　　リーンパス）

グラウンド：１グリッド　

人数：３人　

用具：ボール１個、コンタクトバッグ１個

活動：練習１の要領でボールキャリアーはスター

　　　トし、コンタクトバッグにコンタクトした　

　　　ら、後ろ足を引き込んで体をターンし、後方

　　　から走り込むプレーヤーにスクリーンパスを

　　　する。スクリーンパスを受けたプレーヤーは

　　　グリッドの端のラインを超えてトライする。

発展：コンタクトバッグを使わない。

　　　コンタクトバックを持つプレーヤーの後ろに

　　　もう一人プレーヤーを置き、そのプレーヤー

　　　はボールキャリアーがスタートしたらコン

　　　タクトバックの左右どちらかに出ることで、

　　　攻撃側に攻めるべきスペースを示す。　　　

注意：コンタクトしたら弾けることを忘れない。

練習３　リッピング（ワインディング）

グラウンド：１グリッド　

人数：4 人　

用具：ボール１個、コンタクトバッグ１個

活動：練習２の状況でターンした時に相手に絡ま

　　　れたことを想定し、ターンしたプレーヤー

　　　リッピング（もぎ取り）に入り、その勢いを

　　　利用して体を回転させながら前に出る。そこ

　　　に三人目のプレーヤーが走り込んでパスを受

　　　け、グリッドの端のラインを超えてトライす

　　　る。

発展：コンタクトバッグを使わない。

      　ミニ・モール（練習４）に発展させる。

練習４　ミニ・モール

グラウンド：１グリッド　

人数：４人　

用具：ボール１個、コンタクトバッグ１個

活動：練習３の状況で、ターンしたプレーヤーの

　　　保持しているボールに対し、もう一人の

　　　プレーヤーがしっかりとボールに入り込み、

　　　ドライブする。鋭く数歩ドライブしたら、二

　　　人目のプレーヤーはターンしてボールを三人

　　　目に出す。三人目のプレーヤーは走り込ん
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　　　でくる四人目のプレーヤーにパスする。パ

　　　スを受けた四人目のプレーヤーはグリッド

　　　の端のラインを超えてトライする。

発展：コンタクトバッグを使わない。

　　　コンタクトバッグの後ろに防御側のプレー

　　　　ヤーを加える。

練習５　サイドタックル（膝つき）

グラウンド：指定なし（芝生、柔らかい場所が好

　　　　　　ましい）　

人数：２人　

用具：なし

活動：タックルする者も、される者も両膝を地面

　　　につけ、サイドタックルを行う。

　　　タックルされる者はボールを持たない。頭

　　　を打たないようにタックルされた時に相手

　　　の背中を持つように指導する。（写真４）

発展：タックルする者もされる者も歩いている状

　　　況でサイドタックルを行う。

　　　タックルされる者が安全な倒れ方が出来る

　　　ようであれば、ボールを持たせる。

注意：タックルに関する漸進的な指導法及び練習

　　　方法はイーブンベターラグビーを参照の

　　　こと。

・高学年の練習

　タックルは、中学年からさらに発展させてシェイ

プアップを計らなくてはなりませんが、子どもの体

重が増え、スピードが速くなるだけに、タックルす

るプレーヤーに対してもされるプレーヤーに対し

ても、安全に十分留意した指導が望まれます。

　中学年では、ボールリッピング、その延長として

のミニ・モールが扱われました。高学年では相手に

ボールを押さえられ、初めの二人でボールを出すこ

とが困難となる場面も多く現れます。そこでさらに

人数が加わったモールを練習します。その際重要な

のは、チームとしてどのようなモールを作るのかに

関し、意思統一がなされていることです。一般的に

は、最初のプレーヤーがボールに入り、次に来る二

番目、三番目の二人のプレーヤーがサイドにウエッ

ジに入る形のモールが有効です。

　ラックに関しては、自分が保持しているボール

を地面に置き、自らそのボールをまたぎ越えてい

くハンドラックを中心に指導しますが、ボールキャ

リアーが自ら倒れて味方を呼び込むようなボディ

ラックの練習は必要ありません。この練習の弊害と

して、相手に捕まるとすぐに倒れ込むプレーが大変

よく見受けられます。また、タックル後の状況を想

定してのフットラックの練習も必要性は高くあり

ません。この練習を強調すると、タックル後のボー

ルを動かしたり、地上にあるボールを素早くプレー

したりするといった、本来ミニ・ラグビーで求めら

れるべきプレーが阻害される恐れが、多分にあるか

らです。

練習１　コンタクトとガットパス（手渡しパス）　

　　　　（図 7-24）

グラウンド：１グリッド（大グリッド）　

人数：８人　

用具：ボール１個

活動：８人のプレーヤーを攻撃側６人、防御側２

　　　人に分ける。攻撃側のプレーヤーの一人が

　　　ボールを持ち、グリッドの手前の辺中央から

　　　グリッドに入り、反対側の辺（ゴールライ

　　　ン）を越えてトライしようとする。防御側

　　　はこれを阻止する。ボールキャリアーが止め

写真4
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　　　られたらガットパス（手渡しパス）で味方に

　　　ボールを渡す。普通のパスやモールを作るこ

　　　とは許されない。トライが起きたら防御側

　　　のプレーヤーを替える。

発展：攻撃側５人、防御側３人にする。

　　　攻撃側４人、防御側４人にする。

　　　モールを導入する。

練習２  フロントタックル

グラウンド：指定なし（芝生、柔らかい場所が好

　　　　　　ましい）　

人数：２人　

用具：ボール１個

活動：タックルする者はしゃがんだ姿勢で待ち、

　　　走り込んでくる相手にタックルする。相手

　　　の勢いを利用して、相手を引き込みながら

　　　体をターンして倒すのであって、相手を仰

　　　向けに倒そうとするのではない。

　　

練習３　リアタックル

グラウンド：指定なし（芝生、柔らかい場所が好

　　　　　　ましい）　

人数：２人

用具：ボール１個

活動：タックルする者はしゃがんだ姿勢で待ち、

　　　その横を後ろから走り過ぎようとする相手

　　　にタックルする。

練習４　30 秒タックル（サイドタックル）　　　　

　　　　（図 7-25）

グラウンド：指定なし（芝生、柔らかい場所が好

　　　ましい）　

人数：４人　

用具：ボール３個、マーカー２個

活動：５ｍの間隔を置いてマーカーを二つ置く。

　　　タックラーは一方のマーカーの後ろに位置

　　　し、他の３人はボールを持ってもう一方の

　　　マーカーの後ろに位置し、お互いに向い合

　　　う。コーチの笛の合図で、ボールを持った先

　　　頭のプレーヤーはタックラーに向かってス

　　　タートし、２、３歩出たら斜め前方（予め左

　　　右は決めておく）にコースを変える。一方

　　　タックラーも必ず前に出た後、ボールキャ

　　　リアーに対応しタックルする。タックル後

　　　タックラーは直ちに立ち上がり、マーカーま

　　　で戻りタッチし、再びタックルに向かう。

　　　タックルされたボールキャリアーはもとの位

　　　置に戻る。２番目のボールキャリアーはタッ

　　　クラーがマーカーにタッチしたらスタートを

　　　切り、最初のボールキャリアーとは逆の斜め

　　　前方にコースを変え、タックルを受ける。以

　　　下同様の動きを繰り返す。30 秒間にできる

　　　限り多くのタックルをする。

図7-24

図7-22
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練習５　ボックスタックル　　　　　　　　　　

　グラウンド：１グリッド（芝生、柔らかい場所が

　　　　　　好ましい）　

人数：４人　

用具：ボール３個、マーカー４個

活動：グリッドの中に４人が入り、そのうち３人

　　　はボールを持つ。ボールを持ったプレーヤー

　　　はグリッドの中を小走りで自由に動く。ボー

　　　ルを持たない者がタックラーとなり、一定

　　　時間あるいは一定回数タックルを繰り返す。

　　　タックルされた者は直ちに立ち上がり、再

　　　びグリッドの中を自由に動く。

　

練習６　モール（図 7-26）

グラウンド：１グリッド　

人数：８人　

用具：ボール１個

活動：グリッドの中央で４人一組となった二組が、

　　　横一列に並んでお互いに向い合う。相手との

　　　間隔は１ｍ。向い合った２列の中間、端から

　　　50・のところにコーチがボールを持って立

　　　つ。コーチはそのボールをどちらかの列のプ

　　　レーヤーに軽くパスする。パスされたプレー

　　　ヤーは一歩前に踏み出しながら後ろを向き、

　　　モールの最初のプレーヤーになる。他の味

　　　方プレーヤーはモールを形成し、押し込みな

　　　がらボールを出す。相手はこれに抵抗する。

発展：それぞれの組にプレーヤーを２人ずつ増や

　　　し、モールゲームへ発展させる。

　

図7-26

練習７　ハンドラック

グラウンド：１グリッド　

人数：４人　

用具：ボール１個、コンタクトバッグ１個

活動：グリッドの端のライン上に一人のプレーヤー

　　　がボールを持って立ち、その後ろに２人が

　　　位置する。３ｍぐらい前にもう一人のプレー

　　　ヤーがコンタクトバッグを保持して立つ。

　　　ボールキャリアーはコンタクトバッグにコン

　　　タクトし、ターンして二人目のプレーヤーを

　　　呼び込む（ミニ・モール）。そのままドライ

　　　ブしながら二人目のプレーヤーはボールを地

　　　面に置き、またぎ越える。三人目のプレー

　　　ヤーはそのボールをピックアップし、グリッ

　　　ドの端のラインを超えてトライする。

発展：コンタクトバッグを使わない。

　　　防御側、攻撃側にそれぞれ人数を加える。

(2) ユニットスキル

・低学年の練習

　５人制ラグビーを行う上でもスクラムをはじめと

していくつかのユニットスキルは含まれます。しか

しこの段階でのプレーは個人スキルの一部として取

り扱い、特にユニットスキルとして取り上げて練習

を行う必要はないでしょう。

・中学年の練習

　中学年での７人制のゲームを行うためには、ある

程度のユニットスキルが必要となります。しかしこ

の段階で多くのことを求めるべきではありません。

チームを構成する三つのユニットの役割を理解させ

た上で、その最も基本となるスキルの習得をはかり

ます。

・．ＦＷ（ボールゲッター）のスキル

  この段階では、７人制のゲームでのＦＷの第一次

局面でのボールゲッターとしての役割を果たすため

のスキル習得を目標とします。具体的には、３対３

のスクラム、相手との競争的な要素を含まないライ

ンアウト（スロー、ジャンプ、キャッチ）を指導し
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練習２　スロー＆キャッチ

グラウンド：指定なし（ラインの引いてある所）　人

数：２人　

用具：ボール１個

活動：ライン上に５ｍ離れて向い合い、交互にス

　　　ローイングを行う。はじめはボールの長軸

　　　に対し利き手の手の平を直角に当て片手で

　　　投げ、これに慣れたら利き手の手の平をボー

　　　ルに対し斜めに当て、よりスピンをかける。

　　　この際、反対の手をボールに軽く添える。　

　　　ボールを受ける者は、親指同士が付くように

　　　して手の平をスローワーに向けて頭上少し前

　　　にかざす。

発展：ジャンプして取るようなボールを投げ合う。

　　　スローワー、ジャンパーを決め、ＳＨ役の

　　　プレーヤーを加え、ジャンパーはキャッチし

　　　たらターンして、ＳＨ役のプレーヤーにボー

　　　ルを出す。  

・．ＨＢ（リンクプレーヤー）のスキル

　地上にあるボールのパスは、すべてのプレーヤー

が習得するべきスキルとしてハンドリングですでに

扱われていますが、ここでは特にＳＨのパスとして、

深めに位置するプレーヤー（ＳＯを想定）に対する

パスを指導すると共に、ＳＨに対するＳＯのポジ

ショニングの感覚を養います。そしてＨＢの位置関

係は他のＢＫ同士の位置関係とは異なること、ＨＢ

がリンクプレーヤー、すなわちボールゲッターとペ

ネトレイター（突破役）とのつなぎ役という重要な

役割を担っているという認識を持つよう導きます。

ます。子どもにとってオフサイドは理解しやすい

ルールではありませんが、中学年ではセットプレー

でのオフサイドのルールを紹介し、その理解をはか

ります。この段階でＦＷスキルとしても、コンタク

トスキルとしてもモールを指導する必要は必ずし

もありません。ボールの停滞を避け、動かし続ける

ことが重要なのであり、へたにモールを強調し指導

することは、ゲームの流れを寸断することになりか

ねません。

練習１　スクラム（１対１）（写真５・6）

グラウンド：指定なし　

人数：２人　

用具：なし

活動：左手は相手の右腕の内側、右腕は相手の左

　　　腕の外側になるようにして、相手のジャー

　　　ジーの背中または脇をしっかりバインドし、

　　　１対１の膝つきスクラムを組む。その状態

　　　から、コーチの合図で肩幅程度に開いた両足

　　　で地面を押しながら立ち上がり、１対１のス

　　　クラムを組む。両足はスクエア（平行）にし、

　　　前後させない。

発展：安定したスクラムが組めたら、スクラムを

　　　組んだままで前後左右に移動する。

注意：膝つきから立ち上がるときに頭が下がって

　　　落ちないように、コーチが２人の背中をつか

　　　んで補助する。安全には十分に注意する。

　　　事前に、壁などを使ってスクラム姿勢を練

　　　習するのも有効である。（写真 7）

　　　※スクラムについては、「高学年の練習」の

　　　項を参照。

写真5

写真6 写真7
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図7-28ＳＯ

ＳＨ

図7-27

ＳＨ

ＳＨ

練習１　ＳＨのパス（図 7-27）

グラウンド：１グリッド　

人数：２人　

用具：ボール１個

活動：２人一組となり、地上からのパスを交互に

　　　繰り返す。２人の位置関係（広さ及び深さ）

　　　はＳＨとＳＯのそれに見立てる。ストレート

　　　パス、ピボットパスを左右両方向行う。

練習２　スタート（図 7-28）

グラウンド：指定なし

人数：２人　

用具：ボール１個

活動：ＳＨのパスに対するＳＯのスタート、パス

　　　キャッチの練習を行う。

発展：外にもう一人プレーヤーをつけることで、

　　　ＳＯのパスアウトの練習へと発展させる。

注意：ＳＯのスタートタイミングを決めなくては

　　　いけない。

・．ＢＫ（ペネトレイター）のスキル

　突破の最も簡単な方法は個人による突破ですが、

ＢＫのユニットプレーとしては、ノーマークプレー

ヤーを見つけ出し、そのプレーヤーにボールを渡す

か、あるいはノーマークプレーヤーを作り出し、そ

のプレーヤーにボールを渡すことが考えられます。

この段階では、前者のスキルを中心に指導します。

また、ＨＢと連動したラインとしての基本的な動き

も、この段階で指導され、習得がはかられるべきで

す。

練習１　ハンドリングゲーム

グラウンド：６グリッド（１５ｍ×２５ｍ程度）　

人数：５人　

用具：ボール１個

活動：攻撃側３人、防御側２人として、予め攻撃側

　　　が人数的に優位な状況でハンドリングゲーム

　　　を行う。攻撃側は中央よりパスアウトでゲー

　　　ムをスタートし、走りながらパスをつなぎト

　　　ライを目指す。一方防御側にボールキャリ

　　　アーの腰に両手タッチすることで防御する。

　　　タッチされたプレーヤーは直ちにパスをす

　　　る。タッチによりオフサイドラインが生じ

　　　る。タッチ５回されるまでに攻撃側がトライ

　　　すれば、攻撃側の勝ち。トライできなければ

　　　防御側の勝ち。

発展：タッチを３回にする。

　　　攻撃側４人、防御側３人とする。

注意：ノーマークプレーヤーを探し出し、ボール

　　　を渡すことが目的である。

　　　オフサイドをしっかり理解させる。

練習２　３対２（図 7-29）

グラウンド：４グリッド　

人数：６人　

用具：ボール１個

活動：ＳＨのパスアウトから、攻撃側３人に対し防

　　　御側２人の攻防を行う。防御側のプレーヤー

　　　はボールの線より５ｍ下がった位置からス

　　　タートする。防御側のプレーヤーの位置、

　　　動きによってノーマークプレーヤーが変わる

　　　ので攻撃側の攻撃も変化する。防御側にボー

　　　ルキャリアーの腰に両手タッチすることで

　　　防御する。攻撃側はタッチされても、お互い



49

Ｐ Ｐ 

Ｐ 
Ｐ 

図7-29

　　　にサポートしあい、トライまで攻撃を継続

　　　する。

発展：防御方法を両手タッチからタックルへと発

　　　展させる。

注意：防御側の基本はプレッシャー。

練習３　５ー４ー３（図 7-30）

グラウンド：指定なし　

人数：４人　

用具：ボール１個

活動：ＳＨーＳＯーＣＴＢーＷＴＢのラインを作

　　　る。ＳＨはＳＯにパスアウトしＷＴＢまで

　　　ボールを回す。ＷＴＢはボールを受けたら直

　　　ちにボールを地面に置く。このボールが次の

　　　ポイントとなる。ＳＨは素早くボールに到達

　　　し、一方他のプレーヤーはこのボールの外を

　　　回って、最初の攻撃とは反対の方向に攻撃す

　　　るために布陣する。コーチはボールが地面に

　　　置かれてから５秒の後にボール出しを指示

　　　し、その指示に従ってＳＨはボールをＳＯ

　　　にパスし、再びＷＴＢまで展開する。ＷＴＢ

　　　はボールを受けたら最初と同様にボールを

　　　地面に置き、他のプレーヤーは最初と同様に

　　　プレーする。そして今度はコーチがボールを

　　　地面に置かれてから４秒の後に、ボール出し

　　　を指示する。コーチの指示に従ってＳＨはパ

　　　スを出し、同様の動きを繰り返し、最後は

　　　ボールが地面に置かれてから３秒の後にコー

　　　チはボール出しを指示する。

・高学年の練習

  ミニ・ラグビーの完成を目指し、高学年ではそれ

ぞれのユニットでより組織化されたユニットスキル

の練習・習得がはかられなくてはなりません。

・．ＦＷ（ボールゲッター）のスキル

　高学年でのＦＷのスキルとしては、まずスクラム

で３対３の安定したスクラムが組めるように指導し

ます。また、ボールチャンネルを明確にして、プッ

ターとフッカーとの連係で、正しいチャンネルから

の素早いボール出しを心がけさせます。一方ライン

アウトでは、形成が素早くできるように指導すると

共に、スローワーにはトーピドースロー（ボールに

回転をかけたスロー）を指導し、スローイングの正

確さの向上を計ります。またジャンパーには、タイ

ミングのよいジャンプとキャッチを促します。

ここでスクラムに関して改めて述べておきたいと思

図7-30
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います。平成 13 年度のルール改訂において、スク

ラムは大きな変更事項でした。そのポイントは以下

の通りです。

　第一に、ミニ・ラグビーの完成段階のスクラムを、

従来のフロントロー２人の後ろに２人が付くとい

う、２ー２の４人スクラムからフロントロー３人の

スクラムに変更したことです。

　すでに述べたように、ミニ・ラグビーを日本に導

入する際いろいろな意見がありましたが、最終的に

はウェールズ・イングランドで行われているものを

そのまま取り入れました。スクラムも馴染みのない

２ー２の４人スクラムを導入しました。このスクラ

ムの特徴は、３ー４ー１のスクラムのすべてのポジ

ションの機能が備えられていること、フロントロー

が二人のため、お互いに組み合う頭の数が少ないこ

とから安全性が高いことなどが上げられました。し

かし、実際には８人スクラムのポジションとその機

能を意識した指導が十分に行われたとは言い難い

状況でした。また組み合う頭の数が少ないために安

定性に欠け、押し合ったり、あるいはお互いに体重

をかけあうだけでも、急激にホィールしたり、ある

いは中に折れたりすることが分かり、結果的に４

人が立ち腰で集まるだけの形骸化したスクラムに

なってしまいました。これらのことはフッキングと

ボール出しに大きな悪影響を及ぼしました。つまり

フッキングがうまくできず、ボールチャンネルも不

明確になって、スクラムからボールが出るのに多大

な時間を要することになってしまったのです。

　その後ウェールズ・イングランドのミニ・ラグ

ビーは変化し、スクラムに関して言えば４人スクラ

ムからフロントローのみの３人スクラムに変わり

ました。また、日本ではジュニア・ラグビーという

日本独自の中学生ラグビーが誕生し、普及してきま

した。

　このような状況に鑑み、今回ミニ・ラグビーの完

成段階のスクラムを、フロントロー３人とし、ジュ

ニア・ラグビーと同様にプッター・パッサーを導入

しました。

　第二に、ミニ・ラグビーにおけるスクラムの段階

的導入、つまりスクラムのパスウェイを明示したこ

とです。具体的には低学年の１対１のフッキングを

伴わないスクラム、中学年のフロントロー３人によ

る３対３のフッキングを伴わないスクラム、そして

高学年の３対３のフッキングを伴うスクラムとい

う道筋です。

　２ー２の４人スクラムの時でも、低学年、中学

年ではそれぞれ人数を減らしたより簡易なスクラ

ムが現場では行われていました。今回、学年別（段

階別）のスクラムを競技規則の中に盛ることで、ス

クラムの段階的導入、言葉を換えれば発展を明確に

示したわけです。もちろん、競技規則の低学年の補

足３を見ていただければ分かるように、ミニ・ラグ

ビーでは子どもたちの習熟度に応じて競技規則が

適用されるべきであり、無理を強要するわけにはい

きません。しかし、スクラムに関して言えば、それ

ぞれの段階での到達すべきレベルを示したもので

あり、それを達成するための指導が強く望まれま

す。

そして第三に、「自分の体重は自分で支えるスクラ

ム」から「お互いに支えあうスクラム」へ、スクラ

ムのコンセプトを大きく変更したことです。これは

第一のポイントと密接に関連します。

　上述のように、体重をかけ合うことが不安定要因

となる２ー２の４人スクラムでは、「自分の体重は

自分で支えるスクラム」すなわち両足を前後させて

スクラムを組むことになり、結果的にスクラムは高

くなりました。それによって、首を入れて組み合

うことに不都合が生じ、無理に首を入れようとする

と、首が非常に屈曲して窮屈な姿勢になりました。

フッカーにとって、足を前後させて自分の体重を自

分で支えながらフッキングを行うことは、大変難し

い要求であったことから、的確なフッキングでスク

ラムから素早くボールを出すことがなかなか出来

ませんでした。さらに、プロップ（ボール投入側に

位置するフロントロー）が外足を前にして足を前後

することで、ボールチャンネル（フッキングされた
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ボールの通るべき通路、本来ボールはプロップの

両足の間を通る）が狭くなり、プロップの足にボー

ルがぶつかりやすくなり、これもボールがスクラム

からなかなか出てこない原因となっていました。ま

た、足を前後させることは結果的に腰をひねること

につながり、スクラムを真っ直ぐ組むことを困難に

していました。

　これらの問題を解決する方法が、両足を結ぶ線が

ゴールラインに対して平行になる、いわゆる「スク

エア」のフットポジションで組み合う「お互いに支

えあうスクラム」です。

　この「お互いに支えあうスクラム」の話しをする

と、多くのミニ・ラグビー指導者が「子どもには無

理だ」ということを述べられ、ユニットスキルの中

学年の練習で示した１対１の膝つきスクラムから

の立ち上がりを「とてもできない」と言われます。

そしてその根拠として子どもにはそんな筋力はな

いことを上げます。しかし本当でしょうか。組み合

う二人の体重が著しく異なる場合は別ですが、そう

でなければ、これは筋力の問題ではなく、筋肉の使

い方、姿勢を含めた体の使い方の問題です。動作づ

くりの問題と言ってもいいかも知れません。もちろ

ん個人差はありますが、中学年の子どもであれば数

回の練習を経れば、難なく立ち上がることが出来る

ようになります。重要なことは相手に体重を預ける

ことができるかということと、お互いがしっかりし

ないとできないということです。

　前者は簡単そうに聞こえますが、結構多くの子ど

もたちが最初はできません。体重を預けることを怖

がってしまい、どうしても足を尻より後ろに置くこ

とができないのです。しかしこれができない子ども

は、タックルもできない子どもです。相手に体重を

預けるという点に関しては、スクラムとタックルは

共通しています。後者は、スクラムがお互いに組み

合う同士が前方に力をかけ合う協同作業として成

り立つことを意味します。相手が崩れてしまうと、

こちらがしっかりしていてもスクラムを維持する

ことは極めて困難です。従って、お互いがしっかり

することがスクラムを成立させる必須条件となり

ます。

ラグビーにおける重大事故の多くがスクラムと

タックルにおいて生じていることはご存じの通り

です。従って、スクラムの指導では安全対策に十分

留意する必要があります。その際、正しい技術を

しっかり教えることが最大の安全対策であるとい

うことを、理解する必要があります。

　スクラムを指導する際のキーファクターとして

は、特にボディポジション（ヘッドポジションを含

む）、フットポジション、バインディングが上げら

れます。

　ボディポジションでは、背中をしっかり伸ばし、

腰が肩より高くならないようにすること、顎を胸か

らなるべく離すようにして頭を上げることが重要

です。慣れた者にとっては当たり前のことなのです

が、子どもの中にはスクラムを組む際に相手のどち

ら側に頭を入れるのかが分からない場合もありま

す。もちろん相手の左側に入れるわけですが、これ

も重要な指導ポイントです。

　フットポジションでは、両足を肩幅程度あるいは

肩幅より少し広めに開き、前後させずスクエアに置

きます。その際、膝頭が尻より少し後方に来るよう

な位置に足を置くようにし、なるべく足裏の全体を

地面につけるようにします。

フッカーがフッキングしようとすると、右腰を少し

下げるようにして腰をボールの方向に向ける動作

が入り、左足を軸足にして体重を支え、右足を少し

前に出すといった変化がボディポジション、フット

ポジションには生じます。しかし、組み合う際の基

本は同じです。

　バインディングでは、フッカーが両プロップを上

からバインドする、いわゆるオーバーオーバーのバ

インドで、プロップの脇の下をしっかりつかみま

す。フッカーに対しては左プロップが先にバインド

し、続いて右プロップがバインドします。相手との

バインディングは競技規則に決められた通りです。

３人のフロントローがしっかりバインドすると、お
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互いに頭を組み入れるのにちょうどよいスペースが

生まれ、相手と組み込み合った際に６人が大変コン

パクトな固まりとなります。

　スクラムの指導では、危機管理という観点から、

スクラムが崩れた際の対処方法も事前に指導してお

く必要があります。万が一スクラムが崩れたときは、

首をすぼめ、地面に対して決して顔をそらさずに、

額から真っ直ぐ落ちることを最低限指導しておかな

くてはいけません。四つん這いの姿勢から、実際に

何度かやらせるとよいでしょう。

練習１　スクラム（３対３）

グラウンド：指定なし　

人数：６人　用具：なし

活動：二組のフロントローがフッカーのオーバー

　　　オーバーのバインディングで、３対３の膝

　　　つきスクラムを組む。双方のプロップは、競

　　　技規則に決められた通りにお互いにしっかり

　　　とバインドする。その状態から、コーチの合

　　　図で全員が肩幅程度に開いた両足で地面を

　　　押しながら立ち上がり、３対３のスクラム

　　　を組む。すべてのプレーヤーが両足をスク

　　　エア（平行）にし、前後させない。

発展：安定したスクラムが組めたら、スクラムを

　　　組んだままで前後左右に移動する。

注意：一人でも劣っているとうまく立ち上がれな

　　　い。６人がタイミングを合わせることが重要。

　　

練習２　スクラムとフッキング

グラウンド：指定なし　

人数：８人　

用具：ボール１個

活動：二組のフロントローにプッターとパッサー

　　　を加え、スクラムとフッキングを行う。スク

　　　ラムが組まれたらプッターはボールを投入

　　　し、フッカーはこれをフッキングし素早く出

　　　す。スクラムの後方に位置したパッサーはこ

　　　のボールを受け、直ちにプッターに戻す。

　　　プッターは再びボールを入れる。３回フッ

　　　キングしたら交代。

注意：プッターボールの投入とフッカーのフッキ

　　　ングは、ポジショナルスキルとして練習する

　　　必要がある。

練習３　ジャンプボール

グラウンド：指定なし（ラインの引いてある所）　人

数：３人　

用具：ボール１個

活動：２人のプレーヤーが予め攻撃方向を決めた

　　　上でラインを隔てて立ち、もう一人のプレー

　　　ヤーがライン上にボールをまっすぐ投げ上げ

　　　る。これをバスケットボールのジャンプボー

　　　ルの要領で取り合う。ボールを取ったプレー

　　　ヤーは攻撃方向に背を向け、一方ボールを投

　　　げ上げたプレーヤーはＳＨと役となり、ボー

　　　ルを取ったプレーヤーからボールを受ける。

発展：タッチライン、ラインオブタッチを決め、

　　　タッチから投入されるボールに対して取り合

　　　いをする。スローワー、他のＦＷを加え、ラ

　　　インアウト練習へ発展させる。     

ⅱ．ＨＢ（リンクプレーヤー）のスキル

　ＳＨのパスは中学年ですでに扱われましたが、高

学年では子どもたちの興味、習熟度に応じてスピン

パスを指導し、さらにはダイブパスを指導します。

また、プッター、パッサー、ＳＯのより密接な連係

を計り、あわせてゲームメイカーとしての役割の理

解を促します。

練習１　スピンパス

グラウンド：指定なし（ラインを利用）　

人数：２人　

用具：ボール１個

活動：２人がライン上に向い合って立ち、お互いに

　　　パスする。間隔は６~ ７ｍ程度（長くしす

　　　ぎない）。初めはボールの長軸を横にして
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　　　手のひらに乗せ、片手でボールを持った状態

　　　からパスする。慣れてきたら、反対側の手を

　　　軽く添える。

発展：地上にボールを置き、同様にしてスピンパ

　　　スをする。

練習２　ＨＢの連係（図 7-31）

グラウンド：指定なし　

人数：４人　

用具：ボール１個

活動：４人はそれぞれフッカー、プッター、パッ

　　　サー、ＳＯとなる。スクラムを組むように

　　　低く構えたフッカーに対してプッターがボー

　　　ルを投入し、これをフッカーはフッキング

　　　する。フッキングされたボールをフッカー

　　　の後ろに位置するパッサーが受け、ＳＯに

　　　パスする（一次攻撃）。プッターはボール

　　　投入後直ちにＳＯをフォローし、ボールを受

　　　け後ろを向く。そこにフォローしてきたフッ

　　　カーが加わり、ミニ・モールを形成する。そ

　　　の間にパッサー及びＳＯは素早くポジション

　　　を取り、ＳＯの合図でパッサーは再びＳＯに

　　　ボールを出す（二次攻撃）。

発展：一次攻撃におきてプッター、パッサー、ＳＯ

　　　の連携でいろいろな動きをする。

　　　ミニ・モールからハンドラックにして、素早

　　　いボール出しをする。

　　　パッサー、ＳＯの連携で二次攻撃に変化を

　　　加える。　　　

・．ＢＫ（ペネトレイター）のスキル

　防御側のプレッシャーが強くなる高学年で、ＨＢ、

ＢＫが理解しなくてはならないのは、タックルライ

ンとゲインラインの関係です。特にタックルライン

の意識を持たずに単純にボールを回すと、ＢＫに

ボールが出るごとに後退するといったことが起こ

りかねません。中学年では突破のためのスキルとし

て、ノーマークプレーヤーを見つけ出し、そのプ

レーヤーにボールを渡すことを考えましたが、高

学年では自分たちの動き出しでノーマークプレー

ヤーを作り出し、そのプレーヤーにボールを渡すと

いう突破のスキルを指導します。

練習１　タックルラインとゲインライン（図 7-32）

グラウンド：指定なし　

人数：６人　

用具：なし

活動：スクラムを想定して、二組のＢＫ（ＳＯ、

　　　ＣＴＢ、ＷＴＢ）の片方が攻撃ライン、もう

　　　片方が防御ラインをひく。コーチの合図でお

　　　互いに歩き出し、相手にぶつかった地点で止

　　　まる。これを何度か繰り返すことで、タック

　　　ルラインとゲインラインの関係を理解させ

　　　る。

練習２　３＋１対３（ＦＢのオーバーラップ）　　

　　　　（図 7-33）

グラウンド：指定なし　

人数：８人　

用具：ボール１個

活動：３対３（ＳＯ、ＣＴＢ、ＷＴＢ）の状況から、

　　　ＦＢのオーバーラッププレーを導入する。

　　　スクラムを想定して、攻撃側のＳＯ、ＣＴ

　　　Ｂ、ＷＴＢが攻撃ラインを敷き、その後方に

　　　ＦＢが位置する。防御側はＳＯ、ＣＴＢ、

Ｓ 

ディフェンスライン

スクラム

ゲインライン

タックルライン

アタックライン

図7-31

プッター

ＨＯ

パッサー

図7-32
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　　　コーナーに置かれたボールを持ってくるこ

とができる。自分のコーナーにボールを３つ集めた

ら勝ち。

発展：各コーナーにもう１人ずつプレーヤーを置

　　　き、そのプレーヤーの指示（コール）を聞き

　　　ながら、ゲームを行う。

練習２　オープンゲーム

グラウンド：10 × 20 ｍ　

人数：一チーム４ー５人　

用具：ボール１個

活動：それぞれのチームのゴールラインを予め決

     　める。コーチがボールを持ち、グラウンドの

　　中央に立つ。プレーヤーはコーチを境に自分

　　のゴールライン側に位置する。コーチは任意

　　のプレーヤーにボールを渡す。ボールを受け

　　たプレーヤーは、相手ゴールラインを越えて

　　トライしようとする。パスは許されない。相

　　手側のプレーヤーはそれを阻止する。阻止す

　　る方法は特に制限しない（タックルも許され

　　る）。阻止されたらコーチは笛を吹き、ボー　

　　ルを回収する。それぞれのプレーヤーは直ち

　　にコーチを境に自分のゴールライン側に位置

　　する。コーチは再び任意のプレーヤーにボー

　　ルを渡す。トライが起きたら、中央からコー

　　チが任意のプレーヤーにボールを渡してゲー

　　ムを再開する。

発展：ガットパス、リッピングを許す。

　　　パスを許す。

注意：一見ラフに見えるゲームだが、非常に活発

　　　で楽しいゲームである。

　　　ＷＴＢが防御ラインを敷く。パッサー（Ｓ

　　　Ｈ）のパスアウトで防御側はマンツーマン

でプレッシャーをかける。攻撃側はＦＢのオーバー

ラッププレーで突破を計る。

発展：防御側は自由に防御し、攻撃側はそれに対

　　　応する。

(3) 簡単なゲーム

・低学年の練習

　すでに述べた練習の中にも、ゲーム性を持ったも

のがたくさんありました。大切なことは、実際に指

導している子どもたちの能力や習熟度、興味に応

じて、子どもたちが積極的に取り組むような単純な

ゲームを工夫することです。そのようなゲームをし

ていると、子どもたちの方から新しいルールやルー

ル変更を提案してくるかもしれません。それを面倒

くさがらずに聞いてやれば、子どもたちのラグビー

への興味もより一層深まることでしょう。

練習１　ロブザネスト（巣の卵取り、盗人ゲーム）

　　　　（図 7-34）

グラウンド：１グリッド　

人数：４人　

用具：ボール７個

活動：グリッドの中央にボールを７個置き、各コー

ナーにプレーヤーが１人ずつつく。コーチの笛の合

図で、プレーヤーは中央に置かれた

　　　ボールを一つずつ自分のコーナー（巣）に持

　　　ち帰る。中央のボールがなくなったら、他の

図7-34

図7-33

ＳＨ

ＳＯ

ＣＴＢ

ＦＢ

ＷＴＢ
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　　コーチの裁量次第ですべてのプレーヤーを

　　ゲームに参加させ、トライする機会が与える

　　ことができる。

・中学年の練習

  ７人制ゲームに至る過程としてのリードアップ

ゲームとしては低学年で示したゲーム、そして５人

制ゲームが上げられます。これらに加えて、ダイナ

ミックな動きの中でのハンドリングスキルの向上

を計るようなゲーム、味方とのコミュニケーション

を促すようなゲーム、サポートと継続を意識させる

ようなゲーム、ボールを活かすコンタクトプレーの

練習が集中的に行われるようなゲームが工夫され

るべきです。

練習１　コーナーボール（図 7-35）

グラウンド：１グリッド　

人数：５人　

用具：ボール１個

活動：一つのグリッドに５人のプレーヤーが入る。

　　そのうち一人は鬼となりグリッドの中を自由

　　に逃げる。他の４人はボールをパスしながら

　　鬼を追い込み両手で持っているボールで鬼に

　　タッチする。ただしボールを持った者は動け

　　ない。鬼が逃げる際にグリッドの外に出た場

　　　合は、タッチと見なす。鬼は交互に代わる。

発展：４対４あるいは５対５でコーナーボールを

      行う。相手チームを全員タッチするのに要      

　　　した時間で勝敗を競う。

練習２　エンドボール（図 7-36）

グラウンド：２グリッド　　

人数：１チーム４～５人

用具：ボール１個、マーカー８個

活動：ポートボールに似たゲーム。グリッドを二つ

　　　連結し、それぞれの端のライン（ゴールライ

　　　ン）に一人のプレーヤー（ゴール）が位置す

　　　る。このプレーヤーはゴールラインに沿っ  

     て移動できる。グリッドの中には双方３人あ 

     るいは４人のプレーヤーが入る。ゲームはグ

　　リッドの中央からパスアウトで始まり、その

　　　後はボールを持って走り、あるいはパスし

　　　（スローフォワードも可）、味方のゴールに

　　　ボールを渡すことで得点となる。グリッドの

外にボールが出た場合は、その地点で相手

　　ボールのパスアウトによってゲームを再開す

　　る。防御側はボールを持っているプレーヤー

　　の腰に両手タッチすることが出来る。タッチ

　　　されたプレーヤーは直ちにボールを放さな 

        くてはならない。これに反した場合は、その地

点から相手側のパスアウトでゲームを再開す

　　　る。

発展：スローフォワード、ノックオンを禁止する。

　　　タッチが起きたらオフサイドラインが生じ

　　　る。

・高学年の練習

　例えばタックルゲームだとか、モールゲームだと

かいった、ミニ・ラグビーに含まれる技術要素の一

つあるいは複数を取り上げて、簡易ゲームを工夫し

ます。

(4) チームスキル

　低学年では特に考える必要はありませんが、中学

年、高学年と進むにつれ、チームとしての協同の動

き、つまりチームスキルが求められるようになりま

図7-35

図7-36
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す。

　プレーヤーが今まで述べてきた個人スキルやユ

ニットスキルを確実に身につけていれば、そのチー

ムはチームとしてのあらゆる可能性を持っている

と言えるでしょう。チームとしてどのような動

き、どのようなゲームを意図するかのイメージをプ

レーヤー達が共有するためには、当然チーム練習が

必要です。チーム練習では、ゲームのある特定の状

況を想定し、初めは相手なしチーム練習を行い、そ

れから徐々に相手（プレッシャー）を加えて行きま

す。そうすることでチームスキルを高めて行きま

す。そして最終的にはゲームでチームスキルが試さ

れることになります。

（川島　淳夫）
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　第８章　少年ラグビークラブにおけるマネジ

メント（management）の工夫

　はじめに、私たち少年ラグビーに関わる指導者

として、考えておかなければならないことを記し

ます。

　少年ラグビークラブの多くは、子どもたちの生

活基盤である地域において組織され、活動が行わ

れています。その活動はクラブの中だけに目を向

けるのではなく、地域に対しても目を向け種々貢

献しなければなりません、そうした活動が地域に

おいてラグビーフットボールというスポーツ文化

の認知につながり、それはクラブの発展が約束さ

れることでもあります。

　少年ラグビークラブは子どもたちと、指導者及

び保護者が主たるメンバーであり、子どもたちが

自分の意志でクラブに参加しているかどうかも確

認する必要があります。

　当初は親のすすめでしかたなく来ていても、い

つかは自ら進んで参加するような子どもたちで

あってほしい、そのためには指導者と家庭の協力

は不可欠です。また、地域クラブの活動は多くの

ボランティアによって支えられていることをメン

バーがお互いに確認しあうことが大切です。

　マネジメントの目的は効果的・効率的な組織運

営であり、組織の資源を最大限に効果的に活用す

ることは、組織の大小や営利・非営利組織を問わ

ず、必ず必要なものです。

　少年ラグビークラブも組織であり、効果的なマ

ネジメントにより活動を円滑に進めることが必要

となります。

　組織とは「二人以上の人々の、意識的に調整さ

れた活動や諸力の体系」であり、そこには共通目

的とコミニュケーション、そして貢献意欲が存在

します。

　共通目的（目標）を遂行するためにつくられた

組織が社会環境の変化に対応し、その制約条件の

中で、目的（目標）をいかに合理的に達成するか、

参加者の意欲を満足させ、いかに拡大するか、マ

ネジメント能力のいかんにかかわっています。

　マネジメントの必要性について語られるように

なったのは、ここ１０年ほどであり、分野は様々

です。例を挙げるとメンタル・マネジメント、アー

ツ・マネジメント（arts managemement 公演企画、

芸術、劇場等有効活用）、ナレッジ・マネジメン

ト（knowledge managemement）、エナブリング・

マネジメント（現実可能なものにする）、ホスピ

タリティー・マネジメント（相手の期待を満たし、

楽しく快適で心地よい気分にさせる。つまり、お

客様主体である）、その他種々行われている。中

でもホスピタリティ・マネジメントはその底流に

はなくてはならないことです。

１．マネジメントの基本となる原則

　クラブが地域社会から認められ、組織や活動の

継続的な発展を目指すために、次の３つの基本条

件を満たす必要があります。つまり、しっかりと

したメンバーシップ制がとられている、組織が確

立され、役割の分担が明確にされている、規約を

制定し、それに従って、公正に・民主的なマネジ

メントがなされているということです。

（1）　メンバーシップ制による運営

　組織の確立のためには、メンバーシップ制の導

入が必要であり、メンバーには自分たちのクラブ

であるという自覚を持たせることにつながり、ク

ラブに対し愛着を感じ、クラブの育成意欲を高め

ることになります。

①　参加から参画へ。

　メンバーから「役員の皆様、ご苦労様、お世話

になります」と言われているうちは参画の状態に

は至っていません。全てのメンバーが労を惜しま

ずマネジメントに協力し、クラブの発展と地域の

発展を目指すべきです。

　各メンバーが持つ多彩な才能を活用しあうこと

は、お互いに喜びを分かち合うことにもつながり、
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参画が形成されます。

②　役割を分担し、義務を負う。

　ラグビー関係者には多く見られるようだが、一人

黙々と不平も言わず縁の下の力持ちになりきる姿

を見受けます。それは素晴らしいことであり頭の下

がる思いがします。が、組織の育成を考えると一定

期間後そこからの脱皮は必要です。メンバー一人ひ

とりが自ら手伝うという意思を示し、参画すること

こそ望まれます。

　黙々と仕事をする人は、自ら手伝ってくれとは

なかなか言いません。まわりの気遣いが大切です、

その気遣いが発展の原動力ともなります。

③　指導を受ける権利を有する。

　子どもたちに対し、指導者はその子の特性に応じ

た指導を行わなければなりません。

子どもの数だけの指導法を持つ必要があります。子

どもたちの発育、発達は顕著であり、早熟な子とそ

うでない子とは大きな差があります。子どもたちの

中には頭では理解できるが筋力、走力等未発達なせ

いもあり、思うように身体表現ができなくて苦しん

でいる子もいることを知ってほしいものです。

④　権利と義務の正しい関係を理解させ存在させ

ます。

⑤　活動経費の増大も考え、多様な会員制度、体制

をつくり理解ある協力を求めます。

　会費がどんなに安くても、不足分を特定の人が負

担している状況は好ましくありません、誰に変わっ

ても一定レベルのマネジメントができるうようで

なければ健全な組織とは言えません。

⑥　メンバーの定着。

　クラブマネジメントが安定するためには一定以

上のメンバーの定着は必要不可欠です。常に増やす

努力とどうしたら定着するかを考えるべきです。

　減少するのであればその原因を突き止め早急に

対策を練り、また、諸事情により転出しても、各地

から情報を寄せてもらえるような心のＵターン（情

報のＵターン）、心の定着もメンバーの一員です。

⑦　どのような利益か。

　クラブの発展は、やがて公に認められた組織作り

にもつながると思われます。ＮＰＯ法人などはその

最たるものです。

　クラブの継続ために金銭的な利益をあげる収益

事業、心の満足を満たす（これも利益）事業、地域

から期待される事業等があります。

　時として、各種事業が重複することもあるでしょ

う。そんな場合人員を分け協力を可能にしてほしい

ものです。活動をとおし様々なノウハウを蓄積し、

各方面に積極的に協力し健全な批判精神を持ち、ま

た、建設的な政策提言を行ってほしいものです。

（2）　組織の確立と民主的なマネジメント

①現状分析を行いその状況を的確に把握できるこ

と。

②会員に対し解りやすく、魅力的なプレゼンテー

ションが行えること。

③それぞれのニーズを把握し、内部的に、また、外

部に対しても調整する能力を有すること。

④種々の事務処理を円滑に行えること。

⑤特定の人に過度な負担を強いていないこと。

　金銭的負担およびマネジメント面での平等な負 

担であること。

⑥一人の独裁者によって事が行われていないこと。

　常に話し合いを持ち、個々の意見を尊重する。但

し、クラブにはクラブの方針がありその方針とあま

りにもかけ離れた場合は調和を乱すことにつなが

るため、充分に検討してください。

　みんなの意見には賢い意見と、そうでない意見が

あることも認識する必要があります。同じ土俵に上

がりマネジメントを行うためには、情報の公開と研

修が必要となります。

⑦組織的な役割分担。

　道具の管理・活動場所の確保・文書作成・出納関

係その他雑務に関するまで出来るかぎり平等に分

担可能にしてください。どんな組織でも種々特技を

持ったメンバーが存在します。事業をどのような価

値観で組むかによって充分に活用と活躍の場が広
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がります。

⑧適切な熱意

　あまりに熱心であったり、純粋すぎる場合は進路

を誤ることも認識しておいてください。

⑨指導者の育成と活用・登用

　指導者の育成を行っても、活用、登用しなければ

その意義は薄れます。長期的な展望に立って指導者

を育成する必要があります。また、指導者も受け身

でなく、自ら活動場所を創り出すマネジメント能力

が望まれます。

⑩評価と研修

　常に事業等に対し評価を行い修正してください。

評価を通しより良くするため、メンバーに対する情

報公開と研修が必要となります。諸事にたいし無意

識のうちに評価しています。子どもたちに対しても

そうです。評価しっぱなしは困ります。

（3）　規約の制定

　全体の合意に基づく規約（ルール）が必要であり、

成文化する上での項目として次のようなものが一般

的です。

　①名称（及び通称、略称）

　②事務局（所在地、連絡先等）

　③目的

　④事業（日常活動、練習、試合、各種行事等）

　⑤入退会について（入会、退会の手続きとその管

       理）

　⑥役員（役割、任期、選出方法）

　⑦会議（総会、役員会などの種類と審議事項）

　⑧会計（会費、会計年度、処理方法、使途、予算、

　　決算）

　⑨専門部会（常設、随意、班、係りなど）

　⑩規約の改正（方法など）

　⑪附則（決定日、施行の日など）

　規約の制定により責任体制が明確になります。

　規約はそのクラブの共通語であり、お互いが不幸

にならないために大切なものです。お互いを救うこ

とになります。

　規約に準じたマネジメント（事故等に配慮した、

連絡体系）がたいせつです。

　入会（参加）申込書の例を 40 ページに掲載しま

す。

２．少年クラブ活動時のマネジメント

　この指導書を熟読され、指導に活用される時、

クラブの子どもたちは楽しみながらスキルアップ

されることが約束されるでしょう。

　さらに、プログラムの内容をバラエティあるも

のにしたいとの意欲ある方は、レクリエーション

協会の講習会や、野外活動講習会、ネイチャーゲー

ム、シティサファリ、プロゼクト・アドベンチャー

講習会等、多様な内容の講習会があります。各方

面の情報を入手し、自らの研さんとクラブの活性

化を図ってほしいものです。

　以下、活動時に必要な事柄を項目としてまとめ

示します。

①方針（目的）、目標の最終決定は責任者が行う（も

ちろん話し合いも大切）。

②代表者、責任者と監督コーチの役割を混同しな

いこと。

③共通目的（目標）の設定及び推進のためのコミ

ニュケーション、貢献意欲の確保と実現　組織

の共通目的を達成する能力と参加者の意欲を満

足させる能力をいかに拡大するか。

④継続的に行える事業と、短期的に行う事業とを

区別する。

⑤事業の計画（多様に）。いろいろな試みに挑戦し

よう。事業に事業を重ねていくと身動きできな

   くなる（一定期間で切り捨てる勇気も必要、サン

セットロー制度）

⑥事業の継続、まず計画（Plan）し、それを実行（do）

し、最終的に評価（see）することが大切で、特

に評価を通して計画を修正し、再び実行しと事

業サイクルが回転していくことが必要。

⑦中には長続きしない計画もある（必ずしも悪い
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とは言えない）。

⑧クラブ（スクール）と子ども、保護者、指導者と

の関係を明確に。

⑨会費と指導者と（使い方の工夫）。

⑩文化としてのスポーツさらにラグビー。

⑪地域との関係、「まち」の行事にも積極的に参加

し地域を広げる。

⑫指導者の確保。

⑬子どもの確保（普及活動）。

⑭サポータとしての保護者（普及くちこみ隊）。

⑮用具の管理、持ち運び、用具のリサイクル。

⑯練習場所の確保。その協力のための人員確保。

⑰地域によりマネジメントの在り方は違う。

⑱個人カードの作成。

⑲連絡網の作成。

⑳子どもの状態の把握（食事、体力面、スキル状況）、

成長過程の報告、家庭で見せない素晴らしい顔、

表情がそこにはあります。指導の場はスペシャル

シート。（特別席）、豊かな表情が間近に見えます。

その実況中継を行う事は大切です。

３．リスクマネジメント（安全対策）

　日常生活そのものがいろいろなリスクと隣り合わ

せであることは、誰もが認めるところです。スポー

ツ活動はどうかというと、日常活動プラス、スポー

ツ活動特有のリスクがあります。スポーツ活動を行

うことはそれを承知し引き受けることでもありま

す。種目によってはリスクを負うことが、心をかき

立たせ、その緊張感がたまらないというような事も

あるでしょう。

　ここに登場するスポーツマンは子どもたちです。

その将来を考えるとより安全でいかに楽しめるか

が重要なことといえます。リスクに対する配慮はこ

の指導書を熟読いただけると理解していただけるも

のと信じます。

　例えばスポーツの場において熱中症による不幸な

事故は後を絶ちません。指導者の不適切な指導によ

り、家庭の、そして社会の宝である尊い命が失われ

るとき、指導者の刑事的・民事的、そして道義的責

任は免れることはできないのです。

特筆すべきは子どもたちのラグビー活動中の傷害

はきわめて少ない事です。それはミニ・ラグビーが

いかに子どもたちへの楽しさと安全性を重視して

いるか、そしてそのルール改正もそのことを最重要

課題として考えられている事です。

　万が一のことを常に想定し指導計画及び事業計

画を作成してください。

　また、我が子の活動のようすを記念に撮っておき

たいと、練習時あるいはゲームの場においていろい

ろなアングルからビデオ等で撮影されています。事

故が起こった場合常に証拠が残っているというこ

とでもあります。

　子どもたちは、クラブの多くのメンバーの一員で

あると同時に、各家庭にあって宝物であることを充

分認識しておいてください。

　指導の場もこうした共通認識に基づいての活動

が必要であり、その基礎となるのが以下に示すリス

クマネジメントの項目です。

①責任者、指導者は可能なかぎり指導者損害賠償責

任保険等への加入が望ましい。

②スポーツ安全保険等への全員の加入

③都道府県協会へ登録、することにより、ラグビー

フットボール協会の傷害見舞金制度が適用され

ます。

④責任の所在を明確にすること。（規約の制定等に

より）

⑤代表者はクラブ員の動向を常に把握すること、ま

た、関係者は事前の連絡と、事後の報告を習

　慣づけること、代表者は連絡を待つのみでなく、

むしろ積極的に連絡し状況の把握に努めてくだ

さい。

⑥行事等必要事項は必ず届く連絡システムを整備

し、速やかに知り得る体制を整える。

⑦連絡の不徹底は亀裂を生じさせる。

⑧クラブとメンバー間の契約と管理。

⑨かかりつけの病院を決めておこう。
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⑩可能ならばチームドクターの協力を得られれば幸

いである。

⑪健康管理（喘息、心臓疾患、アトピー、食事、ト

イレ等子どもたちの状況の把握）。

⑫暑い時期水分接収に気を配り、熱中症（熱けいれ

ん、熱疲労、熱失神、熱射病）の事故を防ぐ。

⑬救急箱の準備（中身は常に点検する）。

　クラブ（スクール）は子どもたちの生活基盤であ

る地域に於いて活動がなされていることは先に述べ

ました。その地域の特性はすべて違います。従っ

て他でうまく行えたことが適用されないことが

多々あります。

　地域を耕かす（文化化）ことにより、地域にあっ

たマネジメントのヒントを見いだすことができま

す。歴史であり、史跡であり、人であり、ものであっ

たり必ず何か出てきます。

　また、一種目のみの活動クラブから、複数種目の

活動クラブへとニーズは高まりつつあります。指導

者各位には更なる研さんが求められています。

　私たちの活動はボランティアとして行われていま

す。ボランティア活動について詳細に述べた個所

はありませんが、ボランティア活動をデザインス

ゴロクとしてまとめてたものを参考に掲載しま

す。

　今後、所属するクラブとの関わりだけでなく、多

くのスポーティングチャンスの場づくりも視野に入

れたマネジメントが求められます。

　最後に、スクールではなくクラブと表現したの

は、今後子どもから大人までのクラブ組織へと移行

発展する必要があり、そのことも念頭に置きまし

た。

　参考資料として平成１３年４月、文部科学省から

示された「総合型地域スポーツクラブ」育成マニュ

アルクラブつくり４つのドアから、表題を掲載し

ます。

クラブマネジャーに求められる資質

	 	 	 ◆『現状を把握する』能力

	 	 	 ◆『説明する』能力

	 	 	 ◆『コミュニケーション』能力

	 	 	 ◆『調整する』能力

	 	 	 ◆『事務処理をする』能力

　	イベント等を構成する６Ｗ２Ｈ

	 	 Ｗｈｏ	 	 誰が行うのか

	 	 Ｗｈｙ	 	 目的（目標）は何か

	 	 Ｗｈａｔ	 何を行うのか

	 	 Ｗｈｅｒｅ	 場所はどこで行うのか

	 	 Ｗｈｅｎ	 いつ行うのか

	 	 Ｗｈｏｍ	 対象はだれなのか

	 	 Ｈｏｗ	 	 どのように行うのか

	 	 Ｈｏｗ　ｍｕｕｃｈ予算はいくらなのか

　

　　　　　　　　　　　　　　　　（山道信之）
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　　　　　　　　　　　　参 加 （入会）申 込 書（例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　（本人記入）

　　　　　　　　　　　　（ぼく・わたし）の名まえ　　　　　　　　　　　　　　

　ぼくは（わたしは）、　　　　　　　　　　　　　　　　　  のラグビー○○に参加し　　　。

そして、定期練習や行事やそのほかの活動に参加してよい少年（少女）になり　　　。

　　　　　　　　　　　 親（または保護者）の承諾

・	私たちは、少年活動が、家庭と少年たちとをつなぐ社会的プログラムであることを知っ         

   てい　　    。

・必要なときはグラウンドや事業の活動に参加し、他の参加者の両親（保護者）と互い	     に

協力し　　　。

・私たちは、親（または保護者）としてだけでなく、もし求められれば、指導者として

　協力し　　　 。

・私たちは、スポーツ活動中における傷害等については（スポーツ安全傷害保険以外の）	    法

律的ないっさいの権利を主張いたし　　　  　。

　　　　　　　　                               　親または保護者署名（自筆による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　                保護者　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              ○○ラグビークラブ（スクール）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            会　長　　　　　　　　　　様　　

特

記

事

項

連

絡

先

住所

TEL

FAX

今
ま
で
の
主
な
病
気

※　上記　　　　内に、『ます』または『ません』を記入してください。

※　特記事項は、親または保護者の過去のスポーツ活動（ボランティア活動）、特技及び今後活　　　動し

たいスポーツ、その他について記入してください。

自宅から会場までの略図を記入
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ボランティア活動についてのデザインスゴロク

1．ボランティア活動と自己研鑽、自ら進んで行う活動であり、自らの楽しみと満足感がある、また学びもある。

2.　自主性へすすむ、自らの意志であり、活動の主体は自分、やりたくてやる、やってやっているのではない、ボランティ

アの押し売りは迷惑、主体性の確立は創造につながる。

3．ラジカル・ウイル→何か困っている人を見たりしたときに感じる心の「さざ波」、役に立ちたいという気持ち、認

めてもらいたい、喜んでもらいたいといった気持ちをあらわす。→それは誰でも持っているもの。誰もがコミニュケー

トしたいという意志を持っている。心のさざ波があり、行動できる人の育成は家庭、地域、学校に課せられた課題。

4．バルネラビリティへ進む。創造的に行動するためには主体性が必要、しがらみと恐怖心をを乗り越えることがで

きなければ創造性も主体性も消し去られる。可能性を引き込む力としてのバルネラビリティ（vulnerability）→とい

う考え方、他から攻撃を受けやすい、傷つけやすい、リスクを引き受けるという意味→ボランティア活動であるがゆ

えにいい加減にしない、いい加減に妥協しない。

5．公益性、困った人に手をさしのべともに歩む、それが小さな事であっても積み重なることによってあふれ出る、

そこに共感が生じ、多くの仲間と、感動が生まれる。広く益を及ぼしあるいは受ける→更に輪が広がる。

6．多種多様な場、阪神大震災以降ボランティア活動に関心が向けられる。活動の場とそのあり方は多種多様な形態

がある。災害、福祉、イベント、地域活動等→創造的に活動できる。

7．情報、情け、　情の元の字は「心」と「言」と「青」である。つまり「請求する心」となる。情報は求めるもの。

求めることによって報われる。情けに報いる、　報われる。　誰が、ラジカル・ウイルとの関連。情けはかけるものか、

かけてもらうものか、情報→少から量へ、量を質に変える（知と智慧）。情報の洪水→無いに等しい。

8．無償性と有償、自らの意志により行う。自らの満足、自己研鑽ができる、従って報酬を望まない。しかしながら、

今後有償と無償が交錯するボランティアの形態もある。それも認める必要がある。

9．個人から組織へ・ソフトパワー、個人の活動からよりよい結果を求め組織化→ソフトパワーの量→質、NPO、

NGO。

10．評価、ボランティア活動に対する、他からの評価、自らの評価→修正→行動、心の継承、「心はかたちを求め、

かたちは心を求める」→循環　入学、入社の条件にもなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山道信之）

公益性

自主性

主体性

無償性

と有償

  自己研鑽

ボランティ

    ア活動

情報

情け

個人から

組織へソフ

ト・パワー

評価

多種、多様

な形態と

場

バルネラビ

リティ

ラジカル

・ウイル

voluntaryism-主意主義、人間

の持つ自由意志や自由な精神

に価値を置く。
中世→教会・寺院→宗教的慈善

活動→困窮者に対する救済活動

（博愛主義、ﾌｨﾗﾝｿﾛﾋﾟｰ）等のﾎﾞﾗ

ﾝﾀﾘｰｱｯｸション→慈善組織協会

COS(charity organization soci-

ety)、1869年ﾛﾝﾄﾞﾝに発足。

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動（volunteer activi-

ties）語源はﾗﾃﾝ語のﾎﾞﾗﾝﾀｽ（Vol-

untas）自由意志を表す。ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱは

これを人称化し、自由意志で行動

する人、すなわち志願兵、篤志家、

奉仕者などと訳されてきた。
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　おわりに

「ミニ・ラグビー指導の手引き」が 10 年ぶりに改訂され、タイトルを「ミニ・ラグビー

指導の手引き　2002」として、ようやく出版の運びとなりました。

　言うまでもなく、ミニ・ラグビーは毎週末グラウンドに立つ多くの指導者の情熱によっ

て支えられ、発展してきました。本書は、そのような指導者の皆さんが、子どもたちにミニ・

ラグビーを指導する際の一助となることを願って書かれたものです。どちらかと言えば

総論的な内容が中心で、細かい技術の解説やその指導方法・練習方法を述べることに力

点は置かれておりません。どれだけ皆さんのご期待に応えることができたか分かりませ

んが、少しでも指導の参考にして頂ければ幸いです。

　どうぞ今後とも、子どもたちがミニ・ラグビーを最大限に楽しめるための援助者とし

てご協力頂けますよう、よろしくお願い致します。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ラグビーフットボール協会

	 	 	 	 	 	 普及育成委員会委員　　寺尾　寛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前　小学生・ラグビースクール委員会委員長）
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ミニ・ラグビープレーヤーのためのコード

プレーヤーのコード

１　親やコーチをよろこばせるためではなく、「楽しみ」のためにプレーしなさい。

２　ルールに従ってプレーしなさい。

３　レフリーの決定に異議を唱えてはいけません。なにか聞かなくてはいけないことがあれば、キャプ

テ	 　　ンかコーチに聞いてもらいなさい。

４　自分の感情をコントロールしなさい。「毒づく」ようなことをしてはいけません。

５　ラグビーはチームゲームです。自分のチームにとって一番良いことをいつでもすることを忘れては

い　　けません。あなたにはあなたのチームが必要であり、あなたのチームはあなたを必要としています。

６　よきスポーツマンでありなさい。味方チームであろうと相手チームであろうと、すべてのよいプレー

　　には拍手をおくりなさい。

７　すべてのプレーヤーを、自分が扱われたいと思うように扱いなさい。どんなプレーヤーに対しても、

邪　　険にしたり、いじめたり、不当に利用したりしてはいけません。

８　ゲームの目的は、楽しみ、スキルを上達させ、爽快になることであることを忘れてはいけません。

見　　せびらかし屋になったり、いつも利己的に最多得点を取ろうとしたりしてはいけません。良いラ

グビー　　プレーヤーは、チームメイトと協力することがいかに大切なことかを知っています。

９　あなた一人でラグビーをプレーすることはできません。だから、チームメイトがあなたとプレーし

た　　いと思うような行動をしなさい。礼儀正しくし、コーチやレフリーの言うことをよく聞きなさい。

レフリーのコード

１　あなたがレフリーをするレベルに適用するルールとバリエーションをよく知り、その意味を理解し

な　　さい。また、どの程度アドバンテージを適用するのが適切なのかを理解しなさい。

２　常識を働かせ、子どもにとっての「ゲームの精神」が、ゲームを「レフリングしすぎる」ことによっ

　　て失われるようなことが決してないようにしなさい。

３　フィールド上でもフィールドを離れても、あなたの行動がよきスポーツマンシップの原則に一致す

る　　ようにしなさい。

４　どちらのチームに対してもよいプレーについては、それが称賛に値すると思われるときはいつも褒

め　　なさい。

５　一貫性と共に、客観性と思いやりを持ちなさい。

６　「チームのためになる反則」を故意に行うことは、スポーツマンらしくないとして非難しなさい。そ

う　　することが、フェアプレーへの尊重を存続させることにつながります。

７　喜びと楽しみのために参加するという基本原理を強化するルールの変更に対しては、おおやけに奨

励　　しなさい。

８　しっかりとしたレフリング理論と子どもの発育・発達に関する理論に精通するよう、努力を怠らな

い　　ようにしなさい。
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コーチのコード

１　若いプレーヤーに対し、過度にエネルギー、熱意、時間を求めてはいけません。彼らには、他にも

い　　ろいろな興味があることを忘れてはいけません。

２　あなたが指導しているレベルに関連するルールを理解するとともに、そのルールが何を意図してい

る　　のかを理解しなさい。

３　ゲームのルールは誰も逃れたりやぶったりするべきではないお互いの同意であることを、プレーヤー

　　に教えなさい。

４　できる限り年齢、身長、スキルそして身体の成熟度に応じてプレーヤーをグループ分けしなさい。

５　練習の際、すべてのプレーヤーは平等な練習時間とコーチの注目が必要であり、それに値します。

６　自分のチームを発展途上の集団と見なしなさい。あなたの最も重要な目的は、一人ひとりのプレー

　　ヤーが、次のレベルへステップアップための準備をすることであるべきです。

７　能力に関係なく、すべての子どもはそれぞれのゲームの結果に貢献する権利を持っています。

８　子どもは楽しみと喜びのためにプレーするのであり、勝利はそのほんの一部に過ぎないということ

　　を忘れてはいけません。失敗をしたり負けたからといって、決して子どもをバカにしたり怒鳴った

　　りしてはいけません。

９　用具や施設がプレーヤーの年齢と能力にふさわしいことを、確かめなさい。

10　練習計画や練習時間、ゲームの長さは、子どもの成熟度を考慮に入れて決められなくてはいけません。

12　レフリーの判断と相手コーチへ敬意を持つのと同様に、相手の能力に対してもチームとして敬意を

　　持てるようにさせなさい。

13　医師のアドバイスに従い、ケガをしたプレーヤーがいつプレーに復帰できるかを決定しなさい。

14　子どもには尊敬できるコーチが必要であることを忘れてはいけません。褒めるに値すると思ったら

　　十分に褒め、またよい見本となりなさい。

15　しっかりとしたコーチング理論と子どもの発育・発達に関する理論に精通するよう、努力を怠らな

　　いようにしなさい。

16　自分自身に確信がないときや、なにか問題が生じたときには、助言や援助を求めることをおそれて

　　はいけません。子どもにとっての一番の利益が、あなたのプライドより重要です。

17　子どもを虐待したと非難されるような立場に自分自身をおかないようにしなさい。自分と子どもた

　　ちだけしかいないというようなことがないように、常に気をつけなさい。

18　ゲームが始まる前に、両チームのコーチ同士は（レフリーと一緒に）、ゲームのルール、適用される

　　アドバンテージの程度について、お互いに同じ考えを確実に持つようにしなさい。

親と観衆のコード

１　子どもがプレーしたがらないときは、強いてはいけません。

２　子どもは自分自身の喜びのためにラグビーに参加するのであって、親の喜びのためではないことを、

　　忘れてはいけません。

３　いつでもルールに従ってプレーするよう子どもに促し、子どものレベルに適用されるルールを確実

　　に理解しなさい。

４　勝利に負けず劣らず、まじめな努力が重要であることを子どもに教えなさい。そうすれば、たとえ

　　敗れたとしてもその結果に過度な失望をすることはないでしょう。
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５　スキルを向上させ、正しいスポーツマンシップを身につけるよう、子どもたちを促し、敗北を勝利

　　に変えなさい。失敗をしたり負けたからといって、決して子どもをバカにしたり怒鳴ったりしては

　　いけません。

６　子どもは手本から一番よく学ぶことを忘れてはいけません。味方チームのよいプレーにも、相手チー

　　ムのよいプレーにも拍手をおくりなさい。

７　おおやけにレフリーの判断に質問を投げかけてはいけませんし、決してレフリーの公平性を疑った

　　りしてもいけません。

８　ゲーム中にあなたが見たり聞いたりしたことで何か気になることがあったら、ゲーム後に子ども達

　　から離れたところで、あなたのチームのコーチにそのことを伝えなさい。

９　他のチームのコーチや親との口論に巻き込まれてはいけません。

10　子どものラグビーから、悪口や雑言、暴力を排除するためのあらゆる努力を支援しなさい。

11　ボランティアコーチの価値と重要性を認識しなさい。彼らは子どもにレクリエーション活動を提供

　　するために、自らの時間と労力をさいているのです。

12　自分の子どもに模範を示すことでコーチを助けなさい。ゲームや練習に遅れずに到着し、準備をす

　　るといった簡単なことで、子ども達にチームワークと協力の重要性を示しなさい。

（Wellington Rugby Football Union, JRZE Handbook year 2000 edition, Codes of conduct をもとに

川島作成）
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　　　　　　関東協会ラグビースクール ・ メディカルアンケート報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関東協会メディカルソサェティ　　舟橋一郎

　平成８年１月に御回答いただきましたラグビースクー

ル ・ メディカルアンケートの集計と解析ができましたの

でご報告申し上げます。

　このアンケートは平成２年１月のミニ ・ ラグビー ・ ア

ンケートの外傷 ・ 障害編に続くアンケートで、 平成２

年～７年の６年間に生じた外傷 ・ 障害についてアン

ケート調査を実施したものです。

　結果を概観しますと、 頸椎損傷、 重傷頭部外傷な

どの重傷外傷や、 熱中症による死亡事故は１件も発

生しておりません。 また学校を休まねばならない程度

の外傷の推定年間発生率も、小学生 0.096％ （1,042

名に 1 件）、 中学生 （0.605％ （165 名に 1 件）、 小

中学合わせると 0.18％ （556 名に 1件） と大変少なく、

スポーツ障害、熱中症はほとんど発生しておりません。

全体的には安全な指導が行われていると考えられま

す。

　外傷別集計を見ますと、 鎖骨骨折が 14 件で外傷全

体 （45 件） の 73％を占めております。 少年ラグビー

の外傷を更に減らすためには、 タックルするスキルの

向上とタックルの受け方の受け方の習熟が更に望まれ

ます。 また受傷後ラグビーを続けたか否かの調査で

は、 やめたのは２件だけで 39 件は続けています。

　スポーツ障害については、アンケート上ではオスグッ

ド病が１件あるのみで極めて低率です。 熱中症の発

生したスクールはすべて、 「暑い日はできるだけ水を

飲むよう指導」 しております。 従って十分水分を接収

する事は熱中症の予防に欠かせませんが、 それだけ

では不十分で適当な休みを入れるなどの注意も必要

です。

１） アンケートの対象

　　アンケート発送校 （関東協会全活動スクール）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　114 校

アンケート回収校　　　　　　　　　　　　92 校

　　（アンケート回収率　63.9％）

アンケート回収 ・ 92 校の生徒数合計

　　　　　　　　　　　　　　小学生　3,459 名

　　　　　　　　　　　　　　中学生　　688 名

　　　　　　　　　　　　　　合　計　4,147 名

２） アンケートの内容

　　平成２年１月より７年１２月までの６年間に発生した

ラグビー外傷 ・障害、 熱中症、 練習通の水分補給に

ついてのアンケート調査を実施した。

３）　アンケートの結果

１． 外傷について （別表 「外傷別集計」 「原因別集

　　計」）

　　＊推定年間外傷発生率

　　　（学校を休まねばならない程度の外傷が年間　　

　どのくらいの立で発生しているか）

　小学生　20 ÷ 6,459 ÷ 6 ＝ 0.00096 （0.096％）

　　　　　　　　　　　11,042 名に 1件

　中学生　20 ÷ 688 ÷ 6 ＝ 0.00605 （0.605％）

　　　　　　　　　　　　165 名に 1件

　小 ・中併せて

　　　　　45 ÷ 4.147 ÷ 6 ＝ 0.00180 （0.18％）

　　　　　　　　　　　　　565 名に 1件

　＊受傷後ラグビーを続けたか否か

　　　「続けた」 が 39 件

　　　「やめた」 が 2 件

　　　「無回答他」 が 4件

２． 障害について

　　アンケートで報告されたものは、 オスグッド病が

　　1 件 （小学 6年） のみ

　　＊推定年間障害発生率

　　　小 ・中学生併せて

　　　　1 ÷ 4,147 ÷ 6 ＝ 0.00004 （0.004％）

　　　　　　　　　　　　　　25,000 名に 1件

３． 熱中症について

　痙攣　1 名　　　倒れる　　4 名

　寒気　2 名　　　合計　　　7 名
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　　いずれも６～８月の圧に費に発生している。

　　熱中症の発生したスクールの水分補給法は、

　　いずれも「暑い日はできるだけ水を飲むよう

　　指導している」の項を選択していた。

＊推定年間熱中症発生率

　　　　7 ÷ 4.147 ÷ 6 ＝ 0.00028（0.0028％）

　　　　　　　　　　　　　　6,550 名に 1 件

４．練習中の水分補給について

　「暑い日は生徒の自由にまかせている」

　と回答　　　　　　   10 校（10.9％）

　「暑い日はできるだけ水を飲むよう指導して

いる」の校を選択していた。　　    74 校 74 校

（80.5％）

　「暑い日はできるだけ水を飲みずぎないよう指

導している」　　　　　　　　 4 校（4.3％）

　無回答　　　　　　　　     　4 校（4.3％）

外傷別集計

外傷名

鎖骨骨折

肩骨折

肩打撲

頚部皮下気腫

背筋打撲

上腕骨骨折

前腕骨骨折

橈骨骨折

腕骨折

肘剥離骨折

手首骨折

小指骨折

大腿骨骨折

脛骨腓骨骨折

脛骨骨折

ひ骨骨折

くるぶし下骨折

右足骨折

右足脱臼

左足骨端線解離

十字靱帯断列

半月板損傷

膝関節炎

学年別合計

同（小学中学別）

　　原　　　　因

タックルされて

タックルして

コンタクトバックにあたって

互いに当たって

タッチラインで肩から倒れ

ボールを拾う時後から押され倒れ

トライの際ボールが肩に入る

不明

タックルして

タックルして

タックルして

トライの際後の人の膝が当たる

タックルした

タックルされて

タックルされて

タックルして

タックルして下になり

タックルされて下になり

タックルマシーンから肩はずして

タックルして

タックルされて手をついて

ラックで踏まれて

ラックの中で

タックルして

タックルして

タックルされて

ラックの中で

タックルされて

タックルされて

タックルして足をひねる

タックルされて

ねじって倒れて

タックルされて

小3

1

1

1

3

小4

1

1

1

4

小5

1
1

1
1

2
1＊

1

1

1
10

小6

1

1
1

3

中1

2
1

1

1
1
1＊

1

1

1

1

1
1

13

中2

1

1

1

1

4

中3

1

1

1

1
1

1

1

8

合計

6
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
1
1
2
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

外傷別合計

14

1
1
1
1

4

2

1

4

1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

部位別合計

18

16

11

45
45　　　　　25

＊は受傷後スクールをやめた生徒
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原因別集計

　原　　因

タックルして

タックルされて

ラックの中で

モールの中で

タッチラインで

あたって

倒れて

トライして

不明

小3

1

1

1

3

小4

1

1

1

1

1

4

小5

1

1
2
1＊
1
1

1

1
1

10

小6

1

1

3

中1

1
1
1
1＊
1

1

2

1
1

1

1

1

13

中2

1

1

1

1
4

中3

1

1

1

1

1
1

1
1

8

合計

2
1
1
1
2
1
1
1
1
1
6
2
2
2
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

外傷別合計

4

1

6

1
6

9

6

1

2

1
1

2

1

1
1
1

部位別合計

12

21

3

1
1
2

2

2

1

45
45　　　　　25

下になり

下になり
タックルマシンで肩はずす

足ひねる

下になり

手をついて

踏まれて

　 外 傷名　 

鎖骨骨折  

肩骨折 

肩打撲 

頚部皮下気腫    

上腕骨骨折   

橈骨骨折  

腕骨折 

腕骨折 

肘剥離骨折   

左足骨端線解離     

鎖骨骨折  

上腕骨骨折   

前腕骨骨折   

腕骨骨折  

手首骨折  

脛骨腓骨骨折    

脛骨骨折  

右足骨折  

右足脱臼  

十字靱帯断列    

膝関節炎  

小指骨折  

大腿骨骨折   

くるぶし    下骨折 

脛骨骨折  

鎖骨骨折  

鎖骨骨折  

鎖骨骨折  

鎖骨骨折  

半月板損傷   

鎖骨骨折  

背筋打撲  

鎖骨骨折  

　学年別合計

小学中学別合計

＊は受傷後スクールをやめた生徒
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　●機関誌第１号・再現特別企画

　機関誌『RUGBY FOOTBALL』第１号（1951 年

10 月号）に掲載された５ページにわたる巻頭の読

み物「ラグビー精神とは」を抜粋で再掲載させて

いただきます。約 50 年前に慶応大学の OB である

橋本壽三郎氏によって書かれたこの文章は、当時

のラグビー・スピリットを代表していると思われ

ますが、今読み返してみると、現在の機関誌に携

わる私達にはとても感銘をうけるものがありまし

た。皆様には古く感じられますか、それとも新し

く感じるでしょうか。( 以下の文章は読みやすさも

考慮して、現代かな遣いに直してあります。ご了

承ください）

　『ラグビー精神とは』　　　　　　橋本壽三郎　

　

　ラグビーが日本に移入されてすでに 50 余年の

歳月を経たが、この間に日本のラグビーはそのプ

レー振りにいわゆる日本人型の体形を建設した。

今後もその傾向を続けるであろう。

　これは日本人の肉体的要素とゲームに対する感

覚のしらしむるところで当然の事であると同時に

敢えてこの傾向を避ける必要もないと思う。

　昭和当初の日本ラグビー全盛時代には、カナダ・

オーストラリア・ニュージーランド軍に対してこ

のプレー振りで、互角に戦い得たので技術的には

世界の或る水準に達していた。もちろん一流の水

準でない事は明かであったが、すなわち日本ラグ

ビーは日本らしく進歩してこの域に達したのであ

る。

　今度の大戦の影響は不幸にしてこの階程から数

段の転落を余儀なくされたが、この技術面の後退

は漸次回復の兆があるのでさほど悲観する必要は

ない様である。我々の危惧するのはラグビースピ

リットの伝統果して如何ということである。敗戦

後の思想的精神面の混乱は各方面に悪影響を与え

た。この毒牙の災をスポーツ界、ラグビー界は受

けずにいるであろうか疑わしい限りである。

　最近のプレーヤーのうちにいない筆者は悲観す

べき事実も知らないが、この混乱がもたらす悪影

響を恐れる余り新しいラグビーの指導者やプレー

ヤーの為にラグビースピリットの再認識を強要し

てこの一文を草する次第である。

　筆者が慶応義塾のラグビー部に入部したのは明

治 44 年であり、慶応のラグビー部が創始されて

十数年を経た時で入部と同時に一驚を喫したのは

部に於けるラグビースピリットの鼓舞である。

　当時の三田山上の寄宿舎の第三第四寮はあたか

もラグビー部の合宿の観があったが、この寄宿生

活でラグビースピリットの鼓舞は徹底的であった。

グランドマナーに於て然ると同時に日常生活に於

て又然りで二言目にはラグビースピリットの題目

が出てくるのである。新入生がラグビースピリッ

トの何者であるかを完全に捕捉する事は極めて困

難であったが、とにかく不正なプレーが極端に排

斥されている事だけはただちに解し得た。すなわ

ちプレーヤーはフェアプレーとクリーンゲームを

主眼としてプレーすべきものと教えられた。この

教義は日常生活にも当てはめられて「アゲンスト

ラグビースピリット」という言葉で行動の正しさ

を要求されていた。

　当時にあっても自由主義的な慶応義塾の教育方

針はいわゆる旧軍隊的あるいは旧高等学校的教育

を好まなかったから、自然このラグビースピリッ

ト注入の型も窮屈なものではなかったが、眼に見

えぬ痛棒として部員全体の日常生活を制御してい

た。　

　当時すでに野球が相当発達していったのでその

プロフェッショナル化が一部識者の問題となりか

かっており、その間ラグビープレーヤーはアマチュ

アリズムを高唱し、

1. 審判の判定への絶対的服従、

2. 天候その他を超越して試合日の不変更、

3. 補欠選手を認めざる事、

4. 入場料不徴収

　といった様な諸項目もラグビースピリットの表

現として考えこれに一種の誇りを持っていった。

これらの事項間には、いわゆる行き過ぎと目され
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るべきものもある。

　入場料不徴収の件はことアマチュアリズムに直

接関連のあるところで後年日本最初の有料ゲーム

である早慶試合を A・J・R・A 主催の下に挙行し

た時、慶応義塾の古い先輩達の入場料徴収反対に

あい、我々当事者はこの了解を得る為に大いに悩

まされたが、これらはアマチュアリズムの真意義

に不徹底であった事と見なされるが一面如何に当

時のラグビープレーヤーがラグビーをクリーン

ゲームとして存続させるのに努力したかを察すべ

きである。

　ラグビースピリットとは何か ?

　ラグビースピリットを説いてここまで来てもこ

の本体を説く事は決して容易な事でないのに気が

つく。フェアプレーの精神とのみ説いてもプレー

ヤーに適切に感じられない点があるのではないか。

この精神の分析は見ようにより立場により色々に

解されるものであろうが、筆者は「敢闘の精神」

あるいは「敢闘」それがラグビースピリットだと

説いた方がプレーヤーに適切に感じられると思う。

　ラグビーの精華は果敢なタックルだと言われる。

防御はある点において攻撃より強烈な精神力を必

要とするもので、それは不利な立場から反発する

という倍の力が必要であるから、敢闘の精神無く

してこれを行う事は不可能である。例え弱小チー

ムでも強敵に果敢なタックルを喰わして防御力を

充分発揮している試合は技の巧
こうせつ

拙はとにかく、見

応えのあるゲームを展開すると同時に観衆にもラ

グビーらしい感銘を与えることは諸君の熟知せら

るる処であろう。この果敢なタックルにこの敢闘

は自己犠牲の精神をも含んでいる。ゆえに、ラグ

ビースピリットを自己犠牲の精神と説く人もある。

　判定に対する絶対的服従という点についてはラ

グビーに多数の美談、エピソードを伝えている。

最も膾炙しているのは、1905 年のオールブラッ

クス対ウェールズの一戦に於てのレフリーに認め

られなかったニュージーランドのプレーヤーのト

ライに関するもので、このプレーヤーが第一次大

戦にでて戦死の際の遺言で初めて事実が明かにさ

れたとか、この他にも例えば英国のクインスクラ

ブの競技場で行われた試合での出来事で、この競

技場のインゴールが余りに狭い為に攻撃側の一員

が球を持ってインゴールに入り過ぎデットボール

ラインに触れた際ルール上はとにかくとして、実

際上トライであると認めたレフリーと防御側の主

将の態度等。

　この判定に対する服従というよりは勝敗に拘泥

しない態度、これも筆者は敢闘すなわちラグビー

スピリットの発露であると思う。ラグビーがゲー

ムである以上勝つのを目的にしているのは勿論で

あるが、この勝利は敢闘によってのみ得られるべ

きで敢闘し終って後に来る勝負はすでに味わい尽

した残余のものであり又運命でもあり、これのみ

に拘泥するのは本末を誤っている。前述のオール

ブラックスの１プレーヤーの遺言の如きも、その

プレーヤー自身は認められなかったトライに未練

を感じていったのではなく、認められる認められ

ぬに拘らず敢闘によって事実を得ていったトライ

に満足していたのであろう。彼は当時の敢闘の精

神で欧州の野に転戦し愛するラグビーの敢闘の思

い出を戦友に語り伝え微笑んで瞑目したのである。

不正卑劣なるプレーは何故にラグビースピリット

に反するか、すなわち敢闘の精神に反するからで

ある。タイトやルーズに於て相手方を一瞬不正に

捕えてそのブレークアウトを遅らせる行為やライ

ンアウトで密に行うチャージやホールディング、

正当に走る相手方の進路を密に妨害するごときし

かもレフリーの眼の届かない範囲に於てこれを行

う不正にして卑劣なるプレーが敢闘の精神に反す

る事は明白であり、かかる過少な労力で最大な効

果を得ようとする様な経済的な行為はラグビーで

は許されない処で、すなわち敢闘精神に反するの

は勿論である。レフリーの眼は背後についていな

い。実際レフリーはかかる不正なプレーの一々を

指摘処罰することは困難であり、この虚を衝くご

ときはもっとも卑劣極まるプレーでかかるプレー
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がプレーヤーの間の怒りの因となり紛糾の原因と

なり、あるいは狂暴なプレーの基をなし遂にゲー

ムを汚すものである。かなり古い事であるが、Ａ、

Ｂ大学間の試合でＡ側の得点はペナルティーゴー

ルのみによって得られ一方Ｂ側の得点はトライに

よってのみ得られ結果はペナルティーゴールのみ

によって得点したＡ大学が勝った。そのとき某社

の運動記者が実力はＢ大学にあったと記載した記

事に対し筆者は一大反論を以てその所論の誤りを

正した事があるが、ペナルティーによって敗れた

としたならば何の面目があるか、無意識不用意の

ペナルティーとあってはそのチームのラグビー技

術の未熟を表わし、意識した不正なプレーによる

ペナルティーでは卑劣であり敢闘精神すなわちラ

グビースピリットに反する恥ずべき

敗戦ではないか。トライが多い故に実力が優って

いるの所論は間違った論理で精神を没却したもの

である。

　ラグビーは礼節ある整然としたゲームである

　敢闘の精神は強敵を恐れず弱敵を侮らず常に自

己の全能力を発揮して闘うのである。これこそ対

手に対し最善意を示すものでこの処に対手を尊重

する礼節が生まれるのである。強敵に対して卑屈

であり、弱敵に対して傲慢である事は共に礼を失

する事であり、ラグビーがあの激しい争闘の連続

でありながら紛糾の生じないのは敢闘の精神をお

互に尊重し礼節を生む結果である。

　キャプテンシー

　ラグビーチームに於ての主将の位置は非常に重

いものである。英国のラグビーの指導書で主将の

職責に一項を割かない本は少ないであろう。この

点近来の日本学生チームはいわゆるコーチ依存、

監督偏重の傾向が余り強きに失している（コーチ

を監督と訳す事自体無理があると思う）。勿論先

輩が母校チームの指導に当る事あるいは特定の先

輩が指導に当る事は結構な事で当然行われるべき

であるが、これは日常の練習、部員全体のマネー

ジメントという面に於て行われるべきで米国流の

野球の監督あるいはアメリカンフットボールの監

督の如く試合中に一々のプレーを指導するごとき

はラグビースピリットに反するのではなかろうか。

ラグビー各側 15 人以内のプレーヤーで競技する

ゲームで例え頭脳的な面ばかりにしろ選手の他に

監督というもう１人がプレーの取捨選択を行って

プレーヤーのプレーを制御する事は許されるべき

ではない。

　幸いにアメリカンフットボールや野球と違って

ラグビーはゲームの性質自体がプレーの合間にか

かる助言が入る余裕がない程プレーが連続的でス

ピードのある為に実際にこの弊害は現われていな

いがこの様な傾向は避けるべきである。ハーフタ

イムの際にコーチあるいは先輩達からなされてい

る助言も主将を通じて行われるべきでハーフタイ

ムの休憩も競技時間中なのでみだりにプレーヤー

以外の人が多数グランド近くに入るのは日本型ラ

グビーの悪習慣だと筆者は考える。

　以上の様なラグビースピリットの説に今日のプ

レーヤー諸君は何程の関心を持たれるか筆者には

解らないがラグビースピリットに就いて従来何の

考慮も関心もはらわずにプレーを行って来た人が

あったとしたら、一度ラグビーの背骨という事を

考えてもらいたい。ラグビーには何かラグビーら

しい背骨があると気がつくだろう。

　ラグビー精神すなわち敢闘精神と説くのは筆者

であるが、この精神解説に当り他に幾多の説き方

があると思うが、それはラグビーの背骨に触った

各々の感覚の相違である。しかし確かに骨に触れ

ている以上解説の相違は末葉に属する。

　晴れ渡った秋空に高く蹴り上げられた円のボー

ルに永遠の生命が輝くだろう。

　（慶応大学ＯＢ、元・日本及び関東ラグビー・フッ

トボール協会評議員 )
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 IRB ラグビー憲章　Playing Charter　　

　　　　　　　　　　　　（1997 年 7 月改訂）

　　　　　　　序　　文

　IRB はラグビーの基本原則を定めるラグビー憲

章

（Playing Charter）をここに制定する。

　この憲章は、すべての協会に原案に対しコメン

トをする機会を与えた後に承認したものである。

その目的は、ラグビーの競技方法に対して、ある

一定のチェックリストを設けることにある。これ

は同時にラグビーがもつ独自の特性を失わせない

ためのものでもある。

　プレーとコーチングに適用するラグビーの原則

に付け加え、２つの新しいチェックリストを追加

した。競技規則の適用（レフリング）、と競技規

則制定に関してである。

　ラグビー憲章の存在はラグビーに大きな恵みを

もたらすものとなるであろう。ラグビー憲章に照

らし合わせることにより、あらゆる基準が明確に

なる。そして、このことが根拠の曖昧な変更を防

ぐことにつながり、いかなる変更も、ラグビー独

自の特性との一貫性を持つことになるからであ

る。

　したがって、ラグビー憲章は、ラグビーとは何

かを説明する競技規則を補う重要な性格を担うも

のであり、プレヤー、コーチ、レフリー、そして

競技規則を制定するものに、一定の規範を示すも

のとなる。

　目　　次

１．	ラグビーの目的

２．	ラグビーの原則

３．	競技規則適用の原則（レフリング）

４．	競技規則制定の原則

１．	ラグビーの目的 The Object of The Game

　ラグビーの目的は、それぞれ１５名、１０名、

または７名からなる２つのチームが、競技規則お

よびスポーツ精神に則り、フェアプレーに終始し、

ボールを持って走り、パス、キックおよびグラウ

ンディングして、できるかぎり得点を多くあげる

ことであり、より多くの得点をしたチームがその

試合の勝者となる。

　解　　説

　ラグビーの目的を達成するためには、２つの

基本原則がある。１つはボールの争奪 (contest-

ing possession) であり、もう１つはプレーの継続

(maintaining continuity of play) である。

　これらはボールを用いるチームスポーツが共通

して持つ特質であり、ボールを保持しているチー

ム（攻撃している側）の目的は得点をあげること

を目指し、ボールを保持していないチーム（防御

している側）は、ボールを再獲得して攻撃し得点

をあげることを目指す。しかしラグビーは他のス

ポーツとその競技方法において以下の点で異な

る。

(i)　 手も足も両方使うことができる。

(ii)    プレヤーはボールを持って自由に走ることが

できる。

(iii)   防御方法にも、安全性を損なわない限り、制

約がない。

(iv)   ゴールラインを越えてボールを持ち込むこと

によって得点となる。

(v)        ボールは後方に位置する味方のプレヤーに

のみパスをすることができる。

(vi)        攻撃している側のプレヤーは、味方チーム

のボールキャリアーより後方の位置からのみプ

レーに参加できる。

(vii)    攻撃できるスペースの創出は、ボール獲得・

保持・再獲得といったチームのスキルによって左

右される。

　ラグビーには上記のような特性があり、これら

によってラグビーは独自の特性を持つスポーツと
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なっている。

　２つの基本原則のうちの１つで、ラグビー独自

の特性であるボールの争奪とは、キックによる開

始と再開、スクラム、ラインアウト、ラック、モー

ル、そしてタックルで行なわれる。

　もう１つのプレーの継続とは、ボールをパスし

たり、持って走ったり、キックしたりすることや、

ラックおよびモールを形成することによってであ

る。

２．	ラグビーの原則　The Principles of The 

Game

　解　　説

　ラグビーの原則はラグビーの根幹をなす理念で

ある。ラグビー競技に参加するものは、この原則

により、ラグビーが他のスポーツとは一線を画す

特性を持つということを直ちに認識できることに

なる。

ラグビーの試合は次の原則に基づくものである。

ボールの争奪　Contests for Possession

　ボールの争奪はラグビーの持つ主要原則であ

る。この争奪は試合中のあらゆる局面で行なわれ

る。争奪は、コンタクトプレーや一般プレー、そ

してスクラム、ラインアウト、キックによる開始、

再開の場面で発生する。これらの争奪は、どちら

のチームにも公平なものでなければならないが、

その直前のプレーで、スキルのクオリティが優っ

ていた側に有利となる。例えば、プレーを継続す

るスキルが未熟なためにボールをタッチに出した

チームには、ラインアウトでの投入権は与えられ

ず、また、ボールを前方に落としたり、パスをし

たりすれば、次のスクラムにおいてプットインが

できないということである。

攻撃／プレーの継続　Attack / Continuity of Play

　ボールを獲得したチームは、フィールドオブ

プレー内の横のスペース、および自チームと相

手チームとの間の縦のスペース両方を活用して、

ボールをパスしたり、前に持って走ったり、キッ

クしたりして攻撃を行なう。

　攻撃している側（ボール保持チーム）の目的は、

相手チームのボール獲得を阻止し、ボールを前方

へ動かすスキルを駆使することにより、プレーを

継続し得点をあげることである。プレーの継続に

は、前進が一時的に停止したときに行なわれる再

編成（ラック・モール）が含まれる。これにより、

ボール保持チームは横のスペースと相手チームと

の間の縦のスペースを再び作り出し、攻撃の継続

が可能になる。

防御／ボールの再獲得	 Defence / Regaining Pos-

session

　いったんボールを失えば、ボールを保持してい

ない側はまず、攻撃している相手側にボールを用

いるスペースと時間を与えないようにして、相手

側が前進するのを防ごうとする。最終的な目的は、

ボールを再獲得し、攻撃をして得点をあげること

である。

　防御の役割とは、ボールを再獲得して、攻撃す

ることによってプレーを継続することである。

多様性　A Multi-Faceted Game

　上記 3 つの原則の総合的な結果として、さまざ

まな局面が試合の中で創出される。プレヤーは、

広範囲にわたる個人スキルや集団スキルを発揮

し、色々な人数のグループを形成して、総合的に

プレーができる。このようにスキルが多様性に富

むため、様々な能力・身体的特性をもつプレヤー

が１つのチームの中で一緒にプレーすることが可

能となる。

　プレヤーは共通のスキルを持つ一方、ラグビー

が多面性を持つという性質上、個々のプレヤーの

能力差に関わりなく、各自の才能に最も適したポ
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ジショナルスキルを専門的に習得することもでき

る。

報償と罰　Rewards and Punishments

　ラグビーの競技方法では、その目的と原則を有

効に活用することができるチームが相手側より有

利になる。スキルを駆使するための時間とスペー

スが多い側が有利に試合を展開することからも理

解できよう。プレーの開始時点で、ボールを獲得

した攻撃している側には、ラグビーの目的を達成

できるような十分なスペースが当然与えられる。

３．	競技規則適用（レフリング）の原則　

The Principles of Law Application ( Refereeing )

ラグビーの目的と原則　The Object and Prin-

ciples of Rugby

　ラグビーの目的を達成するために、そしてここ

に記されているようなラグビーの原則のもとでラ

グビーがプレーされることを保証するために競技

規則は適用されなければならない。

公正さ　Fairness

　ラグビーの目的に応じたスキルフルでポジティ

ブなプレーに対しては報償を、目的に反するプ

レーに対しては罰をという考えに基づいて、競技

規則は適用されなければならない。

一貫性　Consistency

競技規則の適用には一貫性がなければならない。

アドバンテージ　Advantage

　プレーを継続するためにアドバンテージが適用

されなければならない。しかし、継続する中で攻

撃のオプションが大幅に制限されたり、反則が重

なれば、違反したプレーに該当するルールを適用

する。アドバンテージルールの適用に当たっては、

プレーの質の低下や、プレヤーの安全性が失われ

ることにつながることがあってはならない。

優先順位　Priorities

　プレヤーの安全性確保に第一の優先順位を置

く。次に、プレーの継続に優先順位を置く。この

ためにはアドバンテージルールの適用が必要とな

る。

マッチオフィシャルのゲームマネジメントMan-

agement of the Game by Match officials

　これについてはトップレベルでのみの適用とな

る。マッチオフィシャルが１つのチームとして機

能するように、レフリーはルールを適用しなけれ

ばならない。

適用　Application

　ここに述べた競技規則適用の原則は必ず守らな

ければならない。そうすることによってはじめて、

ラグビーの目的に沿ったプレーが行なわれる。

４．	競技規則制定の原則　The Principles of Rug-

by Law Making

　競技規則制定の原則は、競技規則を制定するも

のに、ラグビーの原則を正しく表す競技規則を作

成するための枠組みを提供するためにある。

　競技規則は次の原則に基づいて制定される。

安全性　Safety

　競技規則にしたがってプレーしているすべての

プレヤーに対して、競技規則自体が保護を与える

ものでなければならない。

平等な参加機会　Equal Opportunity to Partici-

pate

　競技規則は、体格、スキル、性別、年齢、競技

にかける意欲など、それぞれによって異なるプレ

ヤーがその能力のレベルに応じて、安全で、競い

合い、かつ楽しめる環境の中でプレーできるよう
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にするものでなければならない。

独自性の維持　Retention of Identities

　ラグビーは独自の特性を数多く持ち、これらの

独自性は失われてはならない。

(i) ボールの争奪　Contests for Possession

●プレーの開始時と再開時において

・キックによる開始と再開

・ラインアウト

・スクラム

●ラック、モールを含む一般プレーの中で

(ii) 攻撃　Attack

　相手チームのゴールラインに向かってボールを

動かすスキルには、ランニング、パス、キックな

どがある。このうち最も特徴的な独自性は、パス

を前に投げることができないことである。これは

他のスポーツにはほとんど見られない特徴であ

る。したがって、ボールを前進させることができ

る他の方法としては、ボールを持って走ったり、

キックを行なうことに限られる。

(iii) 防御　Defence

　タックルをしてボールを再獲得するスキルは、

ラグビーにおける防御に関する主要な独自性であ

る。競技規則は、スキルの劣っている側の攻撃に

対して、その時間とスペースを奪い、プレッシャー

を与えるという防御のプレーを可能にするもので

なければならない。

プレーの継続　Continuity of Play

　プレーの継続に関連した独自性としては、ラッ

クとモールがある。

　これらの独自性とは、攻撃している側（ボール

保持チーム）が、得点をするまでには至らなくと

も、ボール保持を継続し、もう一度攻撃を再構

成しなおすことを可能にする方法のことである。

ラック・モールを形成することで、攻撃している

側は、横のスペースと相手チームとの間の縦のス

ペースを再び生み出すことができる。また、そう

することによって、攻撃を継続するために必要な

時間を得ることもできる。

プレーする喜びと観る楽しさ　Enjoyment and 

Entertainment

　競技規則は、プレヤーが安全に楽しめ、プレー

する喜びを味わえるような、そして観客も観て楽

しめるような試合を作り出すための枠組みを示す

ものでなければならない。いつも同じ楽しさが味

わえるとは限らないが、プレヤーがスキルを駆使

して質の高いボールを獲得し、そのボールを活用

してプレーの継続を目指すことを可能にすること

で、プレーする側および観る側双方の楽しさが増

すことになる。

スペースの確保／報償、失敗と罰則

Provision of Space / Rewards, Errors and Pun-

ishments

　競技規則は、相手チームよりスキルフルにラグ

ビーのスキルを駆使することができたチームに報

償を与えるものでなければならない。この報償と

は、最初のボールの争奪において、よりスキルフ

ルなチームにボールとプレーの継続を維持するた

めの時間とスペースを与えるということである。

プレーを継続する中で、最も重要な点は、プレヤー

は立ったままでスキルを発揮しなければならない

ということである。グラウンドに倒れているプレ

ヤーはプレーできない。

　スキルに対して報償を与えるものである競技規

則に違反したチームには罰則が課せられる。罰則

のレベルは相手にどの程度の不利益を与えたかの

度合いによる。これは基本的には、違反した側が

違反をしていない側のプレーのオプションをどの

程度減少させたかによる。

　相手側の効果的なボールの活用を妨げることを
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意図して行なわれる不正なプレーや、極端な場合、

相手側のプレーの継続を妨げるような不正なプ

レーには、最も厳しい罰則が課されなければなら

ない。

罰則の段階

(i)　アドバンテージルールの適用反則をしていな

い側のオプションが減らないのであればアドバン

テージルールを適用する。

(ii)　スクラム、

　ラインアウトスキルが劣るために反則をした側

やタッチにボールを出した側は、試合を再開する

ための権利を持つことはできない。

(iii)　フリーキック、

　ラインアウトやスクラムでの軽微な反則など、

相手のオプションを制限するものではあるが直接

的な影響がない場合をフリーキックとする。

(iv)　ペナルティーキック

　倒れ込みやオフサイドなど、ボールの争奪やプ

レーを継続させる場面で、相手のオプションを制

限することを意図としたプレーに対しては、ペナ

ルティーキックとする。

(v)　ペナルティートライ

　まさにトライを取られそうな場合に、トライを

妨害することを目的とした行為に対してはペナル

ティートライを与える。

(vi)　退場処分：重大な不正なプレー、またはその

後の不正なプレー、同じ反則を繰り返して行なう

場合などに適用する。

一貫／遵守／簡潔 Consistency / Compliance / 

Conciseness

　競技規則は、一般的な根本原理を示し、また相

互に首尾一貫した関連性を持つことが望まれる。

一方、トップレベルのプレヤーのプレーの質を向

上させるために考案されたものであっても、すべ

てのレベルで適用できるような実用的なものであ

ることが望ましい。

　競技規則は、ラグビーの自然な流れに即したも

ので、プレヤーが無理なく従うことができるよう

なものであるべきである。

　競技規則は、表現および体裁などの点で容易に

翻訳し理解できるような形で編纂されていること

が望ましい。

ルールブックの普遍性　Universality of the Law 

Book

　ラグビーの試合は統括団体である IRB によっ

て承認された１つのルールのもとでプレーされ

なければならない。年代別ラグビー (Age Grade 

Rugby) は、より高い安全性が求められ、それに対

応するために競技規則のいくつかの点に修正を加

えた統一的特別規則により行なわれなければなら

ない。
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　段階別の指導・練習内容例（この指導内容例は、第6、７章で示した考えを元にして作られたものですが、すべて同じではあ

りません。一つの参考資料です。低・中・高の学年に分かれていますが、練習の段階やプレーヤーの能力に応じて利用して下さ

い。）

 指導内容

・．

個人技能

1．ランニ

　  ング

 低　学　年

　        練習内容

・ピックアップ＆プッ

トダウン

Ａはボールを拾い上

げて走り、Ｂの手前で

プットダウンＢ以下繰

り返し

・競争

A,Bはスタートし〇で

ピックアップ●でプッ

トダウンし×でターン

し再び●でピックアッ

プし〇でプットダウン

しゴール

・スラロームラン

ボールの間をスラロー

ムする上達すればジグ

ザグ走に発展させる　	

中　学　年

  留意点

・周辺視	

と	

　集中視

・２がなん		

とかついて	

	行ける程度	

	に１は走る

・前を見て　

走る

・ポップパ　

ス

・当たらな　

い	

高　学　年

　　練習内容

・オンサイドゲーム

先頭●がボールを持っ

てスタートし自由に走

る、後続〇は●に対し

てオンサイドの位置を

保ちながらついていく

×の鬼に●がタッチさ

れたら●は後ろを向き

〇にパスし〇はトライ

を目指す、慣れれば人

数を増やし鬼の数も増

やす

・パスアンドサポート

　ＡＢＣＤ

ＡはＢにパスするやい

なやＤの外へサポー

ト次にＢはＣへパスし

同様にサポートし順に

Ｃ，Ｄと繰り返す

  留意点

・オンサイ		

ドの意識と	

	保持

・サポート

・スピン		

	ターン

・ダッシュ

・ストレー

　トラン

・ボールを　

見て走る

・１/２～　	

	３/４のス

	ピード

・程よい深　

さ

・左右実施	

・▽はコー　

スどりに　

変化をつ　

ける

・タッチし　

たら素早　

く攻撃す　

る意識　

・サポート

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

相
手
に
対
応
し
て
コ
ー
ス
や
ペ
ー
ス
を
変
え
ら
れ
る

   留意点

・ﾏｲﾎﾞｰﾙのｺｰ

　ﾙ

・ﾎﾞｰﾙは両手	

	で持つ

・腕振って		

走る

・プットダ		

ウンは片手

・ピック　　

アップは　

両膝を曲　

げ拾い上　

げる

・の発展型

・リレーに　

発展させ　

る

・足の内側		

と外側の使	

	い分け

・体重移動

・方向の変		

化

・スピード		

の変化

・膝の使い		

方	

目 

標
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
自
由
に
勢
い
よ
く
前
に
走
る
こ
と
が
で
き
る　

目 

標

目 

標

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

A

1

2

1

1
1

2

2

2

鬼

　練習内容

・シャドーランニング

　

　　　　

　　　　　

　　

　

２人１組になり１は自

由に走り２はその後ろ

をついていく、自分の

マークを確認しながら

全体を見て他の人と当

たらないように走る

・直線交差・

対角に走りこむ

ボールのうごき プレーヤーのうごき ボールを持ったプレーヤー
のうごき



80

 指導内容
 低　学　年

　        練習内容

中　学　年

　練習内容   留意点

高　学　年

　　練習内容   留意点

目 

標

目 

標

目 

標   留意点

・逃走

ＡはＢにタッチされな

いようにゴールを目指

してかけ抜ける、慣れ

ればＡはボールを持

つ、またＢはＡをつか

まえる。

・１対１の抜き合い

ＡとＢが向き合いボー

ル保持しているＡが捕

まえに来るＢをかわし

てゴールを目指す	

　

AB

・Ａが成功		

するように	

	Ｂとの距離	

	を考慮する

・接近

・間合い

・逃走

・直線交差・

対角に向かってダッ

シュし●でストップ

の後再びダッシュし

ショートパスをする

・抜き合い

アタッカーはデフェン

ダーをかわしてトライ

する	

　

・ダッシュ　

からの停　

止と停止　

からの　

　ダッシュ

・当たらな

　いように

　コース・　

ペースを　

変える

・アタッ	

　カー、イ、

　ロ、ハ、　

　デフェン

　ダーは　

　Ａ、Ｂ、　

　Ｃ、Ｄと　

変化させ　

る

・サイドス　

テップ

・スワ-ブ

・チェンジ　

オブペー　

ス

・接近

・逃走	

・プレッシャーアンド

　カバー

　　　

　　　

　　　

　　　　　　

〇はオープンに展開し

▽は〇にタッチした

所でマイボールになり

ターンオーバーしア

タックを仕掛ける

・２対１＋１

ＡはＣをひきつけＢへ

フラットパス、ＢはＤ

のの位置に対応してラ

ンニングコースを考え

てパスをもらう	

・▽はコー　

スどりに　

変化をつ　

ける

・タッチし　

たら素早　

く攻撃す　

る意識　

・サポート

・Ｄの位置　

とスター　

トに変化　

をつける

・ＡとＢの　

コミュニ　

ケーショ　

ン

イ ロ ハ

A

B

C
D E

F

A

B

CD
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 指導内容
 低　学　年

　        練習内容

中　学　年

　練習内容   留意点

高　学　年

　　練習内容   留意点

目 

標

目 

標

目 

標   留意点

・スタンディングパス

　　　　　　

横に3人並びパスし５

往復で中央の者は交替

する、また可能な範囲

で距離を変える

・スクェアーパス

（パスアンドフォロー）

　

　　　　　　　

ＡはＢへパスと同じに

走る、Ｂは以下Ａと同

様

・三角パス・カット

　　　　

　　　　　

　　　　

Ａ，Ｂ，Ｃは三角に立ち

パス、中央の鬼はパス

をカットすれば交替	

・ハンズ　	

　アップ

・ボールか

　ら目を離

　さない

・レシー　

　バーを見

　る

・腕のスィ

　ング

・キャッン

　グ

・左右実施

・内向き

・外向き

・コール

・早いパス	

・ラウンドパス

　　　

　　　　　　　

　　

4人がグリッドに入り

自由に走りながらパス

1回２０秒程度

・ランニングパス

　　

ランニングパスをする

・２対１

　　

ＡはＣを引きつけてＢ

へフラットパス	

・パスイン　

フロント

・コーリン　

グ

・ヒヤリン　

グ

・ストレー　

トラン

・早いパス　

ワーク

・レシバー

　はパッ　

　サーの背

　番号が見

　える位置

・両手でレ　

シーブ

・ＡはＣを　

良く見て　

向っいく　

気持ち

・パスのタ　

イミング	

	

・とばしパス

ＡはＢをとばしてＣへ

パス、ＤはＣをとばし

てＢへパス

・ループ

ＡはＢへパスしＢの後

ろをループしパスをも

らいＣへパス

・スイッチパス

ＡはＢよりスイッチパ

スを受けＣへ、ＣはＤ

とスイッチしＡに戻す

・とばされ　

る者は手　

を差し出　

してコー　

ルする

・パスは順　

番に投げ　

るのでは　

なく良い　

ポジショ　

ンにいる　

人に投げ　

る意識

・レシーバ　

は浅く

・一人二役　

でマーク　

をはずす

　

・パスは十　

分に上体　

をひねり　

ボールを　

隠し、レ　シ

バーの　進

行方向　に

ポップ　パ

ス

・攻撃の方向

を変える	

2．

ハンドリ

ング

静
止
し
て
い
る
者
へ
の
パ
ス
が
で
き
る
が
で
き
る　

動
い
て
い
る
者
へ
の
パ
ス
が
で
き
る
が
で
き
る　

多
様
な
パ
ス
が
で
き
る　

B

A

C

D
E

B C

D

B
C

DB C

B

C

DB C

B C

DB C
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 指導内容
 低　学　年

　        練習内容

中　学　年

　練習内容   留意点

高　学　年

　　練習内容   留意点

目 

標

目 

標

目 

標   留意点
　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
キ
ッ
ク

・パントキック

最初はボールを横にし

てボールの腹をキック

しコツをつかめばしっ

かりミートする。

	

・ボールの　

持ち方

・ボールを　

見る

・軸足の踏　

み込み

・蹴り足の　

振り上げ	

・ボールを　

正確に落　

す

・足首を伸　

ばす

・脚の振り　

上

・蹴り足の　

運び

・フォロー　

スルー

・キャッチ　

ング

・コント　

　ロール

・能力に応　

じてマー　

カーの位　

置を変え　

る	

　

・キックの　

コント　

　ロール

・ボールの　

再獲得

・キックパ　

スのイ　

　メージ

・守備側は　

蹴られる　

までダイ　

ヤモンド　

に入らな　

い

3．

キッキング

　

ミ
ー
ト
が
で
き
る　

　

方
向
性
が
安
定
す
る

B

・ショートパント

自分でキックしたボー

ルをキャッチ、慣れれ

ば走りながら行う

・キックゲーム・

　　　　　　

　　　

　　　　　

　　　　

　

　　　

　　　

攻撃側はHからボール

を蹴り、１塁に置いて

あるボールをピック

アップしダイアモンド

を一周する、守備側は

ボールを受け、パスで

全員がつないでホーム

へ運ぶ、どちらが早い

か競う、ゲームの習熟

度に応じて人数を変え

る	

	

2

3 H

1

・コントロールされた

　パントキック

　　

１対１で４ｍ四方のエ

リアで向き合ってその

中に蹴り込む

・キックゲーム・

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　

　

　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　●

キッカー●はキックと

同時にマーカーを廻っ

てホームまで戻る、〇

はキックを受けた者が

先頭になり一列に並

ぶ、どちらが早いか競

う、習熟度に応じて人

数を変える	
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 指導内容
 低　学　年

　        練習内容

中　学　年

　練習内容   留意点

高　学　年

　　練習内容   留意点

目 

標

目 

標

目 

標   留意点

相
手
に
当
た
っ
て
集
団
で
ボ
ー
ル
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

回
転
運
動
・
身
体
接
触

相
手
に
当
た
っ
て
ボ
ー
ル
を
活
か
す
・
相
手
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る

・前まわり

・後ろまわり

・横まわり

・駒まわり

足裏を合わせて座り、

つま先を持って膝の方

向に回転する

・輪の中の雄牛

3人が手をつないだ中

に１人が入り、外に出

ようとする、３人はそ

れを防ぐ

・押し相撲

・１対１のボールの奪

い合い	

・ヘッド　

ギヤ着　

用

　

・倒れる　

方向

・足を前　

に運ぶ

・腕だけ　

でなく　

体を使　

う	

・スクリーンパス・

AはCに当たりBにスク

リーンパス、Bはライン

まで走り、反転して今

度はボールキャリアに

なる

・スクリーンパス・

DはAと同時にスタート、

BはDのいない方向へア

タック

・ワインディング

・と同じ要領	

B

C

B

C

D

ボールキャ

リア

・ボールは　

両手で持　

つ

・ショル　

　ダーコン

　タクト

・相手から　

ボールを　

遠ざける

・ドライブ

サポートプ

レーヤー

・浅くなら　

ない

・声を出す

・身体で　

　ボールを

　取る

・前に突き　

ぬける

・状況判断

・ボールを　

もぎ取る　

（リップ）

・肩を押し　

こみなが　

ら	

・モール

ＡはＥに当たる、Ｅは

ボールを抱え込む、Ｂ

はボールに入る、Ｃは

ボールが相手に見えな

いようにＢにウェッジ、

ＤはＢよりボールを受

けＦに当たる

・ハンドラック

・と同じ要領でＡはＥ

に当たり押しこみなが

らボールを置く、Ｂ、Ｃ

はその後ろからウェッ

ジを組み押しこむ、Ｄ

は残ったボールをピッ

クアップしＦに当たる	

B C

D

E

F

・Ａはモー

　ルと　

　コール

・Ｂ，Ｃは　

内側の足　

が前にな　

るように　

入る

・絶えずド

　ライブ

・Ａはラッ

　クとコー

　ル

・Ｂ、Ｃは　

押し切っ　

てボール　

を残す

	

4．

コンタクト
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 指導内容
 低　学　年

　        練習内容

中　学　年

　練習内容   留意点

高　学　年

　　練習内容   留意点

目 

標

目 

標

目 

標   留意点
　

動
い
て
い
る
相
手
を
倒
せ
る

　

タ
ッ
ク
ル
の
基
本
姿
勢
を
身
に
つ
け
る

　

タ
ッ
ク
ル
の
基
本
動
作
に
な
れ
る

5．

タックル

・１対１の膝つきタッ

クルの基本姿勢

（静止した状態）

2人1組1人は立ち、もう

片方が膝をつき立って

いる人のお尻にタック

ルへ入った姿勢をとる、

コーチはそばにいて基

本姿勢をチェック	

	

同等の体格のペアーで

行う

芝生上若しくは砂場等

柔らかい場所

・膝のサ　　

ポーター　

や長いズ　

ボンなど

・ヘッド　　

キャップ

・あごをあ　

げ目をあ　

ける

・背中を

　真っ直ぐ

・頭の位置

・バインド

・左右実施

・膝つきタックル

・サイドタックル

・フロントタックル

・リアタックル

コーチは必ずそばにつ

き基本姿勢をチェック	

同等の体格のペアーで

行う

芝生上若しくは砂場等

柔らかい場所

・頭の位置

・腕の締め

・前を見る

・背中を　　

真っ直ぐ

・バインド

・左右実施

・タックル　

を受ける　

者もあご　

を引き背　

を丸めて　

安全に倒　

れる	

・タックル

・サイドタックル

　　

ＡはＢにタックル

・フロントタックル

　　　　

　　　　

ＡはしゃがんでＢを待

ちうけてタックル

・リアタックル

Ａは横を通過して行く

Ｂにタックル	

同等の体格のペアーで

行う

芝生上若しくは砂場等

柔らかい場所

B

B

B

・歩く→小　

走りと段　

階的

・踏み込み

・右肩と右　

足

・左肩と左　

足

・ドライブ

・相手の力　

を利用す　

る

・腰にパッ　

クした後　

に下方に　

ずらす	
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 指導内容
 低　学　年

　        練習内容

中　学　年

　練習内容   留意点

高　学　年

　　練習内容   留意点

目 

標

目 

標

目 

標   留意点
　

ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
組
織
的
な
プ
レ
ー
が
で
き
る

　

ユ
ニ
ッ
ト
の
役
割
を
理
解
し
プ
レ
ー
で
き
る

・．

集団技能

1．ＦＷ

（ボール

ターゲッ

ター）

・１対１の膝つきスク

　ラム

習熟すればお互いを支

え合って立ちあがる、

必ずコーチがそばにい

てチェック

同等の体格のペアーで

行う

・３対３のスクラム

４段階（クラウチ・タッ

チ・ホールド・エンゲー

ジ）で組む、必ず両側に

コーチが立ちチェック

無理に頭を入れる必要

はないが基本姿勢の習

得を目指す

同等の体格のペアーで

行う

・スローイング・キャッ

チング

　　　　　　　

　　　３～８ｍ

Ａ、Ｂ間でラインアウ

トの要領でスローイン

グとキャッチングを繰

り返す、慣れればジャ

ンプしてキャッチ

B

・足の巾は　

肩より広　

く

・バインド

・お尻より　

肩が下

　がってな

　いか

・組む前に　

互いを見

　る

・目は開け　

る

・背中は　　

真っ直ぐ　

（真上か　　

ら見て）

・フッカー　

はオー　

　バーバイ

　ンド

・膝は柔軟　

に曲がっ　

ているか

・相手とバ　

インド

・フットポ　

ジション

・スローイ　

ング

・キャッチ　

ング

・足の位置　

とかまえ

・着地	

・スクラム

プッ　→　○○○

　ター　△△△

　　　　　↓パッサー

　　

・フッキング

チャンネル１

・ラインアウト

　　

　

　

　　　３ｍ　　　８ｍ

並んでいる者はすべて

キャッチャー	

・フラット

　なフッ

　トポジ

　ション

・ボールの　

投入

・足の裏で　

フッキン　

グ

・正しい　　

チャンネ　

ル

・スローイ　

ンはトー

　ピードス

　ロー

・両手で　　

キャッチ

・高い位置　

でキャッ　

チ

・ジャンプ　

と着地

・ジャン

　パーへの

　サポート
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 指導内容
 低　学　年

　        練習内容

中　学　年

　練習内容   留意点

高　学　年

　　練習内容   留意点

目 

標

目 

標

目 

標   留意点

2、ＨＢ ・ＳＨのパス

・ストレートパス

　　

　　

　　　　　　　

Ａ、Ｂはオープンに向

き合い置かれたボール

をパスしあう

・ピポットパス

　　

Ａ、Ｂはブラインドに

向き合う

・スタート

	

・ボールを　

持ち上げ　

ない

・軸足近く　

でボール　

をとら　　

え、他方　の

足はパ　ス

する方　向

にひら　く

・左右実施

・踏み込み　

と足の開　

き

・ＳＯのス　

タートの　

タイミン　

グはＳＨ　

がボール　

を持った　

とき

	

・ＳＨのパス

・ダイブパス・

オープンに向き合う

・ダイブパス・

ブラインドに向き合う

・スピンパス

・プッター・パッサー

　　

　　　　　　

　　　　　　

プッター・パッサーと

ＳＯとの連携	

	

・足のけり

・腰の振り

・相手を見　

る

・後ろの手　

でボール　

をロール

・プッター　

の早い戻　

り

・素早い　　

フッキン　

グ

・ＳＯのス　

タート

・プッター　

の走る　　

コースの　

判断	

B

B

S
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 指導内容
 低　学　年

　        練習内容

中　学　年

　練習内容   留意点

高　学　年

　　練習内容   留意点

目 

標

目 

標

目 

標   留意点

3、ＢＫ ・３対２

　　　

　　　　　　　

　　　

　

防御側の位置をかえて

プレッシャーをかける

・５ー４ー３

　　

　ＳＨ　

　　　ＳＯ　

　　　　　ＣＴＢ　

　　　　　　　ＷＴＢ

オープンに展開してＷ

ＴＢでプットダウン、

逆方向にメイクライン

して展開する。

１回目5秒、2回目4秒、3

回目3秒でボールだし

する

・３対３の攻防

　　

　　

　ＳＨ　

　　　　　　

同人数で仕掛ける	

・プレッ　　

シャー

・1人フ　　

リーのプ　

レヤーを　

つくりだ　

す

・素早いメ　

イクライ　

ンと展開　

のリズム

・ゲインラ　

インと　　

タックル　

ライン

	

	

・ＦＢ役の　

参加の位　

置とタイ　

ミングを　

変える

・攻撃側は　

ギャップ　

を見抜く

・デフェン　

ダーは相　

手に向っ　

て出て行　

く

・プレッ　　

シャー

	

・５ー４ー３

　

　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　

　　　

ＦＢ役のライン参加を

含める

・３対２

　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　

○、×同時にスタート

してマーカーを廻って

攻防

・２＋１対１

　　　　　　　　

　　　

　　　　　　　

　

　　　　　	

FB

SH
SO

CTB
WTB
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 指導内容
 低　学　年

　        練習内容

中　学　年

　練習内容   留意点

高　学　年

　　練習内容   留意点

目 

標

目 

標

目 

標   留意点

・９人制ミニ・ラグ　　

ビー

（高学年ルール）

　　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　

　　

　

ミニ・ラグビーのルール

・セットプレーからの

攻防

・ドロップアウトから

の攻防

・Ｐ・Ｋからの攻防

・キックによる攻防

・サイド攻撃

ミニ・ラグビーを理解

しその上で多彩な発想

でプレーする	

・ハンドリ　

ング

・ランニン　

グ

・コンタク　

ト

・キッキン　

グ　

・ボール獲　

得

・前進

・支援

・継続

・圧力

・再獲得	

　

組
織
的
な
ゲ
ー
ム
が
で
き
る

　

簡
単
な
ゲ
ー
ム
が
で
き
る　

　

や
や
組
織
だ
っ
た
ゲ
ー
ム
が
で
き
る

・．

ゲーム

・ロブザネスト

各コーナー1名がグリッ

ドの中央のボール（７-

９個）をどれだけ時間

内に運べるか競うが、

中央のボールが無くな

れば各コーナーのボー

ルを奪いにいっても良

い、ただし1回に1個し

か運べない、●はどの

コーナーのボールを奪

いにいくかコーリング

・オープンゲーム

１対１の抜きあい

　　

	

・周辺視と　

集中視

・ボールの　

争奪

・コーリン　

グ

・ヒヤリン　

グ

・ゲーム　　

メーカー　

の判断　　

（だれが　　

最もトラ　

イできる　

位置にい　

るか）

・パスワー　

ク

	

・コーナーボール

　　

×（鬼）はグリッドの中

を自由に逃げる、○は

パスしながら×を追い

込みボールを×にタッ

チする、ボールを持っ

た者は動けない（ポジ

ショニングとパスを駆

使して鬼を追い込む）

・エンドボール

　　　　

　　

　　　　

　　　　

インゴールにいる味方

にパスすれば得点、ど

の方向にパスしてもよ

いしボールを持って

走ってもよい、タッチ、

ノッコンは相手ボール

のフリーパスで再開	

・ポジショ

　ニング

・コミュニ

　ケーショ

　ン

・正確で素

　早いパス	

プ
ッ
タ
ー

パッサー

SO

FB

CTB

WTB

P PH
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 指導内容
 低　学　年

　        練習内容

中　学　年

　練習内容   留意点

高　学　年

　　練習内容   留意点

目 

標

目 

標

目 

標   留意点
　

組
織
的
な
ゲ
ー
ム
が
で
き
る

　

簡
単
な
ゲ
ー
ム
が
で
き
る　

　

や
や
組
織
だ
っ
た
ゲ
ー
ム
が
で
き
る

ＳＨからパスを受けた

者はパスをせずに相手

を抜きにいきトライを

ねらう、相手にタッチ

されたら直ちにボール

をその場に置くＳＨは

どちらかの選手にパス

しゲームを続ける

・5人制タッチラグビー

（腰にタッチ）

・5人制ミニ・ラグビー

（低学年ルール）

　　

簡単なゲームによりラ

グビーのイメージをつ

かみ楽しさを感じる　

　

	

・スペース

・走りなが　

らのパス

・キャッチ

・ゲームの　

テンポ

・前進　　　

（ボールを　

持って元　

気良く走　

る）

・相手をか　

わす

・積極的に　

参加	

	

・7人制ミニ・ラグビー

（中学年ルール）

　　　　　　　

　　　　　　

　　　

	

ＦＷ・ＨＢ・ＢＫの役割

の理解とそれにともな

うプレーパターンを身

につける	

・ポジショ

　ニング

・ハンドリ　

ング

・ランニン　

グ

・コンタク　

ト

・前進

・支援

・継続

・態　度	 ルールやマナーを通してフェアプレーの態度を学ばせる

・9人制ミニ・ラグ　　

ビー

・ハンドリ　

ング

（改訂　北畑　幸二）
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ブロンズアワード（２年生以下対象）

テスト１　ボールコントロール

Ａ　頭まわし

・ボールを頭に近接してまわす。

・右回り５回、左回り５回行う。

・落とさずにできたら合格。

　用具：ボール１

Ｂ　腰まわし

・ボールを腰のまわりでまわす。

・右回り５回、左回り５回行う。

・落とさずにできたら合格。

　用具：ボール１（10sec）

Ｂ　足首まわし

・両足を揃えた状態で、

　ボールを足首のまわりでまわす。

・右回り５回、左回り５回行う。

・落とさずにできたら合格。

　用具：ボール１

テスト2　ボールを持ってのシャトルラン

・ボールを両手で持つ。

　グリッドのライン上からスタート。

・反対側のラインまで行ったらボールを地面に

　つけ、

　スタートラインに戻る。

　トップスピードで５往復連続して行い、

　正しくできたら合格。

　グリッド６ｍ

　用具：ボール１

テスト3　高いボールのキャッチング・ボール

を両手で持ち、自分の背の高さより

　高く投げ上げキャッチする。

・５回行い一度も落とさなければ合格。

　用具：ボール１

テスト4　ゴールキック

・実施しない。

スキルアワード
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テスト5　スクラムハーフのパス（スタン

              ディングパス）

・２人一組で行う。

・一人がパッサーもう一人がレシーバーとなり

　グリッドの向かい合う線の一歩内側に入る。

・レシーバーはパッサーの方を向き、一方

　パッサーはレシバーに対して横向きとなる。

・ボールを出す指導者とパッサーはお互いに向き

合　う。

・モールからのボール出しのように指導者がボー

ル　をパッサーに出す、パッサーは出されたボー

ルを　受け、レシバーにパスする。

・右へ３回、左へ３回行う。

　（指導者が位置を変える）

・すべてのパスがノーバウンドで

　レシバーにボールが届けば合格。　　

　グリッド：６ｍ　　　

　用具：ボール１

テスト６　正確なキック

・ボールを自分の手から落としてキックする。

・右足で３回、左足で３回行う。

・すべてのキックが前に飛べば合格。

   用具：ボール１

テスト7　ハンドリング

・2人一組で行う。

・グリッドのコーナーから内側２ｍのライン上に

　指導者がボールを持って立つ。

・プレーヤーはトップスピードで走り込んでパス

　を受け、グリッドの反対側のラインに到達する

　までにパートナーへパスする。

・右へ３回、左へ３回行う。

・すべてのパスがうまくできれば合格。

　グリッド６ｍ　　

　用具：ボール１

テスト８　タックル（膝付き）

・膝付きのサイドタックルを行う。

・右へ３回、左へ３回行う。

・頭をおしりの下側につけしっかりバインドする。

・すべて正しくできれば合格。

テスト９　スポーツマンシップ
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Ｂ　胸の前での手打ち持ち変え

・直立した状態で、両手を胸の前にまっすぐ伸ば    

   してボールを持つ。

・ボールを離し（投げ上げない）、ボールの上方で　

手を叩き、ボールが地面に着く前にすばやく　　

　キャッチする。

・５回連続して行う。

・落とさずにできたら合格。

　用具：ボール１

テスト１　ボールコントロール

Ａ　股間で８の字まわし

・肩幅より少し広い程度に足を開く。

・ふくらはぎの周りと股間で８の字を書くように

　　ボールをまわす。

・前から後ろへ５周、後ろから前へ５周行う。

・落とさずにできたら合格。

　用具：ボール１

シルバーアワード（３、４年生対象）

テスト２　ボールを持ってのシャトルラン

・ボールは必ず両手で持ち、ボールを正しく置く。

　（落としたり投げたりしない）

・不正確なピックアップ（ノックオン）や不正確な

　ダウンボール地面に押しつけない）は失敗とし

て　数える。

・トップスピードで５回行い、５回とも連続して正

　しくできたら合格

　グリッド：6ｍ×２

　用具：ボール　１、マーカー又は旗　1

テスト3　高いボールのキャッチング

・クロスバーより高く投げ上げたボールをキャッ

チする。

・５回行いすべて成功したら合格。

　用具：ボール　１、　ゴールポスト一式

ピックアップ　→ ダウンボール

←ピックアップダウンボール
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テスト４　ゴールキック

・ゴールの手前１５ｍの位置からゴールに向かっ

て　キックする。

・どんなキックでもよい。

・５回蹴って３回成功すれば合格

　用　　具：ボール１　ゴールポスト一式

テスト５　スクラムハーフのパス（スタン　　

ディングパス）

・２人一組で行う。

・一人がパッサー、もう一人がレシーバーとなり、

　グリッドの向かい合う線上にパッサーとレシー

　　バーが立つ。

・レシーバーはパッサーの方を向き、一方パッサー

　はレシーバーに対して横向きとなる。

・ボールを出す指導者とパッサーはお互いに向き

合　う。

・モールからのボール出しのように指導者がボー

ル　をパッサーに出す。

・パッサーは出されたボールを受け、レシーバーに

　パスする。

・右へ３回、左へ３回行う（指導者が位置を変える）

・すべてのパスがノーバウンドでレシーバーにボー

　ルが届けば合格。

　　（注：距離が伸びた以外はブロンズと同じ）

　グリッド：6ｍ

　用　　具：ボール1

テスト６　正確なキック

・Ａは４ｍ四方の目標地域にダイレクトにボール

が　落ちるようにパントキックをする。

・５回行って３回目標地域に落ちたら合格。

　用具：ボール１　

15ｍ

4ｍ

4ｍ

4ｍ

4ｍ
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テスト９　スポーツマンシップ

テスト８　タックル（サイドタックル）

・２人一組で行う。

・Ｂは両手でボールを持って図示したように歩く。

・ＡはＢにサイドタックルをする。

・Ｂは起きあがり、グリッドの端まで歩き、そこで

　ターンしてまた歩いて戻る。

・Ａも起きあがり、スタート地点に戻り、またＢを

　タックルする。

　頭をお尻の下側につけしっかりバインドして倒

さ　なくてはならない。

・左右交互に３回づつ行い、すべて正しくタックル

　できたら合格。

　グリッド：　６ｍ

　用　　具：　ボール１　

テスト７　ハンドリング

・２人一組で行う。

・Ａ，Ｂ同時にスタートする。

・Ａは最初のグリッド内でＢにパスし、Ｂは次のグ

　リッド内でＡにパスを返す。

　グリッドの端まで行ったらターンして同じこと

を　繰り返す。

　トップスピードで走り、スローフォワード、

　キャッチミスをしない。

　４往復正確にできれば合格。

　グリッド：　６ｍ×２

　用　　具：　ボール１　

B

B



95

ゴールドアワード（５、６年生対象）

テスト１　ボールコントロール

Ａ　股間でのボールの持ちかえ。

・肩幅より少し広い程度に足を開く。

・右手を前、左手を後ろにして股間でボールを持　

　つ。この状態でボールを離し（ボールを浮かして

　もよい）、ボールが地面に着く前に両手を入れ替

　えてすばやくキャッチす　る。

・６回連続してボールを持ち替え、落とさなければ

　合格。

　用　具：ボール１

Ｂ　スネの前後でのボール持ちかえ

・肩幅程度に足を開く

・膝を軽く曲げ、スネの前で両手でボールを持つ

・この状態でボールを後ろに浮かせすばやく両手

で　キャッチする。

・このボールをただちに前方に浮かせ両手でキャッ

　チする。

・６回連続してボールを持ち替え、落とさなければ

　合格。

　用　具：ボール１

Ｃ　背中キャッチ

・両手でボールを持って立つ。

・頭越しにボールを投げ、背中でボールをキャッチ

　する。

・キャッチしたら、その状態からボールを前に投　

　げ、これをキャッチする。　これを繰り返す。

・３回連続して行い、落とさなければ合格。

　用　具：ボール１

テスト２　ボールを持ってのシャトルラン

・ボールは必ず両手で持ち、ボールを正しく置く　

　（落としたり投げたりしない）

・不正確なピックアップ（ノックオン）や不正確な

　ダウンボール（地面に押しつけない）　は失敗と

　して数える。

・トップスピードで５往復連続して行い、正しくで

　きたら合格。

　グリッド：　８ｍ×２

　用　　具：　ボール１、マーカー又は旗　２

ピックアップ

ダウンボール
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テスト３　高いボールのキャッチング

・クロスバーを越えるようにボールを投げ上げ、

　　キャッチする。

・５回連続して行い、落とさなければ合格。

用　　具：ボール１、ゴールポスト一式

テスト４　ゴールキック

・２２ｍラインの中央から、パントキックかドロッ

プキックかプレースキックのいずれかで行う。

・５回蹴って３回成功したら合格。

　用　　具：　ボール１、ゴールポスト一式

テスト５　スクラムハーフのパス

・２人一組で行う。

・一人がパッサー、もう一人がレシーバーとなる。

・ライン上にあるボールを、２本の旗の間の真後ろ

　に立っているレシーバーに投げる。

・パスの高さは、レシーバーの腰と頭の間でなくて

　はならない。

・右へ３回左へ３回行う、すべて正しくできたら合

　格。

　グリッド：　８ｍ

　用　　具：　ボール１、旗　２

テスト６　正確なキック

・Ａは４ｍ四方の目標地域にダイレクトにボール

が　落ちるようにパントキックをする。

・５回蹴って３回目標地域に落ちたら合格。

　チャンネル：　４ｍ×４

　用　　具：　ボール１、旗　２

4ｍ

8ｍ

4ｍ

4ｍ

22ｍ

8ｍ
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テスト８　タックル（サイドタックル）

・２人一組で行う。

・向かい合うグリッドのラインの中央で２人が向

き　合う。

・タックルされる者は２、３歩前進ののち、予め決

　められたコーナーに向かって進み、タックルす

る　者はこれをタックルする。

・左右交互に３回ずつ、小走りで行う。

・すべてのタックルが正確にできたら合格。

　グリッド：　８ｍ

　用　　具：　ボール１

テスト９　スポーツマンシップ

テスト７　ハンドリング

・３人一組で行う。

・トップスピードで走り，Ａ，Ｂ，Ｃ，同時にスター

　トする。

　ＡからＢへ、ＢからＣへパスする。

・ＡはパスしたらすぐフォローしてＣからパスを

も　らいトライする。

・スローフォワード、ノックオンをしない。

・Ａが左右３回（1往復半）行ったら、Ｂがフォロー

　するプレーヤーになり、

　その次はＣがフォローするプレーヤーになる。

・左右３回（１往復半）連続し得正確に行えれば合

　格。

　グリッド：　８ｍ

　用　　具：　ボール　１

B C



98

ボールコントロール

ボールを持ってのシャトルラン

高いボールのキャッチング

ゴールキック

スクラムハーフのパス

正確なキック

ハンドリング

タックル

スポーツマンシップ

GoldSlverBronze

実施日　　　　　　　　　　

年　　月　　日（　　曜日）

氏　　名　　　　　　　　　　　

年　　齢（学年）　　　　　　　　

評価　　　　　　　　　　　　　

ボールコントロール

ボールを持ってのシャトルラン

高いボールのキャッチング

ゴールキック

スクラムハーフのパス

正確なキック

ハンドリング

タックル

スポーツマンシップ

GoldSlverBronze

実施日　　　　　　　　　　

年　　月　　日（　　曜日）

氏　　名　　　　　　　　　　　

年　　齢（学年）　　　　　　　　

評価　　　　　　　　　　　　　
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スキルアワード実施のためのグラウンド配置例

１

５

２

６

３

７

４

１

２

５２

６
３

７
４

１

８

３

４

５

６ ７

８

１

4ｍ

4ｍ 8ｍ 4ｍ

8ｍ

8ｍ 16ｍ 8ｍ 8ｍ

8ｍ

8ｍ

22ｍ

ブロンズアワード

シルバーアワード

ゴールドアワード

１．ボールコントロール

２．ボールを持ってのシャトル

　　ラン

３．高いボールのキャッチング

４．ゴールキック

５．スクラムハーフのパス

６．正確なキック

７．ハンドリング

８．タックル

９．スポーツマンシップ

6ｍ

6ｍ

12ｍ 6ｍ 6ｍ

4ｍ

12ｍ
12ｍ

6ｍ

4ｍ 4ｍ 4ｍ

10ｍ

15ｍ

6ｍ

6ｍ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和 54 年 7 月 20 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ラグビーフットボール協会

　　　　　　　少年ラグビースクールの指導について「通達」

　少年ラグビースクールの生徒 ( 父兄 ) にできるだけ経済的負担をかけないよう配慮さ
れたい
(1) 金のかかる行事の企画をしないこと
(2) 父兄、父兄会との金のかかる相談事に参画しないこと。
(3) グラウンドに於ける服装は質素にして低廉なる物を奨めること。
(4) 遠征の計画、実施は ( 協会主催の大会参加は例外 ) 日帰りの範囲を越えないこと。
(5) 海外への遠征は申請がなされても地域協会が許可しない。
(6) 夏合宿を計画する場合は涼しい場所を選んで , ラグビー以外の金のかかる行事を避
け、　できるだけ簡素にすること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成元年 9 月 13 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ラグビーフットボール協会

　　　　　　少年ラグビー ( 小学生 ) の交流についての「通達」

　標記について下記のとおり通達致します。貴協会管下各都道府県協会を通じ各チーム
に徹底を図って下さい。

　ラグビースクールを中心とした少年ラグビーの団体は、全国で 280 を越えるに至り、
その発展には目を見張るものがある。また、最近では、小学生がその年代にふさわしい
ラグビーを楽しんセいるととは、大変喜ばしいことである。
　少年たちがラグビーを通して、心身を鍛え、またラグビーを通じて交流しあうことは
誠に好ましいことである。しかし、一方、過度に競争的になり余り、発育期の大切な時
期に障害をきたしたり、あるいは交流の過度が過ぎて父兄に過度な経済的負担をかける
ようであれば、それは大いに問題である。
　最近少年ラグビー ( 小学生 ) の交流に関して、過去の通達と相まって若干の混乱が生
じているように思われる。そこでここに改めて通達するものである。
1. 隣接県を越えて交流は行わない。
2. 隣接県との交流の際には、必ず所属協会に事前に届け出る。
3. 協会主催の交流試合、大会等はこの限りではない。
4. 海外遠征は認めない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

財団
法人

財団
法人
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 2 年 2 月 16 日

都道府県コーチソサエテイ委員長　各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ラグビーフットボール協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーチソサエティ委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江　田　　昌　佑

　　　　　　　　　ミニ・ラグビーレフリーの認定について

　先の全国コーチソサエティ委員長会議の席上で述べたように、ミニ・ラグビーのレフ

リーは都道府県コーチソサエティがその養成及び認定に当たることになっていますが、

その具体的な方法について以下のように行うこととします。

1.　1 時間程度のレフリングに関する講義

2.　1 時間程度のコーチングに関する講義

3.　1 時間程度の安全対策に関する講義

4.　レフリング実技 ( 実技試験を兼ねる。異なった年齢グルーブに対して最低 2 試合レ

フ

　リングすることが望ましい。)

　ミニ・ラグビーレフリーとして認定された者には認定証が与えられますが、その認定

証は全国共通のものを三地域協会に備え付けますので、必要に応じて当該地域協会に請

求願います。また各都道府県協会は認定証を与えた者の氏名、所属を必ず記録し、当該

地域協会に報告して下さい。

　本年 4 月より施行するミニ・ラグビーの競技規則 ( 改訂版 ) を同封します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

財団
法人
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　　　　　小学生プレヤーのショルダーパッドについての「通達」

　最近、小学生プレヤーがショルダーパッドを着用して試合に臨む姿が目に付くようになって

きました。日本ラグビーフットボール協会として小学生プレヤーがショルダーパッドを着用す

ることの是非を検討した結果、以下の理由からこれを禁止することとしました。

(1)　安全上問題がある

　筋力や技術の未発達な子どもが、ショルダーパッドをつけているから安全であるという安心

感から、自己の能力を超えた勢いでコンタクトやタックルに向かうことで、かえって肩、頸部、

頭部のケガを引き起こす可能性がある。コンタクトやタックルを受ける相手にとっても危険で

ある。これは体格、体力成熟度に差が大きい小学生期では無視できない問題である。（「現在使

用されているヘッドキャップ、ショルダーパッドでは、擦り傷や切り傷のような軽微なけがは

予防できても、脳しんとうや骨折・脱臼といった重傷事故を防ぐものにはならない」という指

摘がある。）

(2）　技術習得上問題がある

　ショルダーパッドをつけているという安心感から、勢いだけでタックルをすることは、安全

で正しいタックル技術を習得する妨げになる可能性がある。

(3）経済的な負担を生じる

　ショルダーパッドを購入するということは、保護者に対し新たに数千円の出費を強いること

になる。

（4）　IRB 及び世界の動向

　パツド類の使用については、IRB のメディカルコミッティの下にワーキンググループを設置

し、2000 年 10 月に報告書を出すべく、調査・研究を行うことが決まっているが、最近のパッ

ド類の乱用を憂慮する声も強く、規制が強化される可能性がある。IRB の方針が出てから、日

本協会として新たな判断をする必要が生じるかも知れないが、現段階では禁止するほうが得策

と考えられる。また、小学生期のプレーヤーがショルダーパッドをしている例は日本以外見あ

たらず、他の国々では着用の必要性を感じていないというのが現実である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　機関誌 2000 年 3 月 25 日号　　　第 49 巻　　6 号
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編集後記

　2001 年度、日本ラグビーフットボール協会小学生・ラグビースクール委員会において、「ミ

ニ・ラグビー指導の手引き」の改訂が提案され早速内容の検討が行われました。詳細にわたり種々

検討し、その検討内容に基づいて原案の作成を行うこととなりました。その際、その大半部分

の改訂原稿を担当されました川島淳夫氏の努力には敬服いたします。

　また、練習の実際例として改訂作業を担当された北畑幸二氏は生みの苦しみをされました。

その跡が原稿の端々に残されております。

　今回マネジメントの章についても内容を膨らませました。現行クラブの発展を図ることは当

然の事ながら、新たなクラブづくり仲間づくりの展開も視野に入れました。

　「ミニ・ラグビー指導の手引き」の在庫が無くなり、各方面から改訂の要望があり早急に発行

をと作業をして参りましたが、当初予定より半年ほど遅れることとなりましたことは、編集作

業を担当しました者の能力のなさとお許しいただければ幸いです。

　今回の改訂版で示された練習例は、今後カード化することも予定しています。練習の場にカー

ドを持ち込み、組み合わせることにより内容の充実が期待できるのではと思っています。

　この指導書が指導者の皆様に活用されることにより、日本のミニ・ラグビーがより一層充実

することを期待いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集担当　　山道　信之

発　　　　行　　　2002 年 4 月 30 日
著作権発行者　　　（財）日本ラグビーフットボール協会
　　　　　　　　〒 107-0056　東京都港区北青山 2-8-35
　　　　　　　　電話　03-3401-3321　FAX　03-3401-6610
　　　　　　　　http
編　　　　集　　（財）日本ラグビーフットボール協会　普及育成委員会
印　  刷　  所　　株式会社　ダイワクリエイト　　　　　　　　（0003）

　　　　　　　　〒
　　　　　　　　電話　　　　　　　　FAX
　　　　　　　　http//

ミニラグビー指導の手引き
　　　    ２０１０


